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令和５年９月第１３６回内子町議会定例会会議録（第１日） 

○招集年月日   令和５年９月４日（月） 

○開会年月日   令和５年９月４日（月） 

○招 集 場 所   内子町議会議事堂 

 

○出 席 議 員 （１４名） 

１番  城 戸   司 君         ２番  塩 川 まゆみ 君 

３番  関 根 律 之 君         ４番  向 井 一 富 君 

５番  久 保 美 博 君         ６番  森 永 和 夫 君 

７番   地 幸 雄 君         ８番  泉   浩 壽 君 

９番  大 木   雄 君        １２番  下 野 安 彦 君 

１３番  林     博 君        １４番  山 崎 正 史 君 

１５番  寺 岡   保 君 

 

○欠 席 議 員 （１名） 

１０番  山 本   徹 君  

 

○地方自治法第１２１条第１項の規定により説明のため出席を求めた者の職氏名     

町 長  小野植 正 久 君    副 町 長  山 岡   敦 君 

総 務 課 長   黒 澤 賢 治 君    住 民 課 長   上 山 淳 一 君 

税 務 課 長   大 竹 浩 一 君    保健福祉課長  久保宮 賢 次 君 

こども支援課長  山 本 勝 利 君    内子町保健センター所長  上 石 由起恵 君 

建設デザイン課長  谷 岡 祐 二 君    会 計 課 長   田 中   哲 君 

町並・地域振興課長  畑 野 亮 一 君    小田支所長   中 嶋 優 治 君 

農林振興課長  大久保 裕 記 君    環境政策室長  髙 嶋 由久子 君 

政策調整班長  二 宮 大 昌 君    危機管理班長  宮 田 哲 郎 君 

上下水道対策班長  稲 田 彰 二 君    商工観光班長  大 田 陽 市 君 

教 育 長  林   純 司 君    学校教育課長  亀 岡 秀 俊 君 

自治・学習課長  福 見 光 生 君 

代表監査委員  赤 穂 英 一 君    農業委員会会長  北 岡   清 君 

 

○出席した事務局職員の職氏名 

事 務 局 長   前 野 良 二 君    書 記  本 田 紳太郎 君 

 

○議事日程（第１２号） 

日程第 １ 会議録署名議員の指名 



令和５年９月第１３６回内子町議会定例会 

2 

 

日程第 ２ 会期決定の件及び議事日程通告 

    自 令和５年９月４日 

 会期               １６日間 

    至 令和５年９月１９日 

日程第 ３ 議長諸般の報告 

日程第 ４ 招集あいさつ及び行政報告 

日程第 ５ 報告第 ６号 株式会社内子フレッシュパークからりの経営状況を説明する書類の

提出について 

日程第 ６ 報告第 ７号 小田まちづくり株式会社の経営状況を説明する書類の提出について 

日程第 ７ 報告第 ８号 公益財団法人内子町国際交流協会の経営状況を説明する書類の提出

について 

日程第 ８ 報告第 ９号 健全化判断比率の報告について 

日程第 ９ 報告第１０号 資金不足比率の報告について 

日程第１０ 報告第１１号 内子町教育委員会の点検・評価の書類の提出について 

日程第１１ 議認第 ６号 令和５年度内子町一般会計補正予算（第７号）の専決処分の承認を

求めることについて 

日程第１２ 議認第 ７号 令和４年度内子町一般会計歳入歳出決算の認定について 

日程第１３ 議認第 ８号 令和４年度内子高等学校小田分校寄宿舎特別会計歳入歳出決算の認

定について 

日程第１４ 議認第 ９号 令和４年度内子町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて 

日程第１５ 議認第１０号 令和４年度内子町介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定につい

て 

日程第１６ 議認第１１号 令和４年度内子町介護保険サービス事業特別会計歳入歳出決算の認

定について 

日程第１７ 議認第１２号 令和４年度内子町後期高齢者医療保険事業特別会計歳入歳出決算の

認定について 

日程第１８ 議案第７０号 令和４年度内子町水道事業会計剰余金の処分について 

日程第１９ 議認第１３号 令和４年度内子町水道事業会計決算の認定について 

日程第２０ 議案第７１号 令和４年度内子町下水道事業会計剰余金の処分について 

日程第２１ 議認第１４号 令和４年度内子町下水道事業会計決算の認定について 

日程第２２ 議案第７２号 内子町下水道条例の一部を改正する条例について 

日程第２３ 議案第７３号 内子町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定め

る条例の一部を改正する条例について 

日程第２４ 議案第７４号 第 47 号 令和５年度内子町クリーンセンター補修工事に係る工事

請負契約について 
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日程第２５ 議案第７５号 令和５年度内子町一般会計補正予算（第８号）について 

日程第２６ 議案第７６号 令和５年度内子町介護保険事業特別会計補正予算（第３号）につい

て 

日程第２７ 議案第７７号 令和５年度内子町水道事業会計補正予算（第２号）について 

日程第２８ 諮問第 １号 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて 

日程第２９ 諮問第 ２号 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて 

日程第３０ 諮問第 ３号 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて 

   

 

○本日の会議に付した事件 

日程第１から日程第３０まで 

 

午前 １０時００分 開会 

 

○議会事務局長（前野良二君） ご起立ください。礼。ご着席ください。 

○議長（久保美博君） ただ今、出席議員１３名であります。欠席届が山本徹議員から提出

されております。 

 ただ今から、令和５年９月第１３６回内子町議会定例会を開会いたします。本定例会には、

地方自治法第１２１条第１項の規定により、町長、教育長、代表監査委員、及び農業委員会

会長の出席を求めております。また、説明員として出席通知のありました者は、副町長、及

び総務課長、及び各課長、班長等の１９名であります。 

 これより、本日の会議を開きます。 

 

日程第 １ 会議録署名議員の指名 

○議長（久保美博君） 「日程第１ 会議録署名議員の指名」を行います。会議録署名議員

は、会議規則第１１９条の規定により、議長において、７番、菊地幸雄議員。８番、泉浩壽

議員を指名します。 

 

日程第 ２ 会期決定の件及び議事日程通告 

○議長（久保美博君） 「日程第２ 会期決定の件及び議事日程通告」のうち、会期決定の

件を議題とします。本定例会の会期は、去る８月２８日開催の議会運営委員会において協議

され、本日から１９日までの１６日間としております。これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし。」の声あり〕 

○議長（久保美博君） 異議なしと認めます。従って、会期は本日から９月１９日までの１

６日間で決定しました。 

 なお、本日の議事日程は、お手元に配布しております「議事日程 第１２号」の通りであ
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ります。 

 

日程第 ３ 議長諸般の報告 

○議長（久保美博君） 「日程第３ 議長諸般の報告」をします。議長としての報告事項は、

お手元に配布している通りであります。ご覧いただいたことと思いますから、ご了承くださ

い。これをもって、諸般の報告を終わります。 

 

日程第 ４ 招集あいさつ及び行政報告 

○議長（久保美博君） 「日程第４ 招集あいさつ及び行政報告」を町長より受けることに

します。 

○町長（小野植正久君） 議長。 

○議長（久保美博君） 小野植町長。 

〔小野植正久町長登壇〕 

○町長（小野植正久君） 本日ここに、令和５年９月内子町議会定例会を招集いたしました

ところ、議員各位には、公私共に大変ご多忙中にもかかわらずご出席をいただき、誠にあり

がとうございます。 

本定例会に町長として提出いたします案件は、報告６件、専決処分１件、決算認定８件、

剰余金の処分２件、条例の一部改正２件、工事請負契約１件、補正予算３件、人事案件３件 

の合計２６件でございます。それぞれの案件につきましては、その都度、ご説明申し上げま

すので、よろしくご審議の上、ご決定賜りますようお願いを申し上げます。 

さて、７月２１日に四国地方の梅雨明けが発表されました。その後は、気温が３０度を超

す真夏日が続くなど、ひときわ暑い夏となりました。その一方、沖縄県を含む九州地方では、

台風６号が接近、上陸したことにより、長時間にわたり暴風や大雨の影響を受け、２人の方

が亡くなられております。姉妹町村提携をしている沖縄県宜野座村では、停電や断水、土砂

崩れ、倒木、施設の破損のほか、海ブドウ、さとうきび、マンゴー、パイナップルなど、海

産物や農作物にも大きな被害があったということです。平成３０年７月、西日本豪雨による

被害を受けた際、宜野座村から心温まる励ましのお言葉とともに、義援金をいただいており

ます。この台風により、宜野座村が大きな被害を受けておりますので、後ほど、一般会計補

正予算でお諮りいたしますが、宜野座村に対し義援金を贈り、お見舞い申し上げたいと考え

ているところであります。また、台風６号に続き、台風７号が和歌山・紀伊半島南端から本

州に上陸して近畿地方を縦断し、災害級の大雨をもたらしました。この影響で、京都府や鳥

取県など１０府県で観測史上最多雨量を更新する地点が相次ぎ２人の方が亡くなられ、多

数の方が重軽傷を負ったほか、河川氾濫による住宅等への浸水、土砂崩れによる集落の孤立

などの多数の被害が確認されております。これらの災害でお亡くなりになられた方々に対

し、心よりお悔やみ申し上げますとともに、被災された方々にお見舞い申し上げます。  

この二つの台風による内子町への被害は確認されませんでしたが、将来的に大規模災害
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が発生する可能性を常に考え、日頃から万が一の災害発生に備えた体制を整えて参りたい

と思います。  

一方、この夏に開催されました小田燈籠まつり、内子笹まつり、いかざき夏まつり花火大

会、内子座文楽公演など、多くのイベントが天候に恵まれた中で実施され、大勢の帰省客や

観光客で賑わいました。コロナ禍前同様にイベントが実施されていることを嬉しく思って

おります。高齢化が進む中ではありますが、それぞれのイベントを実施するため、実行委員

の皆さまが一致団結し、工夫を凝らしながら継続されていることに対して、改めて心から敬

意を表する次第です。  

他にも嬉しい話題があります。内子高等学校の陸上競技部が４００メートルリレーで、ラ

イフル射撃競技部が団体で全国大会に出場しております。同校は他にも全国高等学校野球

選手権愛媛大会において、実に４１年ぶりにベスト８進出を果たしました。また、内子高等

学校小田分校の生徒は、全国商業高等学校英語スピーチコンテスト愛媛県予選において最

優秀賞を獲得し、全国大会に出場します。 加えて、内子中学校の吹奏楽部におきましては、

第７１回全日本吹奏楽コンクール県大会において愛媛県代表３校 に選出され、第７１回全

日本吹奏楽コンクール四国支部大会へ出場し、金賞を受賞しております。他にも、町外のク

ラブや部活動で活躍する児童・生徒が全国大会等へ出場するニュースもたくさん聞いてお

ります。これら町内の子どもたちの頑張りはとても誇らしく思えますし、私を含めて、子ど

もたちの活躍から元気をいただいた方も多いのではないかと思います。 

それでは、早速、当面いたしております事務事業等についてご報告申し上げます。 ご報

告いたします内容は、１つ目が内子座文楽第２４回公演について。２つ目が沖縄県宜野座村

との交流事業についてでございます。 

はじめに、内子座文楽第２４回公演についてご報告いたします。８月１９日と２０日の２

日間、内子座を会場に内子座文楽第２４回公演が４年ぶりに開催されました。当日は天 候

にも恵まれ、多くのお客様をお迎えすることができました。内子町まちづくり応援大使の関

口照生さん、竹下景子さんご夫妻にもご観劇いただく中、西予市出身で人形遣いの人間国宝、

吉田和生さんや、同じく人間国宝の人形遣い、桐竹勘十郎さん、吉田玉男さんがご出演され、

２日間で１，４７１人に来場していただきました。特に今回の演目は、過去２３回の上演演

目の中から、再演リクエストの多かった「二人三番叟」 や「曽根崎心中」など４演目を演

じていただきましたので、全国各地から訪れていただいた文楽ファンにも十分満足してい

ただける公演になったと思っています。また、公演前日に開催した町民及び文楽初心者向け

の裏ツアーは３６名にご参加いただき、内子座ならではの企画としたことで、参加者からは

「舞台裏を見せていただき、文楽により興味が湧いた。公演が楽しみです。」など好評の声

をいただいております。加えて、夜の交流会につきましては、申込開始後３０分で定員に達

し、出演者を含めた約 １２０人で交流することができました。 さらに、内子本町商店街付

近では、新たな企画として有志の皆さまにご協力をいただき、観劇特典を満載した 「内子

お楽しみマップ」を作製するなど、地域をあげて、おもてなしをしていただきました。また、
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お客様の中には、長期間町内に滞在し、町民の皆さまと交流され、「内子座 文楽を通じて、

内子が大好きになった。」、「内子のために協力したい。」というようなありがたいお言葉をい

ただいています。運営に当たられた実行委員をはじめ、ボランティアスタッフを含む関係者

の皆さまに深く感謝を申し上げます。  

次に、姉妹町村である沖縄県宜野座村との交流事業についてご報告いたます。児童生徒を

対象とした親善訪問交流事業は、旧五十崎町時代に姉妹町村縁組を締結した昭和４８年度

から始まり、５０周年を迎えた今年度、２９回目の実施となりました。 現在は、隔年で小

学５年生から中学３年生までを対象に親善訪問交流事業を行い、今年度は、町内小・中学校

から９名の団員が参加し、大瀬中学校水沼校長を団長とした総勢１２名が、８月１９日から

２２日までの３泊４日の日程で宜野座村を訪問いたました。宜野座村の子どもたちと一緒

に、村内の松田地区に広がる地下鍾乳洞の探検やシーカヤックなどのマリンアクティビテ

ィで宜野座村の自然を満喫したり、伝統料理の調理を体験したりしました。何より、この親

善訪問交流は、子どもたち同士の絆が最も価値のある財産となります。訪問団のお別れの挨

拶の中で、真っ暗な鍾乳洞の中、助け合いながらコースを完遂したことで、その達成感とと

もに、両町村の子どもたちの仲が一気に深まったとの報告がありました。今回、参加した子

どもたちが、この先この出会いと絆を人生の糧として歩んでくれるものと思っています。 

また、今回は５０周年記念事業として、私を含む１５名の大人の訪問団を構成し、８月２

０日から２２日までの２泊３日の日程で宜野座村を訪問させていただきました。台風６号

の被害があった直後にも関わらず、行く先々で温かい歓迎を受けました。漢那ダムまつりへ

参加をさせていただいたほか、農業後継者等育成センター、道の駅「ぎのざ」、 博物館やス

ポーツ施設など、多くの施設を視察させていただく中で、宜野座村の政策の狙いや取組内容

をうかがうことができました。加えて、姉妹町村提携５０周年記念祝賀会におきましては、

伝統芸能が披露されるなど、歓迎ムードを高めていただく中、宜野座村の皆さまの優しさや

文化に触れ、交流を深めることができました。今後、一層交流を促進させ、多方面において

協力していくことを再確認することができた訪問となったと同時に、宜野座村の皆さまと

共に両町村の５０年後を創造する出発点になったと実感しています。１２月には宜野座村

の子どもたちが内子町を訪れます。万全の体制で受け入れの準備を整えたいと考えていま

す。  

以上、２件の事柄についてご報告申し上げました。今後も、活力ある内子町を創造するた

め、町民の皆さまと共に協働して参りますので、各種事業の取り組みについて、引き続き議

員各位のご指導とご協力をお願い申し上げ、招集のご挨拶といたします。 

○議長（久保美博君） 以上で、招集あいさつ及び行政報告を終わります。 

 

日程第 ５ 報告第６号 株式会社内子フレッシュパークからりの経営状況を説明する書

類の提出について 

○議長（久保美博君） これから、議事日程に従って提出議案の審議に入ります。 
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 「日程第５ 報告第６号 株式会社内子フレッシュパークからりの経営状況を説明する

書類の提出について」を議題とします。提出者の報告を求めます。 

○町長（小野植正久君） 議長。 

○議長（久保美博君） 小野植町長。 

〔小野植正久町長登壇〕 

○町長（小野植正久君） 「報告第６号 株式会社内子フレッシュパークからりの経営状況

を説明する書類の提出」につきましては、その内容を農林振興課長に説明いたさせますので、

よろしくご審議の程、お願い申し上げます。 

○農林振興課長（大久保裕記君） 議長。 

○議長（久保美博君） 大久保農林振興課長。 

〔大久保裕記農林振興課長登壇〕 

○農林振興課長（大久保裕記君） それでは、「報告第６号 株式会社内子フレッシュパー

クからり」の経営状況について説明させていただきます。２の経営状況を説明する書類の１

ページをお開きください。 

 第２６期、令和４年度の事業報告でございます。事業報告書の３ページ、「会社全体」の

項目からご説明いたします。第２６期の総売上目標として、６億８，７４０万円を掲げ営業

を展開してまいりました。その結果、下段の表１「販売実績」にありますように、今期の売

上総額は７億８９１万８，０００円となり、対前年度比１２．１％増、目標額に対しまして

は１０３．１％となっております。 

各部門におきましては、表１「販売実績」に示していますように、コロナの影響を受けた

令和３年度と比較して、夏・秋の売り上げを伸ばすことができたことなどにより、ほぼ全て

の部門で昨年度を上回った実績となっておりますが、あぐり亭につきましては、３７．８％

の減と大きく減少しております。あぐり亭につきましては、コロナ禍の影響による売り上げ

の減に加え、人員不足の背景を受け１０月半ばまでの営業となったことによるものであり、

令和４年度実績としては７３６万９，０００円となっております。なお、あぐり亭で提供し

ておりましたもち麦うどんは、引き続きレストランで提供を行っております。 

 シャーベット部門につきましては、季節により内容の異なるプレミアムアイスの販売を

始めるなど、新商品販売に取り組み売り上げを伸ばすことができ、前年度比３８．８％増の

３，５４９万５，０００円となっております。 

 特産事業部におきましては、新規事業の稲作やパンの製造に向いている小麦「せときらら」

の栽培を行い、自社栽培の米や小麦を使ったパンの製造にもつなげています。その結果、前

年度比１１．２％増の３，２０７万７，０００円となっております。 

 そのほか、各部門の詳細につきましては、４ページから９ページにかけて記載をしており

ますので、お目通しいただきますようお願いいたします。 

 続きまして、１４ページからの決算報告書にて、第２６期貸借対照表、損益計算書につい

てご説明いたします。１６ページをお願いいたします。 
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 はじめに、損益計算書をご覧ください。売上高３億６，８５６万６，０７２円から、売上

原価の期首棚卸高２，９５０万７，３２８円と、仕入れ及び原材料費１億４，３４８万５，

６８１円の合計額１億７，２９９万３，００９円から期末棚卸高３，７１７万４，０３７円

を差し引きました売上原価は１億３，５８１万８，９７２円となり、売上高から売上原価を

差し引きました売上総利益は、２億３，２７４万７，１００円です。ここから販売費及び一

般管理費２億３，８１９万９，７０８円を差し引きました営業損失は、５４５万２，６０８

円です。この営業損失に営業外収益の受取利息から雑収入までの合計額５４６万２，７０７

円を加え、営業外費用の雑損失４万３，４０１円を差し引いた経営損失は３万３，３０２円

です。この額に特別利益の補助金３０７万５，０００円を加え、特別損失固定資産除却損の

８万３，３９７円を差し引いた税引前当期純利益２９５万８，３０１円となり、法人税等２

０万３，５００円を差し引いた当期純利益は２７５万４，８０１円でございます。 

なお、次の１７ページの『販売費・一般管理費内訳書』につきましては、お目通しいただ

きますようお願いいたします。 

説明が前後して申し訳ありません。１５ページをお願いいたします。貸借対照表について

説明いたします。資産の部の流動資産が１億１，２４３万２，４６８円、現金及び預金、売

掛金等でございます。資産の部中段です。固定資産が１，４９９万２，９２０円、建物、建

物附属設備等になります。資産の部下段になります。繰延資産が３０万円で資産の部の合計

は１億２，７７２万５，３８８円です。 

続きまして、表の右側になります。負債の部の流動負債が５，１７１万８，１５５円で、

買掛金、未払金等になります。 

続きまして、純資産の部のうち資本金は７，０００万円になります。１８ページの株主資

本等変動計算書で説明をいたしますが、資本金に利益剰余金６００万７，２３３円を加えた、

純資産の部の合計は７，６００万７，２３３円でございます。 

負債の部と純資産の部の合計は１億２，７７２万５，３８８円です。 

次に１８ページをお願いいたします。株主資本等変動計算書です。資本金７，０００万円、

利益剰余金として、利益準備金２１５万円、別途積立金が８００万円で、繰越利益剰余金と

して、当期首残高△６８９万７，５６８円に、先程ご説明しました損益計算書の当期純利益

の２７５万４，８０１円を加えた当期末残高は△４１４万２，７６７円となっております。 

従いまして、利益剰余金の合計は６００万７，２３３円で、株主資本合計の当期末残高は、

７，６００万７，２３３円でございます。 

以上が、第２６期の決算報告です。 

続きまして、事業報告書の１１ページをお願いいたします。第２７期の事業計画について

簡単に説明をさせていただきます。 

 第２７期はからり全体の総売上目標を７億９，０００万円としております。コロナ収束後

の経済の復興を考慮し、集客力アップの取り組みや経費に準じた価格設定を実現していき

ます。また、これまでにはない新たな施策を講じて「魅力あるからり」「進化し続けるから
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り」をＰＲし、「お客様に満足していただけるからり」を目指し、出荷者・社員一丸となっ

て販売・営業努力を行い、また各関係の皆さんのご協力、ご支援を得て地域に根付き地域を

活性化する「からり」を目指します。 

なお、この第２６期事業報告、決算報告並びに第２７期事業計画につきましては、令和５

年６月２８日開催の定時株主総会に提出され、全て承認されておりますことをご報告し、

「報告第６号 株式会社内子フレッシュパークからりの経営状況について」の報告を終わ

ります。 

○議長（久保美博君） ただ今の報告に対する質疑があれば許可します。質疑はありません

か。 

〔「なし。」の声あり〕 

○議長（久保美博君） ありませんので、これにて質疑を終結します。本件は報告事項であ

ります。よって、報告の通り受理することとします。 

 

日程第 ６ 報告第７号 小田まちづくり株式会社の経営状況を説明する書類の提出につ

いて 

○議長（久保美博君） 「日程第６ 報告第７号 小田まちづくり株式会社の経営状況を説

明する書類の提出について」を議題とします。提出者の報告を求めます。 

○町長（小野植正久君） 議長。 

○議長（久保美博君） 小野植町長。 

〔小野植正久町長登壇〕 

○町長（小野植正久君） 「報告第７号 小田まちづくり株式会社の経営状況を説明する書

類の提出」につきましては、その内容を小田支所長に説明いたさせますので、よろしくご審

議の程、お願い申し上げます。 

○小田支所長（中嶋優治君） 議長。 

○議長（久保美博君） 中嶋小田支所長。 

〔中嶋優治小田支所長登壇〕 

○小田支所長（中嶋優治君） それでは、「報告第７号 小田まちづくり株式会社の経営状

況」を報告いたします。今、送信させていただきました。議案書２の黄色い表紙からになり

ます。第２２期の事業報告でございますが、事業期間は令和４年７月１日から令和５年６月

３０日となっております。本事業報告書及び決算報告書につきましては、令和５年８月２３

日に開催されました小田まちづくり株式会社第２２期定時株主総会で承認されているもの

でございます。 

 １ページをご覧ください。第２２期の１．営業報告の（１）総括的事項ですが、今期も新

型コロナウイルス感染症拡大の波が繰り返されたことで経済活動も委縮を余儀なくされ、

その影響は営業成績にも表れており、厳しい状況となりました。売り上げ状況といたしまし

ては、中段の（２）管理運営業務の①特産品販売施設「せせらぎ」及び「かじか亭」の売上
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状況の中段に記載の通り、特産品販売施設せせらぎの利用者は６万５，３７８人、対前期比

９３％。売り上げは、６，１８４万１，８７１円で、対前期比９９％となっております。ま

た、食堂かじか亭の利用者は２万２，５９５円、対前期比１２２％と増加し、売り上げにつ

いても１，８８７万２，３８０円、対前期比１２７％と伸ばしております。これら２つの施

設を合わせた道の駅全体では、利用客数は８万７，９７３人、対前期比９９％とわずかに前

期を下回りましたが、売り上げにおいては、８，０７１万４，２５１円となり、対前期比１

０４％と今期目標としておりました３％増を達成することができました。 

 ２ページをお開きいただけたらと思います。上段の②売上別出荷者数は表の通りでござ

いますが、売上５０万円未満の出荷者が全体の約８割を占めており、高齢化に伴い、出荷者

数も前期より４人減となる１１８人と減少傾向が続いていることから、新たな出荷者の開

拓が喫緊の課題となっております。 

 次に３ページをお開きください。上段の２．事業報告でございますが、今期の集客イベン

トにつきましては、県内の感染状況を見ながら徐々に回数を増やしており、せせらぎデーに

ついては、春先を中心に計５回の実施をしております。 

下に参りまして、予算決算報告についてですが、総事業収入は２，３８３万７，８６７円、

１％増となり、それに対しての売上原価は８０８万１，２７５円、４．２％増で、一般管理

費は１，５１１万５，８３４円、１．１％の減となりました。特産品販売施設の売り上げが

伸び悩み厳しい状況でありましたけれども、経費節減に努めた結果、減価償却１０９万７，

７４５円を確保し、税引前純利益は２５万２，８１１円となりました。最終的には、税引き

後は当期純利益１万３，３１１円で前期より１８万６，４６０円の増となっております。詳

細につきましては、決算書の方でご説明をいたします。 

今、送らせていただきました。８ページをお開きください。８ページの貸借対照表の中の

左側の資産の部でございますが、最上段でございますが、ローマ字数字Ⅰの流動資産が現金

及び預金、売掛金、棚卸資産等、合わせまして２，６７３万３，４５９円でございます。 

下に参りまして、Ⅱの固定資産の合計が７２７万５，８９１円、内訳は有形固定資産が７

１２万４，４０７円。下に参りまして、無形固定資産が１５万１，２８４円でございます。 

最下段でございますが、Ⅲの繰延資産として１万６，５１６円を計上しております。これ

は前期までのウェブデザイン等の作成に要した経費を繰延資産としたものでございます。 

これらⅠからⅢを合わせました資産の部の合計が３，４０２万５，８６６円となります。 

次に、８ページの右側の上段より負債の部でございますが、Ⅰの流動負債は、買掛金、未

払金など合わせまして、５３９万６，９８１円となっております。 

次に下に参りまして、純資産の部につきましては、Ⅰの資本金３，５３５万円に３．利益

剰余金△６７２万１，１１５円を加えた純資産の部の合計が２，８６２万８，８８５円です。

負債・純資産の部の合計は３，４０２万５，８６６円となり、左側の一番下にあります資産

の部合計と一致するものでございます。 
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続きまして、９ページの損益計算書をご覧ください。Ⅰの売上金の内訳は町指定委託管理

料、また、かじか亭の施設運営収入などの業務委託・受託収入として、３６２万７，９８３

円。 

ＪＡ商品、ソフトクリームなどの仕入れ商品の売り上げ、商品売上高が１，２０２万２，

８５９円。 

それから、出荷者の方からいただきます販売手数料収入、これは販売額の１７％になりま

すけれども、こちらが８１８万７，０２５円となっており、Ⅰの売上高の合計は２，３８３

万７，８６７円になります。これから、Ⅱの売上原価の合計９０１万８，１２８円を差し引

き、期末たな卸高９３万６，８５３円を加えました売上総利益は１，５７５万６，５９２円

になります。 

Ⅲの販売費及び一般管理費が１，５１１万５，８３４円となっており、売上総利益から販

売費及び一般管理費を差し引いた６４万７５８円が今期の営業利益でございます。この営

業利益に預金、雑収入等の営業外収益６，３７０円を加えて、営業外費用の３９万４，３１

７円を差し引きました経常利益は２５万２，８１１円でございます。 

下に参りまして、税引前当期純利益の２５万２，８１１円に法人税等の税額２３万９，５

００円を差し引きました１万３，３１１円が当期純利益となっております。 

なお、１０ページをめくっていただきまして、１０ページには、こちらの上段には先程申

し上げました販売費及び一般管理費の内訳を掲載しております。 

下段は、期末棚卸資産の内訳となっておりますので、お目通しをいただけたらと思います。 

次に１１ページをお開きください。株主資本等変動計算書でございますが、中ほどにござ

います剰余金については、当期末残高は△６７２万１，１１５円となってございます。 

１２ページは、個別注記表となってございます。内容につきましてはお目通しをお願いい

たします。 

最後に、２３期の事業計画、それから収支予算についてということでございますが、４ペ

ージを開けていただいたらと思います。今、送らせていただきました。４ページでございま

す。（２）道の駅「せせらぎ」の健全経営のところでございますけれども、第２３期につき

ましては、引き続きせせらぎデーなどのイベントの開催により、せせらぎ施設全体の売り上

げについて、今期の売上実績から３％増を目指します。特産品販売施設につおいては、高齢

化に伴います生産出荷者の減少に伴い、品ぞろえが十分でないことから生産出荷組合と連

携して意欲的な生産出荷者の開拓、確保。また出荷が困難な出荷者に対しては、集配のサポ

ート支援なども検討して参りたいと考えています。また、８月からは新たにパンの製造・販

売も始めております。道の駅として魅力的な商品の充実を図るとともに、オンラインショッ

プや電話注文でのニーズに対応するため、商品ラインナップ、ＰＲ、広報も工夫しながら、

売り上げ増を目指して参りたいと考えております。 

以上、第２２期における小田まちづくり株式会社の経営状況の報告とさせていただきま

す。 
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○議長（久保美博君） ただ今の報告に対する質疑があれば許します。 

○１２番（下野安彦君） 議長。 

○議長（久保美博君） 下野安彦議員。 

○１２番（下野安彦君） 厳しい時代ではありますけれども、公式オンラインショップの充

実を図るということで、今期も少し販売が上がったようなんですけど、どういった商品がこ

ういう特産品のネットの販売になっているか教えていただけたらと思います。 

○小田支所長（中嶋優治君） 議長。 

○議長（久保美博君） 中嶋小田支所長。 

○小田支所長（中嶋優治君） 小田出身者の方とかですね、小田にゆかりのある方、非常に

ふるさとの味ということで小田の生うどんですとか、うどんつゆ、手作りこんにゃくですと

か、ひしお。そういったものに合わせまして、オダメイドということで、いろいろな商品を

取り揃えておりますので、基本的にはせせらぎ小包といったことでですね、販売をしており

ますような商品について一番人気が高かったかなと感じているところでございます。以上

です。 

○議長（久保美博君） 他、質疑はありませんか。ありませんので、これにて質疑を終結し

ます。 

本件は報告事項であります。よって、報告の通り受理することとします。 

 

日程第 ７ 報告第８号 公益財団法人内子町国際交流協会の経営状況を説明する書類の

提出について 

○議長（久保美博君） 「日程第７ 報告第８号 公益財団法人内子町国際交流協会の経営

状況を説明する書類の提出について」を議題とします。提出者の報告を求めます。 

○町長（小野植正久君） 議長。 

○議長（久保美博君） 小野植町長。 

〔小野植正久町長登壇〕 

○町長（小野植正久君） 「報告第８号 公益財団法人内子町国際交流協会の経営状況を説

明する書類の提出」につきましては、その内容を自治・学習課長に説明いたさせますので、

よろしくご審議の程お願い申し上げます。 

○自治・学習課長（福見光生君） 議長。 

○議長（久保美博君） 福見自治・学習課長。 

〔福見光生自治・学習課長登壇〕 

○自治・学習課長（福見光生君）「報告第８号 公益財団法人内子町国際交流協会の経営状

況を説明する書類の提出について」、ご報告させていただきます。 

議案書２の『経営状況を説明する書類』の公益財団法人内子町国際交流協会令和４年度事

業報告及び収支決算書をお開き願います。 
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１ページをお開きください。事業報告についてでございますが、国際交流協会は、令和４

年度におきましても国際的な視野と実践力を備えた人材を育成し、もって活力ある地域社

会の形成に寄与することを使命として、各種事業を行いました。 

 主なものをご報告いたします。ローマ数字のⅠ「交流促進事業」の１．意識啓発・情報発

信事業につきましては、毎月１回、機関紙「ゆうてぃあ」を「広報うちこ」へ掲載したほか、

ホームページやフェイスブックにより協会の活動を広く国内外に発信しております。 

２の各種講座運営事業につきましては、（１）国際理解講座は７月２２日にＡＬＴパトリ

シア・ルイスさんによる出身地トリニダード・トバゴ共和国と東インドのダンスを紹介して

いただき、参加者１４名が東インドダンス独特の手や足の動きを習い、インドの音楽に合わ

せてダンスを楽しみました。また、１１月２５日にはＡＬＴのトップマン・ロバーツさんに

よる出身地南アフリカ共和国の紹介および南アフリカの部族の一つ「ンデベレ族」の壁絵の

デザインを学び、それを元に参加者とエコバック作りを行いました。参加者は２１名でした。 

 ２ページになります。３の交流イベント・体験事業では、(１)国際交流ボランティア活動

の推進事業といたしまして、ウ.の在住外国人支援のための「日本語広場」では、コロナ禍

で休講が続いておりましたけれども、令和４年度は再開し、年２８回開講しております。 

 次に、４ページになります。ローマ数字のⅡ助成事業についてですが、１の青少年海外派

遣事業をはじめ、各種助成事業のすべてが新型コロナウイルス感染症等の影響により、いず

れも申請がございませんでした。 

次に、５ページになります。ローマ数字のⅢ法人管理の（２）になりますが、平成２８年

度に創設した賛助会員制度に基づき、会員拡大に努めました。２の理事会・評議員会、３の

特定資産運用管理委員会。 

次に、６ページになります。４の研修会・会議への出席、５の職員の状況についてにつき

ましては、ご覧の通りとなっております。 

また、６ページから７ページに、６の役員の状況につきましてもお目通しいただきますよ

うお願いいたします。 

続きまして８ページ。収支決算書類についてご報告をいたします。貸借対照表です。表の

当年度（Ａ）の欄をご覧ください。科目のローマ数字Ⅰ資産の部で流動資産の合計額が３５

６万１，７６２円で、２の固定資産のうち（１）特定資産の合計が２億２，１５３万６，７

０３円。（２）その他固定資産の合計が２５万５，４２０円、１の流動資産と２の固定資産

を合わせた資産合計が２億２，５３５万３，８８５円です。 

次に、科目のローマ数字のⅡ負債の部では、１の流動負債は未払金、前受け金、預り金を

合わせた流動負債の合計１８万６，４３６円です。 

次に、科目のローマ数字、Ⅲ正味財産の部で１の指定正味財産の合計が２億２，９１６万

１，３３５円。正味財産の合計は２億２，５１６万７，４４９円で、一番下の負債及び正味

財産合計が２億２，５３５万３，８８５円となっております。 
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９ページになります。次に、正味財産増減計算書。会社でいう損益計算書になりますが、

表の当年度（Ａ）の欄をご覧ください。 

まず、ローマ数字のⅠ一般正味財産増減の部、１の経常増減の部（１）経常収益の中の特

定資産運用益は、５５５万９，７１３円で、事業収益の外国語・国際理解講座受講料が４２

万７，０００円。受取会費が２３万７，０００円。指定正味財産からの振替額など受取寄付

金等が３７万６，２９３円となっており、雑収益の２万５，７４６円を合わせた経常収益の

合計は６６２万５，７５２円です。 

次に、（２）の経常費用の主なものとして、人件費に４３６万１，７５２円。経費中の印

刷製本費に、１４万９，２９２円。これは、機関紙「ゆうてぃあ」の発行にかかる経費です。 

 次に、通信運搬費に１４万７，０３２円。これはインターネット通信や郵送にかかる費用

です。 

次に、諸謝金は、２７万３，０００円。これは外国語講座の講師謝礼です。 

次に、支払手数料として４２万３，７２３円で、これら経常費用の合計が５６５万２，８

５４円となっております。 

経常収益計から経常費用計を差し引いた、当期経常増減額が９７万２，８９８円となって

おります。その結果、一般正味財産期末残高が△３９９万３，８８６円となります。 

次に、１０ページのローマ数字のⅡ指定正味財産増減の部の特定資産評価損益が、９万６，

６０４円となっており、指定正味財産期末残高が２億２，９１６万１，３３５円となってお

ります。 

以上のことにより、一番下のローマ数字Ⅲの正味財産期末残高は２億２，５１６万７，４

４９円となっております。 

１１ぺージには、財産目録を掲載しております。こちらは、貸借対照表にあります資産並

びに負債の内容について掲載したものですので、お目通しください。 

最後に、１２ページから１５ページにかけて令和５年度事業計画を、また１６ページに令

和５年度の収支予算書を掲載しておりますので、ご参照ください。 

以上、「報告第８号 公益財団法人内子町国際交流協会の経営状況を説明する書類の提出

について」の報告とさせていただきます。 

○議長（久保美博君） ただ今の報告に対する質疑があれば許します。 

○２番（塩川まゆみ君） 議長。 

○議長（久保美博君） 塩川まゆみ議員。 

○２番（塩川まゆみ君） 令和３年の９月の議会の時にですね、主に技能実習生として来町

されて、滞在されている在留外国人住民の方々との交流について一般質問させていただい

たことがあるんですけれども、単にイベントや何かの参加を呼びかけるのではなく、多文化

共生に向けた取り組みを何らかで町の方でけん引できないかみたいなご提案をさせていた

だきまして、前向きに検討する的な答弁をいただいたんですが、この４年度の報告を見てい

て、まあコロナもありますけれども、あまりそのような改善が従来と比べて見られていない
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のかなという気がしますが、この令和５年度以降の事業計画も含めまして、その点について

のお考えを少しお聞かせください。 

○自治・学習課長（福見光生君） 議長。 

○議長（久保美博君） 福見自治・学習課長。 

○自治・学習課長（福見光生君） 塩川議員さん、ありがとうございました。東南アジア諸

国の皆さん、在留外国人の皆さんと交流することは非常に大事なことだというふうに思っ

ています。単にイベント等とおっしゃられたことにつきましてですね、令和４年度につきま

しては五十崎自治センターで技能実習生に来場いただきまして、交流をさせていただきま

した。令和５年度、本年度につきましても、大凧合戦がございましたけれども、そちらの方

に技能実習生にお越しいただき、一緒に凧合戦等をさせていただきました。その後、意見交

換会をもつような段取りにしておりましたけれども、時間の都合上、これはできませんでし

た。引き続き、企業様のご理解のもと交流できる機会をしっかり作って参りたいと思います

ので、ご理解賜りますようにお願い申し上げたらと思います。 

○議長（久保美博君） 他、質疑はありませんか。ありませんので、質疑を終結します。 

 この件は報告事項であります。よって、報告の通り受理することといたします。 

 

日程第 ８ 報告第９号  健全化判断比率の報告について 

日程第 ９ 報告第１０号 資金不足比率の報告について 

○議長（久保美博君） 「日程第８ 報告第９号 健全化判断比率の報告について」及び「日

程第９ 報告第１０号 資金不足比率の報告について」以上の２件を一括議題とします。提

出者の報告を求めます。 

○町長（小野植正久君） 議長。 

○議長（久保美博君） 小野植町長。 

〔小野植正久町長登壇〕 

○町長（小野植正久君） 「報告第９号 健全化判断比率の報告について」「報告第１０号 

資金不足比率の報告について」この２件の報告案件につきましては、その内容を総務課長に

説明いたさせますので、よろしくご審議の程お願い申し上げます。 

○総務課長（黒澤賢治君） 議長。 

○議長（久保美博君） 黒澤総務課長。 

〔黒澤賢治総務課長登壇〕 

○総務課長（黒澤賢治君） それでは、議案書１の６ページをお開きください。 

「報告第９号 健全化判断比率の報告」について、及び７ページ、「報告第１０号 資金不

足比率の報告」についてご説明申し上げます。 

本件につきましては、地方公共団体の財政の健全化に関する法律により、財政の健全化判

断、財政の早期健全化判断、財政の再生判断を示す指標につき、監査委員の審査に付し、そ

の意見をつけて議会への報告及び公表が義務付けられているものでございます。 
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健全化判断比率、つまり実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比率、将来負担比

率の４つの指標を、６ページ、「報告第９号」の一覧表で示してございます。また、企業会

計においては、７ページの「報告第１０号」の一覧表に示しておりますように、資金不足の

比率を示す指標ということになってございます。これらの５つの指標によりまして、財政運

営の健全化等を示すことになっております。 

まず、議案書１の６ページ、「報告第９号 健全化判断比率の報告について」ご説明いた

します。令和４年度における実質赤字比率及び連結実質赤字比率は黒字となっているため、

該当はございません。実質公債費比率は２．２％でした。この実質公債費比率が１８％を超

えますと、新たな財政計画や起債発行にあたって国・県の許可が必要となり、更に２５％を

超えますと地方債の発行が制限されるものでございます。次に、将来負担比率も該当ござい

ませんでした。それぞれの項目にある括弧の中の数字、早期健全化基準をいずれかの項目で

超えますと、健全化判断比率を公表した年度の末日までに財政健全化計画を策定しなけれ

ばならないことになってございます。 

続いて、議案書１の７ページをお開きください。「報告第１０号 資金不足比率について」

ご説明いたします。令和４年度における資金不足比率については、２つの事業会計において

資金不足は発生してございません。 

以上、「報告第９号」及び「報告第１０号」は、７月２４日から８月２日にかけまして、

赤穂代表監査委員、菊地監査委員の審査を終えましたので、別冊資料８の８月２１日付審査

意見を付して、本日、内子町議会９月定例会に報告するものでございます。よろしくご審議

のほどお願い申し上げます。 

○議長（久保美博君） ただ今の報告に対する質疑があれば許します。質疑はありませんか。

ありませんので、これにて質疑を終結します。 

 本件は報告事項であります。よって、報告の通り受理することといたします。 

 ここで、暫時休憩します。午前１１時１０分より再開いたします。 

 

午前 １０時 ５９分 休憩 

 

午前 １１時 １０分 再開 

 

 

日程第 １０ 報告第１１号 内子町教育委員会の点検・評価の書類の提出について 

○議長（久保美博君） 休憩前に続き、会議を開きます。 

 「日程第１０ 報告第１１号 内子町教育委員会の点検・評価の書類の提出について」を

議題といたします。提出者の報告を求めます。 

○町長（小野植正久君） 議長。 

○議長（久保美博君） 小野植町長。 
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〔小野植正久町長登壇〕 

○町長（小野植正久君） 「報告第１１号 内子町教育委員会の点検・評価の書類の提出」

につきましては、その内容を学校教育課長に説明いたさせますので、よろしくご審議の程お

願い申し上げます。 

○学校教育課長（亀岡秀俊君） 議長。 

○議長（久保美博君） 亀岡学校教育課長。 

〔亀岡秀俊学校教育課長登壇〕 

○学校教育課長（亀岡秀俊君）それでは、「報告第１１号 内子町教育委員会の点検・評価

の書類の提出について」ご説明を申し上げます。 

議案書１の８ページとなります。報告書は資料№３となりますので、内容をご説明させて

いただきます。 

内子町教育委員会では、毎年、教育行政の管理、執行状況につきまして自己点検、及び外

部評価委員による評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、議会に提出するとともに、

公表しているところでございます。報告書をめくっていただきまして、１ページをお願いい

たします。 

１ページには、点検・評価報告について、その趣旨、点検評価の対象・その方法など示し

ております。 

１ページ後半から２ページにかけて、個別事業の実施状況及び効果、自己評価と課題、評

価基準（ＡからＤの４区分）、外部評価委員名簿などを記載しております。外部評価委員会

のメンバーは、２ページに記載しております５名でございます。評価委員会は７月と８月に

それぞれ１回、合計２回開催し、その都度協議いただき、意見・評価をいただいております。 

また、３ページから４ページには、教育委員会活動報告を記載しております。 

次に、点検・評価でございますが、対象となります事業は、令和４年度中に実施いたしま

した事業となります。 

５ページからになりますけれども、学校教育課関連の「２０の個別事業」につきましては、

５ページから２４ページに記載をしております。外部評価の内訳は、「Ａ評価：順調である」

が２事業、「Ｂ評価：概ね順調である」が１８事業、「Ｃ評価：やや順調である」と「Ｄ評価：

順調でない」はございませんでした。 

次に、自治・学習課の「１６の個別事業」につきましては、２５ページから４０ページに

記載してございます。外部評価の内訳は、「Ａ評価：順調である」が２事業、「Ｂ評価：概ね

順調である」が１４事業、「Ｃ評価：やや順調である」と「Ｄ評価：順調でない」はござい

ませんでした。 

本報告書に記載しております、それぞれの事業内容・実施状況・評価等につきましてはお

目通しいただき、ご確認いただていると思いますので、省略をさせていただきます。 

なお、全体を通してですが、コロナ禍による事業規模の縮小や中止などもありましたが、

コロナ禍の中でも事業実施については工夫を凝らし、オンラインで開催するなど、事業を実
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施したものもございます。そのような理由で予算の執行状況が低い事業もございますが、今

後におきましても、「内子町学校教育の方針と施策」、「内子町社会教育の方針と目標」、「内

子町人権・同和教育基本方針」を基に、教育や文化、スポーツの推進に努めて参りたいと思

います。 

以上、内子町教育委員会の点検・評価の報告とさせていただきます。よろしくお願いいた

します。 

○議長（久保美博君） ただ今の報告に対する質疑があれば許します。質疑はありませんか。

ありませんので、これにて質疑を終結します。 

 本件は報告事項であります。よって、報告の通り受理することとします。 

 

日程第 １１ 議認第６号 令和５年度内子町一般会計補正予算（第７号）の専決処分の

承認を求めることについて 

○議長（久保美博君） 「日程第１１ 議認第６号 令和５年度内子町一般会計補正予算（第

７号）の専決処分の承認を求めることについて」を議題とします。提案理由の説明を求めま

す。 

○町長（小野植正久君） 議長。 

○議長（久保美博君） 小野植町長。 

〔小野植正久町長登壇〕 

○町長（小野植正久君） 「議認第６号 令和５年度内子町一般会計補正予算（第７号）」

につきましては、期日に施行する必要があり議会を招集する時間的余裕がなかったため、地

方自治法第１７９条第１項の規定により町長が専決処分したものについて報告し、承認を

求めるものでございます。その内容につきましては、副町長に説明いたさせますので、よろ

しくご審議の上ご承認賜りますようお願いいたします。 

○副町長（山岡敦君） 議長。 

○議長（久保美博君） 山岡副町長。 

〔山岡敦副町長登壇〕 

○副町長（山岡敦君） それでは、議案書１の９ページをお開きください。「議認第６号 令

和５年度内子町一般会計補正予算（第７号）の専決処分の承認を求めること」につきまして

ご説明いたします。本予算につきましては、期日に施行する必要があり、議会を招集する時

間的余裕がなかったため、地方自治法第１７９条第１項の規定により町長が専決処分した

ものについて報告し、承認を求めるものでございます。 

１１ページをお開きください。「令和５年度内子町一般会計補正予算（第７号）」につきま

しては、歳入歳出それぞれ１，６７５万円を追加し、歳入歳出予算の総額を１１１億７，２

４１万７，０００円と定めるものでございます。 

１７ページをお開きください。財源として、１７款１項１目基金繰入金、災害対策基金繰

入金１，６７５万円を計上しております。 
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１８ページをお開きください。１１款１項１目農業施設災害復旧費として農業施設災害

復旧委託１，６７５万円を計上しております。 

この補正予算は、６月３０日から７月１日にかけての梅雨前線豪雨で連続雨量が多い所

で３００㎜を超え、田畑などの農地が８箇所、農道などの農業用施設が８箇所の合計１６箇

所が被害を受けました。そこで、被害箇所の現地調査や申請者の意向調査などを行い、災害

申請する箇所を確定させました。 

資料１０「議案等説明資料」の１ページをお開きください。国に災害申請する被害箇所の

位置図と集計表でございます。次のページが主な被害状況の写真でございますので、恐れ入

りますがお目通しをお願いします。 

これらの被害箇所を、９月下旬に行われる国の災害査定の申請に間に合わせるためには、

時間的余裕がなかったことから、測量調査設計業務委託費を７月２７日に専決処分をさせ

ていただきました。 

以上、「議認第６号 令和５年度内子町一般会計補正予算（第７号）の専決処分の承認を

求めることについて」のご説明とさせていただきます。よろしくご審議の上、ご決定賜りま

すようお願いいたします。 

○議長（久保美博君） これより質疑に入ります。質疑はありませんか。ありませんので、

これにて質疑を終結します。 

 これより討論に入ります。討論はありませんか。 

〔「なし。」の声あり〕 

○議長（久保美博君） これにて討論を終結します。 

 これより「議認第６号 令和５年度内子町一般会計補正予算（第７号）の専決処分の承認

を求めることについて」の採決に入ります。本案を原案の通り承認することに賛成の方はご

起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（久保美博君） 起立全員であります。従って、本案は原案の通り承認することに決

定しました。 

 

日程第 １２ 議認第７号  令和４年度内子町一般会計歳入歳出決算の認定について 

日程第 １３ 議認第８号  令和４年度内子高等学校小田分校寄宿舎特別会計歳入歳出

決算の認定について 

日程第 １４ 議認第９号  令和４年度内子町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算

の認定について 

日程第 １５ 議認第１０号 令和４年度内子町介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認

定について 

日程第 １６ 議認第１１号 令和４年度内子町介護保険サービス事業特別会計歳入歳出

決算の認定について 
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日程第 １７ 議認第１２号 令和４年度内子町後期高齢者医療保険事業特別会計歳入歳

出決算の認定について 

○議長（久保美博君） 「日程第１２ 議認第７号 令和４年度内子町一般会計歳入歳出決

算の認定について」、「日程第１３ 議認第８号 令和４年度内子高等学校小田分校寄宿舎

特別会計歳入歳出決算の認定について」、「日程第１４ 議認第９号 令和４年度内子町国

民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について」、「日程第１５ 議認第１０号 令

和４年度内子町介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について」、「日程第１６ 議認

第１１号 令和４年度内子町介護保険サービス事業特別会計歳入歳出決算の認定につい

て」、「日程第１７ 議認第１２号 令和４年度内子町後期高齢者医療保険事業特別会計歳

入歳出決算の認定について」、以上の６件を一括議題とします。本案について説明を求めま

す。 

○町長（小野植正久君） 議長。 

○議長（久保美博君） 小野植町長。 

〔小野植正久町長登壇〕 

○町長（小野植正久君） 「議認第７号 令和４年度内子町一般会計歳入歳出決算の認定に

ついて」、「議認第８号 令和４年度内子高等学校小田分校寄宿舎特別会計歳入歳出決算の

認定について」、「議認第９号 令和４年度内子町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算

の認定について」、「議認第１０号 令和４年度内子町介護保険事業特別会計歳入歳出決算

の認定について」、「議認第１１号 令和４年度内子町介護保険サービス事業特別会計歳入

歳出決算の認定について」、「議認第１２号 令和４年度内子町後期高齢者医療保険事業特

別会計歳入歳出決算の認定」につきましては、その内容を会計管理者に説明いたさせますの

で、よろしくご審議の上ご認定賜りますようお願い申し上げます。 

○会計管理者（田中哲君） 議長。 

○議長（久保美博君） 田中会計管理者。 

〔田中哲会計管理者登壇〕 

○会計管理者（田中哲君） それでは、「議認第７号」から「議認第１２号」までの「令和

４年度一般会計及び特別会計の決算について」ご説明いたします。 

最初に、「議認第７号 令和４年度一般会計歳入歳出決算について」です。まず概要を申

し上げますと、全体的な決算額は前年度と比べ、歳入で約９億６，０００万円の減で１１２

億２，０００万円余り。同じく歳出についても、約９億８，０００万円の減で１０７億５，

０００万円余りとなり、歳入歳出とも約８％の減少となっています。 

これは、新型コロナウイルス対応で決算規模がピークとなった令和２年度決算額から見

ると、２年連続での大幅な減少となっています。しかし、令和４年度においてもコロナ収束

の遅れに加え、物価高騰への対策といった影響が大きく、ワクチン接種などのコロナ感染症

対策事業をはじめ、生活応援商品券給付事業などの生活支援事業に取り組んでおり、コロナ
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の影響がなかった３年前の令和元年度決算額と比較すると、およそ６億円程度大きい決算

額となっております。 

それでは、資料ナンバー４、一般会計決算書の２ページ、３ページをご覧下さい。 

まず歳入です。歳入につきましては、１款町税から２１款町債までありますが、主なもの

を説明いたします。 

１款町税の収入済額は１４億５，０９９万１，７６９円で、前年度より２，７１６万円余

りの増です。 

１０款地方交付税の収入済額は５０億６，０４３万円で、前年度より１億５，４５８万円

余りの減となっています。 

歳入全体に占める割合は４５．１％です。 

次に、４ページ、５ページをお開き下さい。 

１４款国庫支出金の収入済額は１４億５，８９８万２，６２３円で、前年度より４億６４

４万円余りの減となっています。その要因は、新型コロナウィルスに関連する国庫補助事業

が減少したことによるものです。 

１５款県支出金の収入済額は８億４，７９７万４，９７１円で、前年度より１億２，８６

９万円余りの減となっています。 

１８款繰入金の収入済額は２億４，９６７万８，６２９円で、関連する各基金から繰入れ

をしたものです。 

２１款町債の収入済額は６億９，６１２万１，０００円で、前年度より３億３，４３９万

円余りの減となっています。 

次に、６ページ、７ページをお開きください。 

歳入です。歳入合計は、一番下の収入済額合計１１２億２，８２５万５，３７１円で、前

年度より９億５，９７０万円余り。率にして７．９％の減となっています。 

次に、８ページ、９ページをご覧ください。 

歳出です。１款議会費から１４款予備費までありますが、主なものを説明いたします。 

２款総務費の支出済額は１４億３，７０５万６，２６４円で、前年度より３億３，８０８

万円余りの増です。増となりました大きな要因は、生活応援商品券事業、価格高騰緊急支援

給付金事業などの支出があったことによるものです。 

３款民生費の支出済額は２８億６．６９９万９，７８３円で、前年度より２億９９５万円

余りの減となっています。これは、令和４年度においても各種特別給付金事業を実施してお

りますが、前年度の給付事業の規模が減少したことによるものです。 

４款衛生費の支出済額は、１０億２３６万３９円で、前年度より３，１３８万円余りの 

増となっています。 

６款農林水産業費の支出済額は７億３２３万３，９０４円で、前年度より４，９３５万円

余りの減です。 
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７款商工費の支出済額は２億４，３１８万２，９５９円で、前年度より１億１，２６３万

円余りの減となっています。 

８款土木費の支出済額は９億６，７９４万１，４６３円で、前年度より１億５，０３１万

円余りの減です。 

次に、１０ページ、１１ページをお開きください。 

１０款教育費の支出済額は１１億５５万４，８１９円で、前年度より１億４，７１０万円

余りの減です。 

１３款諸支出金の支出済額は６億４，１８３万６，６５２円で、前年度より７億３６４万

円余りの大幅な減となりました。これは基金への積立金で、主なものとしましては、財政調

整基金、減債基金、公共施設整備基金への積立金の減少によるものです。 

そうしまして、歳出合計は、一番下の支出済額合計１０７億５，６０９万１，８５２円で、

前年度より９億７，９３８万円余り。率にして８．３％の減となっています。 

次に、ページ数を大きく飛びまして、１８０ページをご覧ください。実質収支に関する調

書です。 

先程申し上げました歳入総額から歳出総額を差し引いた差引額は、３番の４億７，２１６

万３，５１９円となり、４番の翌年度へ繰り越すべき財源の合計は、１億４，９３６万４，

０００円。５番の実質収支額は、３億２，２７９万９，５１９円となります。 

次に、決算書の１８１ページをご覧ください。これより、財産に関する調書です。 

１８２ページは公有財産の異動で、土地及び建物の動きを記載しております。 

次に、１８６ページをご覧ください。物品の所有状況です。取得価格が５０万円以上の重

要物品につきまして、年度内の増減を一覧に記載しております。 

次に１８８ページ、１８９ページをお開きください。基金の決算です。ご覧のとおり、１

番の一般会計財政調整基金から２９番の学校教育施設整備基金までの２９の基金があり、

令和４年度中の動きを表しております。 

基金の年度末現在高合計額は、一番下の欄の右、８２億５，１６０万４，６６１円で、前

年度より３億９，２２８万円余り、増額となっております。 

以上で、「議認第７号 令和４年度一般会計歳入歳出決算」の説明とさせていただきます。 

続きまして、「議認第８号」から「議認第１２号」までの５つの特別会計歳入歳出決につ

いて、ご説明いたします。 

資料ナンバー５、特別会計決算書の２ページ、３ページをお開きください。 

内子高等学校小田分校寄宿舎特別会計です。 

 まず、歳入です。１款寄宿舎事業収入の収入済額は１，１６７万円余り。２款繰入金は、

一般会計からの繰入で７２１万円余り。３款諸収入は３１８万円余りとなり、歳入合計は、

２，２０７万２，２５９円で、寮生の増加により、前年度より４７１万円余りの増となって

おります。 
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 次に、４ページ、５ページをお開き下さい。 

歳出です。１款寄宿舎事業費のみですが、これは一般管理費、施設管理費、給食費の合計

からなるもので、歳出合計は、歳入合計と同額の２，２０７万２，２５９円です。 

次に、１４ページ、１５ページをお開き下さい。国民健康保険事業特別会計です。 

まず、歳入です。１款国民健康保険税の収入済額は３億４，６３１万円余り。４款県支出

金の収入済額は１３億５，４８１万円余り。６款繰入金の収入済額は、一般会計からの繰入

で１億９，６３５万円余りとなります。 

そうしまして、歳入合計は１９億６３７万７，１１３円で、前年度より７，６２６万円余

りの減となっています。 

次に、１６ページ、１７ページをお開き下さい。 

歳出です。歳出は、２款の保険給付費が主なもので１３億２，２７２万円余りとなり、歳

出合計は１８億９，１４３万１，１０８円で、前年度より８，７０７万円余りの減です。 

次に、４０ページ、４１ページをお開きください。介護保険事業特別会計です。 

まず、歳入です。１款保険料の収入済額は４億３，２３８万円余り。１０款繰入金は、一

般会計からの繰入れで４億３，７３９万円余りです。 

 歳入合計は、２７億９，２２９万８，２５３円となり、前年度より４，２５９万円余りの 

増です。 

次に、４２ページ、４３ページです。 

歳出です。その主なものは、２款の保険給付費で２５億７，４２３万円余りとなり、歳出

合計は２７億３，６０４万９，１２７円で、前年度より２，８６０万円余りの増となってい

ます。 

次に、７８ページ、７９ページをお開き下さい。介護保険サービス事業特別会計です。 

まず歳入です。１款サービス収入は９５５万円余り。２款繰入金は２３９万円余り。 

歳入合計は１，１９５万１，２８９円で、前年度より２１万円余りの減となります。 

次に、８０ページ、８１ページをお開き下さい。 

歳出です。１款総務費の支出済額は６６４万円余り。2款事業費は、ケアプランの外部委

託などの経費 ５３０万円余りです。 

そうしまして、歳出合計は、歳入合計と同額の１，１９５万１，２８９円です。 

次に、９０ページ、９１ページをお開き下さい。最後に、後期高齢者医療保険事業特別会

計です。 

まず歳入です。１款後期高齢者医療保険料の収入済額は１億６，５４９万円余り。３款繰

入金は８，８４２万円余りです。 

歳入合計は２億６，２７５万２，０５４円となり、前年度より１，０４９万円余りの増で

す。 

９１ページ、９２ページをお開き下さい。歳出です。その主なものは、２款後期高齢者医

療広域連合納付金で、２億５，４９８万円余りです。 
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歳出合計は２億５，７３１万５，９４４円となり、前年度より１，３５７万円余りの増と

なっています。 

以上で、「議認第７号」から「議認第１２号」までの「令和４年度一般会計歳入歳出決算」

及び「特別会計歳入歳出決算」の説明とさせていただきます。ご審議の上、認定いただきま

すよう、お願いいたします。 

○議長（久保美博君） 監査委員から審査意見書が提出されておりますので、報告を求めま

す。 

○代表監査委員（赤穂英一君） 議長。 

○議長（久保美博君） 赤穂英一代表監査委員。 

〔赤穂英一代表監査委員登壇〕 

○代表監査委員（赤穂英一君） ご報告申し上げます。議案書番号８番、令和４年度内子町

一般会計・特別会計決算審査意見書の２８ページをご覧ください。総括意見としてまとめさ

せていただいております。意見書は全部で３７ページに及んでおり、総括意見についてのみ

申し上げます。 

地方自治法第２３３条第２項に基づく、令和４年度における一般会計・特別会計の歳入歳

出決算審査は、代表監査委員の私、赤穂、菊地監査委員及び監査委員事務局により、内子町

監査基準に基づき、各課等から提出された決算資料を中心に、関係書類の審査、関係職員か

らの聴取、さらに前年度の決算審査、令和４年度の財務監査や例月現金出納検査における指

導事項等への対応状況の確認も含めて実施いたしました。また、決算業務は多岐にわたるこ

とから、それぞれの事業から抽出等により審査を行いました。その結果、各会計の決算書及

び関係調書等は予算並びに関係法令に準拠して作成されており、誤りのないものと認めま

した。評価できる事項もたくさんありましたが、一方で、引き続き留意いただきたい事項も

ありました。主な意見は、次のとおりであります。 

１点目。不用額等についてです。不用額は、歳出予算現額から支出済額及び翌年度繰越額

を控除し残ったお金であり、大切なことは不用額発生の原因です。良い不用額の発生事例と

して、①、②、③などが挙げられますが、今回の決算審査では、いずれの事例も見受けられ

ました。 

また、新型コロナウイルス感染症の影響に伴う事例も多く見受けられました。 

さらに、補助金及び助成金については、活動実態等を的確に反映して必要な見直しや要綱

に基づく精算を行っており、評価できます。 

一方、良くない事例としては、①、②など、多様な理由が挙げられます。今回の決算審査

では、補正予算の対応を失念し多額の不用額が発生した事例が１件確認されました。これは

国民健康保険事業の特別会計で、議案説明資料７番、決算資料の６６ページ。後でご覧くだ

さい。 
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 引き続き、予算執行事務管理の徹底や、早めの決算見込みと不用額の把握に努め、補正予

算での対応、あるいは将来のための基金として活用するなど、限られた財源の最大限の活用

に努めていただきたいと思います。 

大きい２点目、委託料及び工事請負費についてでありますが、まず１点目。多くの業務が

外注で執行されており、これは民間の活性化や事務の効率化に繋がり評価できることです。

大切なことは、この財源が税金であることに鑑み、「より良いものをより安く調達している

か」で、最小の経費で最大の効果を上げるという地方自治法の精神と趣旨がいかに生かされ

ているかであります。 

今回の決算審査では、競争性・透明性・経済性を踏まえ、更には地元業者の受注機会の確

保を図る地域要件を考慮した競争入札、比較見積もりが行われており、適正な予算執行が行

われておりました。 

次に２９ページ、（２）留意事項についてでありますが、随意契約、長期継続契約につい 

ては記載の通りであります。 

 次の、随意契約を行う場合の法令根拠や理由の解釈が各関係部署において統一的かつ公

正に行えるよう、新たに「内子町随意契約ガイドライン」を定め、一層厳正な契約手続きに

努めています。これは、令和３年度財務監査で指導したことへの迅速な対応であり、高く評

価できます。 

  一方で、システム関連の業務委託契約については、ほとんどの場合、当初入札で落札し

た業者との随意契約を行っています。ここで重要なのは、業務委託の必要性と金額の妥当性

の検討です。業務委託契約の決裁文書に必要性と金額の妥当性をしっかりと記述願います。 

３点目、工事の現地監査についてでありますが、多くの工事から抽出した工事について、

書類監査と現地監査を実施しました。書類監査と現地監査の結果、それぞれの工事ともに適

正に執行されていました。特に変更契約については、事前に目視でき予測できるもの、関連

する設備の経過年数の確認、求められている環境対策など十分な準備調査を行い、当初設計

に確実に盛り込むなど、適正な執行に努めていただきたいと思います。今回の監査において

は、準備調査不足による変更契約となった事例も確認されました。 

続いて３０ページ。３番目の滞納についてでありますが、町税をはじめ、国民健康保険税、

貸付金、負担金、使用料等の全体の滞納は、次の滞納額の推移のとおり、平成２２年度以降

は減少傾向が継続していましたが、令和４年度は対前年度比で１３９万９，０００円の増加

となっています。微増したものの、これは厳しい経済と高齢化の状況下で、職員一丸となっ

て長期にわたり日々取り組んできた成果であります。また、税務課主導の「内子町債権管理

対策会議」等による緊密な連携によるものでもあります。 

一方、町税、国民健康保険税、介護保険料、後期高齢者医療保険料の過年分滞納において

は不納欠損処理が確認されました。いずれも法令に基づく、執行停止、即時消滅、消滅時効

を理由とした適正な処理でした。引き続き、職員の不作為による安易な不納欠損処理となら

ないよう、公平確保の観点からも厳正に対処願います。 
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続いて、新型コロナウイルス感染症の影響に伴う減免や納税猶予措置は、適正に処理され

ていました。 

続いて、３１ページ。町税の徴収の推移でありますが、具体的には、法令に基づく厳正・

的確な滞納整理、高額・悪質事案の愛媛地方税滞納整理機構への引継ぎ、振替納税の利用勧

奨などの結果であり、高く評価できます。引き続き、ウィズコロナ、アフターコロナの対策

として、納税者利便の向上と行政の効率化のため、振替納税の更なる向上策に取り組んでい

ただきたいと思います。 

  一方、全体的に滞納が微増している中、徴収率の低い町営住宅・駐車場使用料、住宅新築

資金等貸付金については、引き続き、内子町債権管理対策会議に諮り、本年３月に制定した

「内子町債権管理条例・規則」を活用し、事案によっては専門家とも相談し、滞納者はもと

より連帯保証人にも接触し、厳正な対応を願います。担当者が一人で悩むことがないよう、

担当部署一丸となって取り組んでいただきたいと思います。 

続いて４番目、新型コロナウイルス感染症対策等についてと、５番目の資金運用について

は記載の通りであります。 

 ６点目、情報化、ＩＣＴ化対応について。社会保障・税番号制度の導入や更なる情報化、

ＩＣＴ化が進展している中、重要なのは、個人情報及びデータの保護は適正に行われている

か、職員の情報管理やシステムの周知・研修・監査・点検が十分に行われているかでありま

す。令和４年度は、情報セキュリティーの体験型訓練として、疑似的な標的型メールを全職

員に送付してその対応を確認し注意喚起を徹底したほか、新たに担当部署等による各部署

への無予告監査を実施するなど、工夫を加えた各種の効果的な取り組みがされており、高く

評価できます。また、研修に参加できなかった半数以上の職員へ、単に研修資料を回覧する

のではなく、確実に資料配付するとともに自己研修時間を確保するよう周知されています。

確実に自己研修を行ったのかの事後確認も徹底願います。引き続き、研修、内部監査、点検

が形骸化しないよう取り組んでいただきたいと思います。 

 基金について。基金は、内子町において２９設けられております。地方自治法第２４１条

第１項にあるように、特定の目的のために財産を維持し、資金を積み立て、または定額の資

金を運用するために積み立てられていますが、いずれも法令・条例に基づいて適正に管理さ

れていました。引き続き、その規模や管理について十分検討を行った上で、それぞれの基金

の設立の目的に則して適時・適切な運用、管理に努めていただきたいと思います。特に、運

用の検討については、担当部署によって温度差が見受けられます。一層、適時・適切な運用

に向けて、取り組んでいただきたいと思います。 

８点目、時間外勤務手当、有給休暇、公用車管理、事務処理について。一部の部署の一部

の職員において時間外勤務の慢性化が、複数の部署の一部の職員において有給休暇がほと

んど取得できていない事象が確認されました。原因を分析・検証し、改善策に取り組まれて

おり、全体的には改善傾向にありますが、引き続き、「内子町職員の勤務時間、休暇等に関

する条例施行規則」等の遵守、特定の職員に過重な負担とならないよう必要に応じ、担当者
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相互の事務支援や事務分担の見直し、職員が一人で悩むことがないような風通しの良い職

場環境の醸成に努めていただきたいと思います。 

また、複数の職員が体調を崩し、メンタル不調で病気休暇取得や病気休職となっています。

専門家と連携して職場復帰に向けてサポートするとともに、原因解明を行い、同様の事象の

未然防止に努めていただきたいと思います。職員は組織の財産であり、健康管理は各人の自

己管理が重要であることは言うまでもありませんが、管理者の重要な責務の一つでもあり

ます。 

３３ページ。（２）今回の審査においても職員の不注意による公用車の損傷案件が多数確

認されました。ここ５年間ではワーストの状況で、中には同一職員が複数回事故したり、同

じ部署で複数回事故している部署が複数あるなど、注意喚起が浸透しているとは言い難い

現状です。公用車ごとの管理台帳を整備し、すでに職員への注意喚起はなされていますが、

物品の調達費や修繕費の財源は税金であることを常に認識の上、職員へ注意喚起を徹底し、

再発防止に努めていただきたいと思います。結果につながる注意喚起をしていただきたい

と思います。 

各種事務の処理に当たっては、事務処理手順の遵守と管理者の事務管理を徹底願います。

不適切事例が発生するとその処理に多大な事務量が必要となり、結果として事務量増加や

行政への信頼を損なうことに繋がります。引き続き、基本に忠実な事務処理に取り組んでい

ただきたいと思います。本年４月から適正な事務処理確保のため内部統制の運用を開始し

ており、これは、これまで監査・検査・審査において指導してきたことに対する対応であり、

高く評価できます。今後も必要に応じて評価リスクの見直しを行うなど、効果的なものとな

るよう取り組んでいただきたいと思います。 

 最後に、内子町の財政は令和４年度健全化判断比率及び資金不足比率審査意見書のとお

り健全財政ですが、過疎化と人口減少、少子高齢化の進行など、厳しい地域環境の中で、自

主財源である町税等の増加は見通しにくく、従来どおりの予算規模の維持は年々難しくな

ってきています。加えて、地球温暖化に伴い多発する自然災害・予想される地震への対策な

ど、厳しい地域の現状が続くと思われます。 

今後も引き続き、これまで同様に補助金制度の積極的な活用、基金の適正な積立と活用、

必要不可欠な事業の選択、適時適切な予算配分と実施に努められることを願い、決算審査報

告といたします。 

○議長（久保美博君） 「議認第７号」から「議認第１２号」までの令和５年度各会計歳入

歳出決算の認定について、その説明と報告が終わりました。 

 これより質疑に入ります。質疑はありませんか。ありませんので、これにて質疑を終結し

ます。 

 それでは、お諮りします。「議認第７号」から「議認第１２号」までの決算の認定の件は、

予算決算常任委員会に付託することにしたいと思います。これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし。」の声あり〕 
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○議長（久保美博君） ご異議なしと認めます。よって、「議認第７号」から「議認第１２

号」の決算認定６件は予算決算常任委員会に付託することに決定いたしました。 

 ここで、暫時休憩いたします。午後１時から再開いたします。 

 

午前 １１時 ５６分 休憩 

 

午後  １時 ００分 再開 

 

○議長（久保美博君） 休憩前に続き、会議を開きます。 

 

日程第 １８ 議案第７０号 令和４年度内子町水道事業会計剰余金の処分について 

日程第 １９ 議認第１３号 令和４年度内子町水道事業会計決算の認定について 

○議長（久保美博君） 「日程第１８ 議案第７０号 令和４年度内子町水道事業会計剰余

金の処分について」及び「日程第１９ 議認第１３号 令和４年度内子町水道事業会計決算

の認定について」、以上の２件を一括議題とします。本案について説明を求めます。 

○町長（小野植正久君） 議長。 

○議長（久保美博君） 小野植町長。 

〔小野植正久町長登壇〕 

○町長（小野植正久君） 「議案第７０号 令和４年度内子町水道事業会計剰余金の処分に

ついて」、「議認第１３号 令和４年度内子町水道事業会計決算の認定」につきましては、そ

の内容を建設デザイン課長に説明いたさせますので、よろしくご審議の上、ご決定、ご認定

賜りますようお願い申し上げます。 

○建設デザイン課長（谷岡祐二君） 議長。 

○議長（久保美博君） 谷岡建設デザイン課長。 

〔谷岡祐二建設デザイン課長登壇〕 

○建設デザイン課長（谷岡祐二君） 「議案第７０号 令和４年度内子町水道事業会計剰余

金の処分について」、「議認第１３号 令和４年度内子町水道事業会計決算の認定」につきま

しては、関連がございますので一括して説明をさせていただきます。 

それでは、資料１、議案書の２５ページをお開きください。令和４年度内子町水道事業会

計で利益剰余金が生じましたので、その処分につきまして、地方公営企業法第３２条第２項

の規定により、議会の議決を求めるものでございます。 

次の２６ページに、処分計算書を記載しております。未処分利益剰余金６，３５７万２，

００１円を処分額といたしまして、その処分先でございますが、企業債の償還にあてる目的

の減債積立金に５，３５７万２，００１円、建設改良積立金に１，０００万円をそれぞれ積

み立てまして、処分するものでございます。 
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次に２７ページをお開きください。「議認第１３号 令和４年度内子町水道事業会計決算

の認定について」ご説明いたします。資料６の令和４年度内子町水道事業会計決算書の２ペ

ージをお開き下さい。 

収益的収入及び支出でございます。まず収入でございますが、１款の事業収益決算額が４

億３，３１６万２，４４６円となっております。内訳といたしまして、１項の営業収益は、

２億７，４１１万５，００６円で給水収益等でございます。２項の営業外収益は、一般会計

補助金、雑収入等で１億５，９０４万７，４４０円となっております。 

次に３ページをお開きください。支出でございますが、２款の水道事業費用決算額が３億

６，３６２万９，９７４円となっております。内訳といたしまして、１項の営業費用は３億

１，８９２万８，８４４円で、２項の営業外費用は４，４７０万１，１３０円でございます。 

続きまして、４ページをお開きください。資本的収入及び支出でございます。 

まず収入でございますが、３款資本的収入決算額は、総額で３億５，１１１万９，３１５

円でございます。内訳につきましては、記載のとおりでございます。 

続きまして、５ページをお開きください。支出でございます。４款資本的支出決算額は、

総額で２億６，１７４万３，８０５円となっております。内訳といたしましては、１項の建

設改良費は１億１，３０７万６，９７０円で、２項の企業債償還金は１億４，８６６万６，

８３５円でございます。 

続きまして、７ページをお開きください。損益計算書です。 

まず営業収益でございますが、給水収益から加入金まで合わせまして２億４，９２２万５，

５０５円でございます。 

次に営業費用でございますが、原水及び浄水費からその他の営業費用まで合計で３億１，

０１９万５，７８６円でございます。営業収益から営業費用を差し引きました営業損失は、

６，０９７万２８１円となっております。続きまして、営業外収益は、受取利息及び配当金

から雑収益までの合計で１億５，９０４万９，５７２円でございます。営業外費用が３，４

５０万７，２９０円となっており、このことによります経常利益は、６，３５７万２，００

１円となっております。今年度は特別損失の計上はありませんので、同金額が令和４年度未

処分利益剰余金であり、６，３５７万２，００１円となります。この剰余金処分につきまし

ては、「議案第７０号」でご説明いたしましたように、内子町水道事業の利益及び資本剰余

金の処分等に関する条例第２条第１項のとおり処分するものでございます。 

資料８ページから９ページには剰余金計算書を、１０ページには剰余金処分計算書の案

を記載しておりますので、お目通しをお願いいたします。 

１１ページから１３ページには内子町水道事業貸借対照表を記載しており、１６ページ

にはキャッシュ・フロー計算書を、１７ページ以降には、事業報告などの関連資料を記載し

ておりますので、ご参照ください。 

以上、簡単ではございますが、「議案第７０号 令和４年度内子町水道事業会計剰余金の

処分について」及び「議認第１３号 令和４年度内子町水道事業会計決算の認定について」
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の説明とさせていただきます。よろしくご審議の上、ご決定、ご認定賜りますようにお願い

いたします。 

○議長（久保美博君） 監査委員から審査意見書が提出されておりますので、報告を求めま

す。 

○代表監査委員（赤穂英一君） 議長。 

○議長（久保美博君） 赤穂英一代表監査委員。 

〔赤穂英一代表監査委員登壇〕 

○代表監査委員（赤穂英一君） ご報告申し上げます。議案書番号８番、令和４年度内子町

公営企業会計決算審査意見書の３ページをご覧ください。 

 地方公営企業法第３０条第２項に基づき、令和４年度内子町公営企業会計決算審査は、代

表監査委員の私、赤穂と菊地監査委員及び監査員事務局により内子町監査基準に基づき担

当部署から提出された決算報告書等の審査、関係職員からの聴取、さらに財務監査や例月現

金出納検査における指導事項等への対応状況の確認も含めて実施いたしました。その結果、

４．審査の結果の通り、審査に付された決算報告書、財務諸表、事業報告書及び附属明細書

は関係法令に準拠して作成され、計数は関係諸帳簿等と符合し正確であり、当事業の経営成

績及び財政状態を適正に表示しているものと認めました。また、運営状況についても、地方

公営企業法の趣旨にそって経済性を発揮するとともに、公共の福祉を増進するよう効率的

な運営がなされているものと認めました。 

一方で、多くの課題も考えられる中、解決に向けて引き続き取り組んでいただきたいと思

います。 

１４ページをご覧ください。水道事業についての意見を申し上げます。 

まず１点目、経営状況についてです。平成２８年４月１日付で全ての簡易水道事業と統合

して７年目の経営状況であり、損益計算書では、水道事業の正常な収益力を示す経常利益は

６，３５７万２，００１円。当年度未処分利益剰余金は６，３５７万２，００１円となって

おります。また、経営の健全性を示す経常収支比率は１１８．４４％であり、健全財政の水

準とされる１００％を上回っています。 

一方、料金水準の妥当性を示す料金回収率は９４．２０％であり、必要とされる１００％

を下回っております。 

次に、財政状態についてです。財政の状態を示す貸借対照表による財政比率は、次のとお

りで良好です。 

固定資産対長期資本比率。事業の固定的・長期安定性を見る指標ですが、１００％以下が

望ましく、８６．２２%となっています。 

流動比率。１年以内に返済すべき流動負債をどの程度返済可能かを見る指標ですが、最低

でも１００％以上が必要で、６４２.８７％となっています。 

自己資本構成比率。総資本に占める自己資本の割合を見る指標ですが、比率は高いほど良

く、６７．６６％となっています。 
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負債比率。企業の健全性を見る指標ですが、１００％以下が望ましく、４７．８０％とな

っています。 

次に、工事請負契約及び業務委託契約について。工事請負、委託業務の契約にあたっては、

競争原理を生かした経済性のある適正な入札契約等が行われていました。一部において変

更契約が確認されましたが、適正に行われていました。引き続き、事前に目視でき予測でき

る場合や関連する設備の経過年数の確認、関連する事業の必要な事前調整、各種配管ルート

の事前確認など、充分な調査と準備により適正な執行に努めていただきたいと思います。 

 ４番の資金運用については、記載の通りであります。 

５番、今後の経営についてですが、人口減少に伴い料金収入の伸び悩みが予想される中、

簡易水道事業との統合で施設の老朽化等による修繕及び更新、耐震化、水道料金の適正化等、

多くの課題が考えられます。特に近年、有収率の低下が懸念される中、令和４年度は有収率

が８２．３６％と前年度に比べ１．６０％改善し、類似団体全国平均を上回る状況となって

います。送水・配水管の老朽化による漏水が一つの原因と考えられ、計画的に漏水調査を実

施し早期対応を行い、安定した給水のため漏水件数を減らす努力を行ってきた効果が表れ

てきています。引き続き効果的な取り組みに努めていただきたいと思います。 

また、施設及び配管等の更新にあたっては、令和２年３月末に完了した耐震化計画等策定

業務委託及び内子町水道事業経営戦略策定支援業務委託の結果を踏まえた内子町水道施設

耐震化計画及び内子町水道ビジョン・経営戦略に基づいて計画的に実施願います。 

引き続き、長期的な展望に立って各種の課題解決に取り組み、統合の目的である広域的受

益の均衡化、経営の効率化と基盤の強化を図り、安心で安全な水道水の安定供給に一層努め

られることを願い、決算審査報告といたします。 

○議長（久保美博君） 「議案第７０号」及び「議認第１３号」の説明と報告が終わりまし

た。 

これより質疑に入ります。質疑はありませんか。ありませんので、これにて質疑を終結し

ます。 

それでは、お諮りします。「議案第７０号」及び「「議認第１３号」の２件は、予算決算常

任委員会に付託することにしたいと思います。これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし。」の声あり〕 

○議長（久保美博君） ご異議なしと認めます。よって、「議案第７０号」及び「議認第１

３号」の２件は、予算決算常任委員会に付託することに決定いたしました。 

 

 

日程第 ２０ 議案第７１号 令和４年度内子町下水道事業会計剰余金の処分について 

日程第 ２１ 議認第１４号 令和４年度内子町下水道事業会計決算の認定について 

○議長（久保美博君） 「日程第２０ 議案第７１号 令和４年度内子町下水道事業会計

剰余金の処分について」及び「日程第２１ 議認第１４号 令和４年度内子町下水道事業
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会計決算の認定について」以上の２件を一括審議とします。本案について説明を求めま

す。 

○町長（小野植正久君） 議長。 

○議長（小野植正久君） 小野植町長。 

〔小野植正久町長登壇〕 

○町長（小野植正久君） 「議案第７１号 令和４年度内子町下水道事業会計剰余金の処分

について」、「議認第１４号 令和４年度内子町下水道事業会計決算の認定」につきましては、

その内容を建設デザイン課長に説明いたさせますので、よろしくご審議の上、ご決定、ご認

定賜りますようお願い申し上げます。 

○建設デザイン課長（谷岡祐二君） 議長。 

○議長（久保美博君） 谷岡建設デザイン課長。 

〔谷岡祐二建設デザイン課長登壇〕 

○建設デザイン課長（谷岡祐二君） 「議案第７１号 令和４年度内子町下水道事業会計剰

余金の処分について」、「議認第１４号 令和４年度内子町下水道事業会計決算の認定」につ

きましては、関連がございますので一括して説明をさせていただきます。  

それでは、資料１、議案書の２８ページをお開きください。令和４年度内子町下水道事業

会計で利益剰余金が生じましたので、その処分につきまして、地方公営企業法第３２条第２

項の規定より議会の議決を求めるものでございます。 

次の２９ページに処分計算書を記載しております。未処分利益剰余金５４万８，４６５円

を処分額といたしまして、その処分先でございますが、企業債の償還にあてる目的の減債積

立金に５４万８，４６５円を積み立てまして、処分するものでございます。 

次に、３０ページをお開きください。「議認第１４号 令和４年度内子町下水道事業会計

決算の認定について」ご説明いたします。資料６の令和４年度内子町下水道事業会計決算書

の２ページをお開きください。 

収益的収入及び支出でございます。まず収入でございますが、１款の事業収益決算額が２

億９，５６９万６，１３２円となっております。内訳といたしまして、１項の営業収益は７，

８４１万５，０８９円で下水道使用料でございます。２項の営業外収益は、一般会計補助金、

国庫補助金等で２億１，７２８万１，０４３円となっております。  

次に３ページをお開きください。支出でございますが、２款の下水道事業費用決算額が２

億９，３６５万５，８５０円となっております。内訳といたしまして、１項の営業費用は２

億７，４５０万１，７８５円で、主なものとしましては、処理場費、減価償却費でございま

す。２項の営業外費用は１，９１５万４，０６５円となっており、主に企業債利息でござい

ます。 

続きまして、４ページをお開きください。資本的収入及び支出でございます。 

まず収入でございますが、３款資本的収入決算額は、総額で１億１，７１１万７，５００

円でございます。内訳につきましては、記載のとおりでございます。 



                        令和５年９月第１３６回内子町議会定例会 

33 

 

続きまして、５ページをお開きください。支出でございます。４款資本的支出決算額は、

総額で１億７，３５８万６，８３８円となっており、主なものとしましては、第２項の企業

債償還金でございます。資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額５，６４８万４，３

３８円につきまして、過年度分損益勘定留保資金等で補填しております。詳細につきまして

は、次の６ページに記載しておりますのでお目通しをお願いします。 

続きまして、７ページをお開きください。損益計算書です。 

まず営業収益でございますが、下水道使用料、その他営業収益を合わせまして７，１２９

万５，３９８円でございます。 

次に営業費用でございますが、管渠費からその他の営業費用まで合計で２億６，２７１万

５，５６４円でございます。営業収益から営業費用を差し引きました営業損失は１億９，１

４２万１６６円となっております。 

続きまして、営業外収益は、他会計補助金から雑収益までの合計で２億１，５８４万８，

８３６円でございます。営業外費用が２，３８８万２０５円となっており、このことにより

ます経常利益は５４万８，４６５円となっております。 

今年度は特別損失の計上はありませんので、同金額が令和４年度未処分利益剰余金であ

り５４万８，４６５円となります。この剰余金処分につきましては、「議案第７１号」でご

説明いたしましたように、内子町下水道事業の利益及び資本剰余金の処分等に関する条例

第２条第１項のとおり処分するものでございます。  

資料の８ページ、９ページには剰余金計算書を、１０ページには、剰余金処分計算書の案

を記載しておりますのでお目通しをお願いいたします。 

１１ページから１３ページには内子町下水道事業貸借対照表、１６ページにはキャッシ

ュ・フロー計算書、１７ページ以降には事業報告などの関連資料を記載しておりますので、

ご参照ください。 

以上、簡単ではございますが、「議案第７１号 令和４年度内子町下水道事業会計剰余金

の処分について」及び「議認第１４号 令和４年度内子町下水道事業会計決算の認定につい

て」の説明とさせていただきます。よろしくご審議の上、ご決定、ご認定賜りますようお願

いいたします。 

○議長（久保美博君） 監査委員から審査意見書が提出されておりますので、報告を求めま

す。 

○代表監査委員（赤穂英一君） 議長。 

○議長（久保美博君） 赤穂英一代表監査委員。 

〔赤穂英一代表監査委員登壇〕 

○代表監査委員（赤穂英一君） ご報告申し上げます。議案書番号８番、令和４年度内子町

公営企業会計決算審査意見書の３ページをご覧ください。 

 ４．審査の結果の通り、審査に付された決算報告書、財務諸表、事業報告書及び附属明細

書は関係法令に準拠して作成され、計数は関係諸帳簿等と符合し正確であり、当事業の経営 
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成績及び財政状態を適正に表示しているものと認めました。また、運営状況についても地方

公営企業法の趣旨にそって経済性を発揮するとともに、公共の福祉を増進するよう効率的

な運営がなされているものと認めました。 

一方で、多くの課題も考えられる中、解決に向けて引き続き取り組んでいただきたいと思

います。 

２８ページをご覧ください。下水道事業について意見を申し上げます。 

１．経営状況について。平成２９年４月１日から地方公営企業法を適用して地方公営企業に

移行し、経営状況の明確化・適切な施設管理など効率的な事業運営を目指すとともに使用料

金の改定を行っています。移行６年目の経営状況は、損益計算書で見ると、下水道事業の経

常利益は５４万８，４６５円、当年度未処分利益剰余金は５４万８，４６５円となっていま

す。 

また、経営の健全性を示す経常収支比率は１００．１９％であり、健全経営の水準とされ

る１００％を上回っており一般的に安定していると言えますが、経費の大半を料金収入以

外の収入、一般会計補助金で賄っている状況です。特に、令和４年度においては 1億２，３

７３万２，０００円の繰入金の内、５，７６１万６，０００円が基準外繰入金となっており、

基準外の繰入を可能な限り抑制していく必要があります。 

加えて、料金水準の妥当性を示す経費回収率は４８．８４％と前年度に比べ２３．２６％

も減少しており、必要とされる１００％に比べ大幅に低調な状況です。 

財政状態について、固定資産対長期資本比率は、１０１．４３%となっています。 

流動比率は、６０．４５％となっています。    

自己資本構成比率は、７７．９８％となっています。 

負債比率は、２８．２４％となっています。 

資本的収入及び支出における不足額の取扱いについて。資本的収入額が資本的支出額に

対して５，６４８万４，３３８円の不足額が生じています。この不足額は、過年度分損益勘

定留保資金５，２２７万６，８９５円。当年度分損益勘定留保資金４０８万７，４１２円。

前年度からの繰越工事資金６万５，０００円、当年度消費税等資本収支調整額５万５，０３

１円で適正に補てん処理が行われています。 

２９ページ。工事請負契約及び業務委託契約については、記載の通りです。    

今後の経営について。人口減少に伴い下水道使用料収入の伸び悩みが予想される中、８９．

１０％に止まっている接続率のアップ、施設利用率を参考とした施設の適正規模の在り方

の検討、施設の老朽化を見据えた長寿命化対策・耐震化対策、汚水処理費の低減化、使用料

金の適正化等、多くの課題が考えられます。特に、経費回収率は近年極めて低調な状況に転

じており、これは全国における類似団体や愛媛県内の団体と比較しても、非常に低調な状況

です。下水道への接続や使用料金の適正化を含め、安定した下水道事業経営のため改善に取

り組む必要があります。加えて、施設利用率については、例年３０％前半と類似団体の平均

値約５０％を下回っており処理能力に余裕がある現状であり、今後、大きな水量増加は見込
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めないため、施設の更新等計画では過大施設とならないよう慎重に検討していく必要があ

ります。運用経費についても更なる効率化を検討していく必要があります。令和２年３月末

に完了した内子町下水道事業経営戦略策定支援業務委託の結果、令和３年３月末に完了し

た内子町公共下水道内子町浄化センター他再構築基本計画及び令和５年３月末に完了した

内子町公共下水道使用料算定支援業務委託の結果を踏まえ、引き続き、長期的な展望に立っ

て各種の課題解決に取り組み、安定的なサービスの提供、維持可能な下水道事業の経営の効

率化を図るため一層努められることを願い、決算審査報告といたします。 

○議長（久保美博君） 「議案第７１号 令和４年度内子町下水道事業会計剰余金の処分に

ついて」及び「議認第１４号 令和４年度内子町下水道事業会計決算の認定について」、説

明と報告が終わりました。 

 これより、質疑に入ります。質疑はありませんか。ありませんので、これにて質疑を終結

します。 

 それでは、お諮りします。「議案第７１号」及び「議認第１４号」の２件は、予算決算常

任委員会に付託することにしたいと思います。これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし。」の声あり〕 

○議長（久保美博君） ご異議なしと認めます。よって、「議案第７１号」及び「議認第１

４号」の２件は、予算決算常任委員会に委託することに決定いたしました。 

 

日程第 ２２ 議案第７２号 内子町下水道条例の一部を改正する条例について 

○議長（久保美博君） 「日程第２２ 議案第７２号 内子町下水道条例の一部を改正する

条例について」を議題とします。提案理由の説明を求めます。 

○町長（小野植正久君） 議長。 

○議長（久保美博君） 小野植町長。 

〔小野植正久町長登壇〕 

○議長（小野植正久君） 「議案第７２号 内子町下水道条例の一部を改正する条例」につ

きましては、下水道事業における独立採算に基づく健全な経営、及び今後の計画的な施設更

新を進める上で必要となる財源確保のため下水道使用料の改定が必要であることから、条

例の一部を改正するものでございます。その内容につきましては、建設デザイン課長に説明

いたさせますので、よろしくご審議の上、ご決定賜りますようお願いいたします。 

○建設デザイン課長（谷岡祐二君） 議長。 

○議長（久保美博君） 谷岡建設デザイン課長。 

〔谷岡祐二建設デザイン課長登壇〕 

○谷岡建設デザイン課長（谷岡祐二君） それでは「議案第７２号 内子町下水道条例の一

部を改正する条例について」ご説明申し上げます。 

資料１の議案書３１ページをお開きください。提案理由でございますが、下水道事業の独

立採算に基づく健全な経営及び今後の計画的な施設更新を進めるうえで必要となる財源確
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保のために下水道使用料の改定が必要であることから、内子町下水道条例の一部を改正す

るものでございます。 

次の３２ページが改正条例案でございます。改正内容につきましては、資料１０の議案説

明資料にて説明させていただきます。 

３ページの新旧対照表をお開きください。右側の表が現行の１ヶ月あたりの使用料で左

側の表が改定後の１ヶ月あたりの使用料でございます。第１６条第１項の表中、一般汚水の

基本料金及びそれぞれ超過料金の１㎥あたりの単価について、現行の右、表中の金額から、

左の表中の金額に改めるものでございます。 

本年６月の内子町下水道運営審議会の答申を受け、改定率といたしましては、平均約２

０％の増額改定でございます。 

また、附則において、この条例は令和６年４月１日より施行する事といたしております。

以上、簡単ではございますが、「議案第７２号 内子町下水道条例の一部を改正する条例 

について」のご説明とさせていただきます。よろしくご審議の上、ご決定賜りますようお願

いいたします。 

○議長（久保美博君） これより質疑に入ります。 

○６番（森永和夫君） 議長。 

○議長（久保美博君） 森永和夫議員。 

○６番（森永和夫君） この条例案ですけども、これ現在、下水道を利用されておる皆さん

方には、事前の説明等はやられておるのかどうか。まず伺います。 

○建設デザイン課長（谷岡祐二君） 議長。 

○議長（久保美博君） 谷岡建設デザイン課長。 

○建設デザイン課長（谷岡祐二君） 利用者の皆様に対して事前説明というのは、まだ行っ

ておりません。 

○６番（森永和夫君） 議長。 

○議長（久保美博君） 森永和夫議員。 

○６番（森永和夫君） 今は、ご承知のように何もかも物価高騰してですね、ガソリン代に

しても電気代にしても、いろんな生活必需品といいますか、食料品等の物価も上がっておる

中で、町民の皆さんは本当に苦しい生活を余儀なくされていると思うんですけども。そうい

った中でのこの料金値上げということでありますけれども、これ町長、そういったことへの

考慮というのはなされておるのかどうか。これもう、この問題は以前から監査委員さんの方

からも指摘をされてきた懸案事項ですけれども、今この時点でやる理由というのは私には

理解できないと言いますか。上げるにしても、そういった物価高騰の状況を考えた上でので

すね、実施時期というのは、選択の余地があるかと思うんですけれども、ちょっとこの点に

ついていかがでしょうか。 

○町長（小野植正久君） 議長。 

○議長（久保美博君） 小野植町長。 
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○町長（小野植町長） ただ今のご質問でございますけれども、毎年、ここ経営状況、維持

管理費が賄えないという状況が続いております。そういう中で、コロナ禍ということでです

ね、その中では料金を上げることは、ちょっとそれはできないだろうということでですね、

現在まで延ばさせていただきました。確かにですね、現在も物価高、そういう状況ではござ

いますけれども、やっぱりそこに税金を投入するということがどんどん続いてきておりま

すので、やっぱりそれについてはですね、受益者の方にもご理解をいただいて負担をしてい

ただくというのがですね、公平ではないかということで今回提案をさせていただいており

ます。また、物価高に関しましてはですね、また９月から発送をさせていただきますけれど

も、１人あたり１万円の物価高対策というような商品券の配布も考えておりますので、そう

いったところでもですね、対応いただければいいのかなというふうに思っております。ご理

解をよろしくお願いいたします。 

○議長（久保美博君） 他、質疑はありませんか。 

○３番（関根律之君） 議長。 

○議長（久保美博君） 関根律之議員。 

○３番（関根律之君） これはやっぱり２割の値上げという、料金の非常に大きいことだと

思うんですけれども、特にですね、低所得者対策ということを考えられたのかどうか。低所

得者に対して、コロナの間、いろいろ給付金なども出ましたけれども、内子町の全世帯のう

ちの住民税非課税世帯は約３分の１にあたると思うんです。そういう方たちは、下水道って

いうのは本当に生活インフラですから、我慢してどうにか使わないようにするということ

は非常に難しいことだと思うんですよね。電気代とかガスとかっていうのは、ある程度、そ

ういうことができるかもしれないですけれども、下水道、上水道っていうのはもう生活必需

品なので、これを抑えるっていうことはなかなか無理だと、難しいと思うんですよね。なの

で低所得者、住民税非課税世帯とかそういうところだけでも何か手当てするようなことは

考えられたのか。 

またですね、あとこれ事業者っていうのも恐らく入っているんじゃないかと思っている

んですけれども、事業者の割合、料金収入の中の割合が何割ぐらいかとか。まあ事業者だけ

値上げするとか、そういったことは考えられなかったのか。以上、２点伺います。 

○町長（小野植正久君） 議長。 

○議長（久保美博君） 小野植町長。 

○町長（小野植正久君） ただ今のご質問でございますけれども、この下水道の使用料金の

体系でですね、全てをカバーするというのは、これは難しいと思います。そういう意味でで

すね、物価高対策、原油高対策については、低所得者については３万円の給付ですかね。こ

ういった制度は今までも実施してきております。いろんな制度の中でですね、やっていかな

いとですね、料金収入の体系の中でですね、そういうことをやっていくというのはですね、

私はちょっと違うのかなというふうに思っております。そういう意味で今回、それについて

は一律で提示をさせていただいたということでございます。 
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 それから事業者についてはですね、料金体系がですね、当然、水道によって下水道料金も

料金体系ができておりますので。流す量によってですね。それが当然、多く使う方について

は多く、累進制のような形でですね、多くその分負担していただくという料金体系になって

おりますので、ご理解いただけたらと思います。 

○３番（関根律之君） 議長。 

○議長（久保美博君） 関根律之議員。 

○３番（関根律之君） ２番目の質問なんですけど、私の意図が伝わっていないような気が

するんですけど、料金収入のうちの事業者が支払った分、事業者から収入を得た分と個人、

住民から得た分というのは分けられるんじゃないかと思うんですけれども、そういう分け

方っていうのはされているんでしょうか。今、数字が分からなかったら今じゃなくていいん

ですけど。もう一度伺います。 

○議長（久保美博君） 関根議員。もう一度、説明の内容を説明してください。 

○３番（関根律之君） はい、議長。下水道のエリアっていうのが、内子の地域、商店街と

かあると思うんですけど、その中で例えばお肉屋さんというのが食品加工業として下水道

を利用されると思うんですよね。一方で、住民の住まわれているお宅から出る下水道とある

と思うんですけど、その契約として事業者としての契約というのはあるのか。個人と、そう

いう収入別で分け方っていうのはできるのかどうかということを伺ったわけです。 

○上下水道対策班長（稲田彰二君） 議長。 

○議長（久保美博君） 稲田上下水道対策班長。 

○上下水道対策班長（稲田彰二君） 失礼します。関根議員さんのご質問にお答えいたしま

す。業者につきましては、湯屋料という料金設定があるだけでございますので、あとはお店

とかそういった、家庭用とかは関係なく料金の設定が上がっております。水道は上がりませ

んけど。分けておりませんので、あくまでも出された下水に対する使用料というふうになっ

ておりますので。 

〔建設デザイン課協議〕 

○議長（久保美博君） 今の説明について、再度説明する必要はありますか。 

○３番（関根律之君） 議長。 

○議長（久保美博君） 関根議員。２回いきましたけど、できない。 

 はい。関根律之議員。 

○３番（関根律之君） そういう分け方での統計はないということでよろしいですか。その

事業者だけの収入がいくらになっている。住民としての収入がいくらになっているってい

う分け方はできないということの理解でよろしいでしょうか。 

○建設デザイン課長（谷岡祐二君） 議長。 

○議長（久保美博君） 谷岡建設デザイン課長。 

○建設デザイン課長（谷岡祐二君） 現在のですね、徴収につきましては、あくまでも使用

料ということで一般家庭、企業含めて使用料としての請求という体系になっておりますの



                        令和５年９月第１３６回内子町議会定例会 

39 

 

で、企業様と一般の住民の利用者様との区分けといいますか。そういうものはしていないと

いうような状況でございます。 

○議長（久保美博君） その他、質疑はありませんか。ありませんので、これにて質疑を終

結します。 

 お諮りします。「議案第７２号」は産業建設厚生常任委員会に付託することにしたいと思

います。これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし。」の声あり〕 

○議長（久保美博君） ご異議なしと認めます。よって、「議案第７２号」は産業建設厚生

常任委員会に付託することに決定いたしました。 

 

 

日程第 ２３ 議案第７３号 内子町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基

準を定める条例の一部を改正する条例について 

○議長（久保美博君） 「日程第２３ 議案第７３号 内子町放課後児童健全育成事業の設

置及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について」を議題とします。提

案理由の説明を求めます。 

○町長（小野植正久君） 議長。 

○議長（久保美博君） 小野植町長。 

〔小野植正久町長登壇〕 

○町長（小野植正久君） 「議案第７３号 内子町放課後児童健全育成事業の設置及び運営

に関する基準を定める条例の一部を改正する条例」につきましては、放課後児童健全育成事

業の実施についての通知に伴い、事業の内容が改正されたことにより条例の一部を改正す

るものでございます。その内容につきましては、こども支援課長に説明いたさせますので、

よろしくご審議の上ご決定賜りますようお願いいたします。 

○こども支援課長（山本勝利君） 議長。 

○議長（久保美博君） 山本こども支援課長。 

〔山本勝利こども支援課長登壇〕 

○こども支援課長（山本勝利君） それでは、「議案第７３号 内子町放課後児童健全育成

事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について」ご説明申

し上げます。 

議案書１の３３ページをお開きください。本条例の改正提案理由でございますが、放課後

児童健全育成事業の実施について、これ令和５年こども家庭庁育成局の通知に伴いまして、

内子町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正す

るものでございます。 

詳細につきましては、議案説明資料１０の４ページにより説明をさせていただきます。 
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説明資料の４ページをお開きください。放課後児童健全育成事業を行うにあたりまして

は、支援の単位ごとに放課後児童支援員をおくこととされております。この放課後児童支援

員は、保育士や社会福祉士、教員の免許状等を有する者であれば、県の行います研修を受講

し修了すれば支援員になることができます。 

今回の条例改正は、放課後児童支援員の資格要件にかかるもので、附則第２条に規定され

ております「職員に関する経過措置」について改正するものでございます。 

内容ですが、新たに異動等で放課後児童クラブにおいて勤務することとなった保育士等

の資格を有する者は、４月１日時点では指導員になる要件・資格は有しておりますが、例年

１０月から１１月ごろに行われます県が実施いたします研修を受講し修了しておりません

ので、支援員としての資格は有さないということになります。 

しかし、この附則第２条にあります「令和５年３月３１日までの間、第１０条第３項の規

定の適用については、同項中、これは「この研修を受講し修了したもの」というふうに読み

替えますが、「修了したもの」、「令和５年３月３１日までに修了することを予定している者

を含むとする」として、４月１日には指導員の資格は有していなくても、研修を受講し修了

を予定しておれば、指導員とすることができるとした規定でありました。 

しかし、現行の条例では、令和４年度末をもって失効する規定でありますので、改正後の

条例では、その期間を「当分の間」とすることとし、また、研修の期間を「業務に従事する

こととなった日から２年以内に研修を修了することを予定している者も含む」とする規定

に改正するものでございます。 

以上、「議案第７３号 内子町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定

める条例の一部を改正する条例について」の説明とさせていただきます。よろしくご審議の

上、ご決定賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（久保美博君） これより質疑に入ります。質疑はありませんか。ありませんので、

これにて質疑を終結します。 

 お諮りします。「議案第７３号」は産業建設厚生常任委員会に付託することにしたいと思

います。これにご異議はありませんか。 

〔「異議なし。」の声あり〕 

○議長（久保美博君） ご異議なしと認めます。よって、「議案第７３号」は産業建設厚生

常任委員会に付託することに決定いたしました。 

 

日程第 ２４ 議案第７４号 第４７号 令和５年度内子町クリーンセンター補修工事に

係る工事請負契約について 

○議長（久保美博君） 「日程第２４ 議案第７４号 第４７号 令和５年度内子町クリー

ンセンター補修工事に係る工事請負契約について」を議題とします。提案理由の説明を求め

ます。 

○町長（小野植正久君） 議長。 
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○議長（久保美博君） 小野植町長。 

〔小野植正久町長登壇〕 

○町長（小野植正久君） 「議案第７４号 第４７号 令和５年度内子町クリーンセンター

補修工事に係る工事請負契約」につきましては、見積もりを徴収し８月１０日に仮契約を締

結した工事請負契約について議会の議決を求めるものでございます。その内容につきまし

ては、環境政策室長に説明いたさせますので、よろしくご審議の上ご決定賜りますようお願

いいたします。 

○環境政策室長（髙嶋由久子君） 議長。 

○議長（久保美博君） 髙嶋環境政策室長。 

〔髙嶋由久子環境政策室長登壇〕 

○環境政策室長（髙嶋由久子君） それでは、「議案第７４号 第４７号 令和５年度内子

町クリーンセンター補修工事に係る工事請負契約について」説明をさせていただきます。 

 議案書は１の３５ページ。説明資料につきましては、資料１０の５ページ、６ページにな

ります。  

 まず、議案書にて説明させていただきます。契約の目的でございますが「第４７号 令和

５年度内子町クリーンセンター補修工事に係る工事請負」であり、契約の方法につきまして

は、随意契約でございます。 

 当該補修工事に関しましては、施設の設計・施工業者である荏原環境プラント株式会社の

専門的知識と技術力を必要とすることから地方自治法施行令第１６７条の２、第１項、第２

号の規定を適用し、随意契約とするものでございます。 

 契約金額は９，６８０万円で、設計金額に対する見積額は、率にして９５．２５％でござ

います。 

 契約の相手方は、大阪府大阪市北区堂島１丁目６番２０号、荏原環境プラント株式会社 

西日本支店支店長、山内秀洋でございます。 

 工期につきましては、議会の議決のあった日の翌日から令和６年３月２５日までの予定

でございます。 

 続いて、工事個所、概要について説明させていただきます。説明資料１０の５ページをご

覧ください。ただ今、図面の方を送らせていただきました。この図は、施設全体の流れを示

したフローシート上に今回の補修箇所を色付けしたものです。今回の工事箇所につきまし

ては、左下に記載がございます４件でございます。 

 工事概要につきまして、上より順にご説明申し上げます。 

①図の中央、上寄りに赤色で示しております燃焼用・白煙防止用空気予熱器の補修工事で

ございます。燃焼用空気予熱器及び白煙防止用空気予熱器は、排ガス中の熱を回収し、燃焼

または白煙防止に利用するための設備となってございます。 

 燃焼用空気予熱器は８段のブロック、白煙防止用空気予熱器は６段のブロックに分かれ、

それぞれのブロック中に数十本の伝熱管が通ってございます。伝熱管の内と外の温度差が
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大きいところでは腐食の進行が激しく、空気漏れが起きやすいため、４～５年のスパンで修

繕が必要となります。 

 今回、１号炉の燃焼用空気予熱器の上部３ブロック、及び白煙防止用空気予熱器の下部３

ブロックにつきまして伝熱管の腐食が進んでいるため、取替工事を行うものです。 

 続いて、図、中央下、左寄りにオレンジで示しております、②１号炉下コンベヤ取替工事

です。こちらは、焼却炉の下から排出されます落じん灰を搬送するもので、経年劣化により、

取替更新を行います。 

 ②の上、緑色で示しております、③１号炉乾燥帯炉下シュートダンパ取替工事と、図、中

央右寄りに黄色で示しております、④１号・２号炉減温塔下部シュートダンパの取替工事で

す。 

 ③は、焼却炉の床部分にありますストーカから落ちてくる焼却灰の受け皿となるシュー

トダンパ。④は、排ガスの温度を下げる減温塔内の範囲の受け皿となるシュートダンパとな

ります。いずれも内部の腐食が進行しており気密性を確保するため、今回、取替更新を行う

ものでございます。 

 なお、次のページ、６ページにつきましては断面配置図を記載しております。先程のフロ

ー図とは左右が逆になっており、建物の奥、東南側からみた断面図となっております。実際

の修繕個所をフローシート上と同じ配色で示しておりますので、お目通しいただければと

存じます。 

 以上、工事概要の説明とさせて頂きます。焼却炉につきましては、運用開始から２４年目

を迎えており、定期的な修繕が必要となっておりますが、安全で円滑な運転を行うため、補

修工事につきまして請負契約を行うものでございます。よろしくご審議の上、ご決定賜りま

すようお願い申し上げます。 

○議長（久保美博君） これより質疑に入ります。質疑はありませんか。 

〔「ありません。」の声あり〕 

○議長（久保美博君） ありませんので、これにて質疑を終結します。 

 お諮りします。「議案第７４号」は、産業建設厚生常任委員会に委託することにしたいと

思います。これに、ご異議ありませんか。 

〔「なし。」の声あり〕 

○議長（久保美博君） ご異議なしと認めます。よって「議案第７４号」は、産業建設厚生

常任委員会に付託することに決定いたしました。 

 ここで、暫時休憩します。午後２時１０分より再開いたします。 

 

午後  ２時 ００分 休憩 

 

午後  ２時 １０分 再開 
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○議長（久保美博君） 休憩前に続き、会議を開きます。 

 

日程第 ２５ 議案第７５号 令和５年度内子町一般会計補正予算（第８号）について 

日程第 ２６ 議案第７６号 令和５年度内子町介護保険事業特別会計補正予算（第３号）

について 

日程第 ２７ 議案第７７号 令和５年度内子町水道事業会計補正予算（第２号）につい

て 

 

○議長（久保美博君） 「日程第２５ 議案第７５号 令和５年度内子町一般会計補正予算

（第８号）について」、「日程第２６ 議案第７６号 令和５年度内子町介護保険事業特別会

計補正予算（第３号）について」、「日程第２７ 議案第７７号 令和５年度内子町水道事業

会計補正予算（第２号）について」を議題とします。提案理由の説明を求めます。 

○町長（小野植正久君） 議長。 

○議長（久保美博君） 小野植町長。 

〔小野植正久町長登壇〕 

○町長（小野植正久君） それでは、「議案第７５号 令和５年度内子町一般会計補正予算

（第８号）について」、「議案第７６号 令和５年度内子町介護保険事業特別会計補正予算

（第３号）について」、「議案第７７号 令和５年度内子町水道事業会計補正予算（第２号）

について」以上３件について、一括してご説明申し上げます。 

 議案書９、補正予算関係をお手元にご用意ください。 

 まず水色の仕切り、「議案第７５号 令和５年度内子町一般会計補正予算（第８号）につ

いて」ご説明いたします。予算書の１ページをお開きください。 

 「令和５年度内子町一般会計補正予算（第８号）」の補正につきましては、歳入歳出、そ

れぞれ２億７，４１５万７，０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を１１４億４，６５７

万４，０００円と定めるものでございます。前年度の補正後予算と比較して、９億８，４５

４万４，０００円、率にして９．４％の増額となっております。 

 １０ページの歳入歳出補正予算事項別明細書をお開きください。表中右側に「一般会計補

正予算（第８号）」の財源を示しておりますが、国県支出金１億７５２万８，０００円の増

額。地方債１億４，３４０万円の増額。その他特定財源５９０万円の減額。一般財源２，９

１２万９，０００円の増額となっております。 

 今回の補正は、まちづくりの柱である子育て支援、魅力ある風景や生活の基盤整備、防災

対策、これらを主要施策として予算化しております。 

主な内容でございますが、１４ページをお願いいたします。中段でございます。防災対策

として、２款１項１目一般管理費の２５節寄附金において、姉妹町村提携をしております沖

縄県宜野座村が台風６号の襲来により村内で数日間にわたる停電となるなど、様々な台風

被害が発生しておりますので、義援金１００万円をお届けしたいと思います。 
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 同ページ下段でございます。子育て支援の関連として、２款１項９目企画費において、結

婚に伴う新生活を経済的に支援し、地域における少子化対策の強化を図るため、結婚新生活

支援事業３７０万円を計上しております。財源は、愛媛人口減少対策総合交付金と一般財源

としております。 

 １６ページをお願いいたします。上段でございます。子育て支援として、３款２項２目保

育園費の１２節委託料、１４節工事費及び１７節備品購入費において、園児の登園管理や保

護者への報告等をＩＣＴ技術により円滑かつ効率的に行えるシステムを導入する経費２８

２万１，０００円を、また、内子町社会福祉協議会も同様のシステムを導入するにあたり、

１８節補助金において保育所等業務効率化推進事業費補助３１４万円を計上しております。

財源は、保育対策総合支援事業費補助金と一般財源としております。 

 １８ページをお願いいたします。中段でございます。魅力ある風景の生活の基盤整備とし

て、８款４項３目公園費において、「ねんりんピック愛顔のえひめ２０２３」を良好なグラ

ウンドコンディションで開催するため、内子運動公園野球場内野を整備する事業費９４万

６，０００円を計上しております。財源は一般財源としております。 

 ２０ページをお願いいたします。上段でございます。魅力ある風景の生活の基盤として、

１０款５項３目自治センター費の１４款工事費において、大瀬自治センターを解体し新築

するにあたり、自治センターの事務所を大瀬の米蔵に移転するための改修工事費９８７万

８，０００円。また、老朽化した臼杵自治会館講堂の解体工事費５８３万円など、合計１，

８４２万５，０００円を計上しております。財源は一般財源としております。 

 ２１ページをお願いいたします。中段から下段でございます。災害対策として、令和５年

６月から７月にかけての梅雨前線豪雨による災害復旧費として、１１款１項１目農業施設

災害復旧費において１億３０５万３，０００円。同じく２目林業施設災害復旧費において、

６５７万４，０００円。同じく２項１目公共土木施設災害復旧費において、８，６２０万円

を、それぞれ１４節工事請負費に計上しております。町民の皆さんが安心して生活できる環

境を少しでも早く取り戻せるように、復旧してまいります。財源は分担金、現年発生農業施

設災害復旧費補助金、現年発生公共土木施設災害復旧費国庫補助金、災害復旧事業債、一般

財源としております。 

 続きまして、ピンクの仕切り、「議案第７６号 令和５年度内子町介護保険事業特別会計

補正予算(第３号)」につきまして、ご説明いたします。 

 １ページをお願いいたします。「令和５年度内子町介護保険事業特別会計補正予算（第３

号）」の補正につきましては、歳入歳出それぞれ５，６５７万２，０００円を追加し、２９

億１，１９８万４，０００円と定めるものでございます。前年度の９月補正後予算と比較し

て、１億２，５０５万４，０００円。率にして４．５％の増額となっております。今回の補

正は、令和４年度実質収支額の確定による繰越金、５，６２４万９，０００円。一般会計か

らの繰入金、６，０００円。介護給付費負担金等３１万７，０００円を歳入予算計上し、歳

出見込み増により、高額医療合算介護予防サービス費５万円。令和４年度介護給付費国庫負
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担金確定による返還金、１，８５８万８，０００円。歳入歳出の調整として、予備費３，７

９３万４，０００円の歳出予算を計上しております。 

 最後に、黄色の仕切り、「議案第７７号 令和５年度内子町水道事業会計補正予算（第２

号）」につきましてご説明いたします。 

 １ページをお願いいたします。資本的支出の補正につきましては、鈴木配水池移設に伴う

地質調査及び測量設計委託として１，６２０万円を計上し、資本的支出の総額を５億９，９

１５万２，０００円としております。 

 以上、「議案第７５号 令和５年度内子町一般会計補正予算（第８号）」から「議案第７７

号 令和５年度内子町水道事業会計補正予算（第２号）」までの３件につきましてご説明い

たしました。よろしくご審議の上、ご決定賜りますようお願いいたします。 

○議長（久保美博君） これより質疑に入ります。質疑はありませんか。 

ありませんので、これにて質疑を終結します。 

お諮りします。「議案第７５号」から「議案第７７号」までの３議案は、予算決算常任委

員会に付託することにしたいと思います。これにご異議ありませんか。 

〔「なし。」の声あり〕 

○議長（久保美博君） ご異議なしと認めます。よって、「議案第７５号」から「議案第７

７号」までの３議案は、予算決算常任委員会に付託することに決定いたしました。 

 

 

日程第 ２８ 諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて 

日程第 ２９ 諮問第２号 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて 

日程第 ３０ 諮問第３号 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて 

 

○議長（久保美博君） 「日程第２８ 諮問第１号」から「日程第３０ 諮問第３号」まで

の「人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて」の３議案を一括議案とし

ます。提案者の説明を求めます。 

○町長（小野植正久君） 議長。 

○議長（久保美博君） 小野植町長。 

〔小野植正久町長登壇〕 

○町長（小野植正久君） 議案書１の３６ページをお開きください。「諮問第１号」から、

３８ページの「第３号」までの３件につきましては、いずれも令和５年１２月３１日で任期

満了を迎える人権擁護委員の後任候補者を推薦することにつき、人権擁護委員法第６条第

３項の規定により議会の意見を求めるものでございます。 

 「諮問第１号」につきましては、人権擁護委員である熊野千賀子氏を、引き続き人権擁護

委員候補者に推薦いたしたく、議会の意見を求めるものでございます。熊野氏は、昭和３２

年１１月１６日のお生まれで、内子町内子２６８９番地にお住まいでございます。幼稚園教
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員、保育士として長年、幼児教育に携わる一方で、人権・同和教育にも積極的に取り組まれ、

自己研鑽を怠らず、知識、指導力の向上に努められています。また現在は、大洲人権擁護委

員協議会の副会長を務められ、人権に関わる多様な問題の対応及び人権思想の高揚におい

て適任であり、人権擁護委員候補者として推薦いたしたく、議会の意見を求めるものでござ

います。 

 次に、３７ページをお願いいたします。「諮問第２号」につきましては、山上幸久氏の後

任として、宮野照三氏を推薦するものでございます。宮野氏は、昭和３０年４月２２日のお

生まれで、内子町宿間甲８９４番地３にお住まいでございます。内子町役場職員として五十

崎自治センター館長や総務課長を歴任され、人権・同和教育等に深く携わられ、地域住民の

多様な問題に関わられた経験から、人権に関する知識と教養を持ち備えておられます。また、

宿福自治会自治会長や社会福祉協議会幹事を務められるなど、地域住民からの信頼も厚く、

人権に関わる多様な問題への対応及び人権思想の高揚において適任であり、人権擁護委員

候補者として推薦いたしたく、議会の意見を求めるものでございます。 

 次に、３８ページをお願いいたします。「諮問第３号」につきましては、仲岡由紀子氏の

後任として、木村朋子氏を推薦するものです。木村氏は、昭和４８年３月２５日のお生まれ

で、内子町平岡甲２６番地１にお住まいでございます。木村氏は、ＰＴＡや交通安全協会の

役員のほかボランティア活動にも積極的に参加されており、自己研鑽を怠らず、地域のため

に献身的に活動をされておられます。また、令和元年１２月から主任児童委員を務められて

おり、高齢者や子どもに対する豊富な情報や知識等をお持ちで、人権に関わる多様な問題の

対応及び人権思想の高揚において適任であり、人権擁護委員候補者として推薦いたしたく、

議会の意見を求めるものでございます。 

 なお、任期は３名とも令和６年１月１日から令和８年１２月３１日までの３カ年でござ

います。よろしくご審議の上、ご同意賜りますようお願いいたします。 

○議長（久保美博君） これより質疑に入ります。質疑はありませんか。 

○３番（関根律之君） 議長。 

○議長（久保美博君） 関根律之議員。 

○３番（関根律之君） ちょっと今まであんまり聞いたことがなかったんですけど、この機

会にちょっと伺ってみたいと思います。任期が同じ時期に３人の方が来るということで、ま

あ３人の方が推薦されているということなんですけれども。この書き方によると、例えば、

山上幸久氏が任期満了となるため宮野氏がと１枚の中で書いてあるんですけど、考え方と

して３人の方が人権擁護委員の中で任期がくるので３人の方を推薦するということであれ

ば分かりやすいんですけど、この書き方だと、例えば、山上さんが任期満了となるので地域

での推薦とかいう形になっているのか、山上さんがこの方を推薦しているのか、その辺りが

ちょっと分からないんですけど、どういう推薦方法になっているのか。少し教えていただけ

ますか。 

○住民課長（上山淳一君） 議長。 
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○議長（久保美博君） 上山住民課長。 

○住民課長（上山淳一君） ただ今の質問にお答えをいたします。人権擁護委員の推薦につ

きましては、地域からの推薦というのはございません。ある程度、町内で、旧内子町で４名、

旧小田町で２名、旧五十崎町で２名という割り振りがございますので、それで今回、五十崎

地区の方が２名交代、内子地区の方が１名交代ということでございましたので、それぞれそ

の地区に対応した人選を行っているということでございます。 

○議長（久保美博君） 他。 

○３番（関根律之君） 議長。 

○議長（久保美博君） 関根律之議員。 

○３番（関根律之君） 今の説明は分かりました。そうすると、この書き方ですけれども、

この山上氏、２名のところが五十崎地区ということであれば、２名の五十崎地区から２名分

出たということですので、この書き方はちょっと変ではないかなあという気がしましたの

で、一言、意見としてお伝えをしておきます。 

○住民課長（上山淳一君） 議長。 

○議長（久保美博君） 上山住民課長。 

○住民課長（上山淳一君） 五十崎地区で２名の交代ということですので、どちらの方でも

問題はないんです。議員ご指摘の通りのところはあるんですけど、ただ男性の方に対して男

性の方。まあ男性、女性と割合もありますので、男性の方が退任された後任には男性の方。

女性の後任には女性の方を取っているというようなことで、このような書き方をさせてい

ただいています。 

○議長（久保美博君） 他、ありませんか。ありませんので、これにて質疑を終結します。

本案は人事案件でございますので討論を省略し、直ちに採決に入りたいと思います。これに

ご異議ありませんか。 

〔「異議なし。」の声あり〕 

○議長（久保美博君） ご異議なしと認めます。従って、討論を省略し、直ちに採決に入り

ます。採決は議案ごとに行います。 

 まず、「諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて」、これ

を適任とすることに賛成の議員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（久保美博君） 起立全員です。よって、本案はこれを適任とすることに決定いたし

ました。 

 次に、「諮問第２号 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて」、これ

を適任とすることに賛成の議員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（久保美博君） 起立全員であります。よって、本案はこれを適任とすることに決定

しました。 
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 続いて、「諮問第３号 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて」、こ

れを適任とすることに賛成の議員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（久保美博君） 起立全員であります。よって、本案はこれを適任とすることに決定

しました。 

 以上で、本日の議事日程は全て終了しました。本日、常任委員会及び予算決算常任委員会

に付託しました議案の審査報告については、９月１９日の本会議でお願いいたします。明日

は、午前１０時から本会議を開きます。日程は一般質問を行います。本日はこれをもって散

会いたします。 

○議会事務局長（前野良二君） ご起立願います。礼。 

  

午後 ２時 ３４分 閉会 

 

 

地方自治法第１２３条第２項の規定により、ここに署名する。 

 

内子町議会議長 

 

内子町議会議員 

 

内子町議会議員 
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令和５年９月第１３６回内子町議会定例会会議録（第２日） 

○招集年月日   令和５年９月４日（月） 

○開会年月日   令和５年９月５日（火） 

○招 集 場 所   内子町議会議事堂 

 

○出 席 議 員（１４名） 

１番  城 戸   司 君         ２番  塩 川 まゆみ 君 

３番  関 根 律 之 君         ４番  向 井 一 富 君 

５番  久 保 美 博 君         ６番  森 永 和 夫 君 

７番   地 幸 雄 君         ８番  泉   浩 壽 君 

９番  大 木   雄 君        １２番  下 野 安 彦 君 

１３番  林     博 君        １４番  山 崎 正 史 君 

１５番  寺 岡   保 君 

 

○欠 席 議 員（１名） 

１０番  山 本   徹 君  

 

○地方自治法第１２１条第１項の規定により説明のため出席を求めた者の職氏名     

町 長  小野植 正 久 君    副 町 長  山 岡   敦 君 

総 務 課 長  黒 澤 賢 治 君    住 民 課 長  上 山 淳 一 君 

税 務 課 長  大 竹 浩 一 君    保健福祉課長  久保宮 賢 次 君 

こども支援課長  山 本 勝 利 君    内子町保健センター所長  上 石 由起恵 君 

建設デザイン課長  谷 岡 祐 二 君    会 計 課 長  田 中   哲 君 

町並・地域振興課長  畑 野 亮 一 君    小田支所長  中 嶋 優 治 君 

農林振興課長  大久保 裕 記 君    環境政策室長  髙 嶋 由久子 君 

政策調整班長  二 宮 大 昌 君    危機管理班長  宮 田 哲 郎 君 

上下水道対策班長  稲 田 彰 二 君    商工観光班長  大 田 陽 市 君 

教 育 長  林   純 司 君    学校教育課長  亀 岡 秀 俊 君 

自治・学習課長  福 見 光 生 君 

代表監査委員  赤 穂 英 一 君    農業委員会会長  北 岡   清 君 

 

○出席した事務局職員の職氏名 

事 務 局 長  前 野 良 二 君    書 記  本 田 紳太郎 君 

 

○議事日程（第１３号） 
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日程第 １ 会議録署名議員の指名 

日程第 ２ 議事日程通告 

日程第 ３ 一般質問 

 

○本日の会議に付した事件 

日程第１から日程第３まで 

 

午前 １０時００分 開会 

 

○議会事務局長（前野良二君） ご起立願います。礼。ご着席ください。 

○議長（久保美博君） ただ今、出席委員１３名であります。欠席届が山本徹議員から提

出されております。 

それでは、直ちに本日の会議を開きます。 

 

日程第 １ 会議録署名議員の指名 

○議長（久保美博君） 「日程第１ 会議録署名議員の指名」を行います。 

会議録署名議員は会議規則第１１９条の規定により議長において、９番、大木雄議員。

１２番、下野安彦議員を指名します。 

 

日程第 ２ 議事日程通告 

○議長（久保美博君） 「日程第２ 議事日程通告」をします。本日の議事日程は、お手

元に配布しております「議事日程 第１３号」の通りであります。 

 

日程第 ３ 一般質問 

○議長（久保美博君） 「日程第３ 一般質問」に入ります。質問は一問一答方式といた

します。議員の発言時間は、会議規則第５６条第１項の規定により、３０分以内としま

す。発言残時間は、右側の壁に設置しております残時間表示盤でご確認ください。要点を

簡潔に、要領よくまとめて質問されますよう議員各位のご協力をお願いいたします。 

理事者におかれましては、議員の質問の趣旨等に対する確認等がございましたら、先に

その旨を告げてから発言してください。質問通告者は６名であります。 

それでは、受け付け順に質問を許します。 

最初に森永和夫議員の発言を許します。 

○６番（森永和夫君） 議長。 

○議長（森永和夫君） 森永和夫議員。 

〔森永和夫議員登壇〕 

○６番（森永和夫君） はい。９月議会にあたりまして、通告に従い質問をいたします。 
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本日は砥部町議会の皆様に傍聴に来ていただいております。いつも以上に緊張した中で

の質問となりますが、よろしくお願いをいたします。 

さて、これまで私たちを苦しめてきた新型コロナウイルス感染症も、５月に感染症法上の

位置づけが２類から季節性インフルエンザなどと同じ５類に移行して４か月が経ちました。

厚労省のＨＰには、「法律に基づき行政が様々な要請・関与をしていく仕組みから、個人の

選択を尊重し、国民の自主的な取組をベースとした対応に変わります」と書かれています。

それまで毎日出されていた新規感染者数も、定点医療機関からの報告に基づき、毎週月曜日

から日曜日までの患者数を公表することになりました。また、医療体制も患者の負担等も変

わりました。 

 しかし、コロナが完全に無くなったわけではありません。県内でも、新型コロナウイルス

の再流行の兆しがより強まってきたとの新聞報道もあり、今後も、基本的な感染対策はそれ

ぞれの判断でしていく必要があると考えます。しかし、２類から５類に移行した結果、我々

の日々の生活もコロナ前の状態に戻った感があります。飲食や旅行も、この議場のアクリル

板も撤去され、マスクも個人の判断でということになりました。 

そこで、今回はまず、アフターコロナ・ウィズコロナを見据えた内子町の観光について何

点か伺います。 

政府観光局が７月に発表した推計によると、６月の訪日客は２０７万３，３００人、１月

から６月の上半期の累計は１，０７１万２，０００人で、４年ぶりに１，０００万人を突破

し、年間では２，０００万人を超えるペースで推移しているそうです。 

一方で、国内旅行の動向を見ると、新型コロナウイルス感染症拡大の影響で大きなダメー

ジを受けている観光業も、２０２２年１０月の宿泊旅行統計調査によると「日本人宿泊者数

は感染症拡大前を上回る結果となるなど、１０月から開始された全国旅行支援を追い風に

回復傾向が見られる」ということで、国内観光客数も着実に増加傾向にあるようです。 

観光庁ＨＰを見ますと、平成１９年１月に施行された観光立国推進基本法の規定に基づ

き、観光立国の実現に関する基本的な計画として新たな「観光立国推進基本計画 ～持続可

能な形での観光立国の復活に向けて～」が令和５年３月３１日に閣議決定されました。計画

期間は令和５年度から令和７年度までの３年間となっています。その冒頭に、「人口が減り、

少子高齢化が進む中、交流人口・関係人口の拡大は地域の活力の維持・発展に不可欠である。

我が国には、国内外の観光旅行者を魅了する素晴らしい自然、気候、文化、食が揃っており、

新型コロナウイルス感染症によってもこれらの魅力は失われていない。ウィズコロナ、ポス

トコロナにおいても、観光を通じた国内外との交流人口の拡大の重要性に変わりはなく、観

光は今後とも成長戦略の柱、地域活性化の切り札である」と書かれています。 

さらに、政府が総合的かつ計画的に講ずべき施策として、観光立国の持続可能な形での復

活に向け、観光の質的向上を象徴する「持続可能な観光」「消費額拡大」「地方誘客促進」、

この３つをキーワードに、持続可能な観光地域づくり戦略、インバウンド回復戦略、国内交

流拡大戦略の３点を提示するなど、全国津々浦々に観光の恩恵を行きわたらせるため、期間
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と目標値を設定して取り組もうとしています。 

また、日本政府観光局（ＪＮＴＯ）では、持続可能な観光を推進するため、地域の「文化」、

「経済」、「環境」を守る、育む３つの定義として設定しています。持続可能な観光は、これ

からの観光を考える上で大切なキーワードです。 

そこで伺います。内子町として、この観光立国推進基本計画にある「持続可能な観光」「消

費額拡大」「地方誘客促進」の３つのキーワード。また、「持続可能な観光地域づくり」、「イ

ンバウンド回復」、「国内交流拡大」の３つの戦略に沿った取り組みをすべきと考えますが、

ご所見を伺います。 

○議長（久保美博君） 森永和夫議員の質問に対して、理事者の答弁を求めます。 

○町並・地域振興課長（畑野亮一君） 畑野町並・地域振興課長。 

〔畑野亮一町並・地域振興課長登壇〕 

○町並・地域振興課長（畑野亮一君） ２０２３年３月３１日に、新たな観光立国推進基本

計画が閣議決定されました。この計画は、観光立国推進基本法に基づく観光立国の実現に関

する基本的な計画です。その内容は、議員ご指摘の通りで、大阪関西万博の開催される２０

２５年に向けて、「持続可能な観光」、「消費額拡大」、「地方誘客」の拡大をキーワードに、

「持続可能な観光地域づくり」、「インバウンド回復」、「国内交流の拡大」に積極的に取り組

み、全国津々浦々に観光の恩恵をいきわたらせることを目指しています。 

この計画を踏まえて、内子町では一般社団法人内子町観光協会と連携し、観光振興ビジョ

ンの策定を進めております。また、計画に基づき、観光庁から公募がありました補助事業に

応募し、事業採択を受けて、その取り組みをスタートさせているところです。 

具体的には、地域一体となった観光地、観光産業の再生、高付加価値事業に応募し、採択

を受けております。この事業は、観光地経営のマスタープランとなる地域計画の構築、磨き

上げ、及び宿泊施設、観光施設の改修、廃屋の撤去、面的ＤＸなど、地域産業の稼ぐ力を回

復強化するための取り組みを進めるもので、今年度においては８月８日までに全国で１１

８エリアの地域計画が採択され、そのうち愛媛県では、内子町のみが採択されております。

地域と事業者が一体となって、地域独自のビジョン、コンセプトに基づき、高付加価値化を

行う事業で、町内外の８事業者が参画しております。令和５年度及び６年度の総事業費は４

億７，５００万円。うち、補助総額が２億８，９００万円の事業となります。すべての個別

事業者の事業完了は令和６年１２月となっており、事業完了後はインバウンド客だけでは

なく、国内旅行者の宿泊や観光客の増加に繋がるものと考えております。 

また、地方における高付加価値なインバウンド観光地づくりモデル観光地として、瀬戸内

ＤＭＯが申請していた瀬戸内エリアが全国１１のモデル地域に選定され、その連携市町と

して内子町も参画しております。インバウンドの国内消費額拡大に向けて、本年度は高付加

価値な旅行者が求める、世界でそこにしかない魅力の洗い出しを行い、次年度に実行計画を

策定する予定です。以上、答弁とさせていただきます。 

○６番（森永和夫君） 議長。 
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○議長（久保美博君） 森永和夫議員。 

○６番（森永和夫君） はい。そういうようなことがこれから内子町でも実践されるという

ことで、大変期待をしております。答弁の一部は、また４番目の質問とも重複するような内

容にもなっておりますが、私はですね、基本計画、ミライ６ですか、地域の愛着が観光につ

ながるまちとかですね、ミライ１０、内子のミライでは、暮らしと観光の融合というような

ことが掲載されています。私はこれまで内子が取り組んできたことはですね、理念的にはこ

の持続可能な観光と相通ずるものがあるかと思っています。ただ、それをどう具現化するか

ということですけども、今後、今の答弁聞いておりますと期待ができるような取り組みがな

されると思っておりますが、できればですね、今後そういったことの取り組みをするにあた

って、どういう経済的な効果が現れるのかということも数字を示してですね、ご説明いただ

いたらと思います。私は今までの取り組みについて全面的に否定するわけではありません

し、評価もしておりますが、やはりこの基本計画にあります消費額拡大。そういった経済的

な部分は具体性が欠けているような気がいたしますので、その辺しっかりと取り組んでい

ただきたいと思いますが、この消費額拡大、経済の面での取り組みというのは、もう少し具

体的な話があればお聞かせいただきたいと思います。 

○商工観光班長（大田陽市君） 議長。 

○議長（久保美博君） 大田商工観光班長。 

○商工観光班長（大田陽市君） はい。ただ今の森永議員の質問なんですけれども、先程、

畑野課長が申し上げた地域計画の中で申し上げますと、２０３２年度の目標額については

ですね、１人当たりの観光消費額が２，５００円を目指しております。以上です。 

○６番（森永和夫君） 議長。 

○議長（久保美博君） 森永和夫議員。 

○６番（森永和夫君） 今の質問は、ちょっと次の質問とかぶったような質問になりました。 

それでは次の質問です。この観光立国推進基本計画では、インバウンド回復については訪

日外国人旅行消費額を令和元年実績４．８兆円を早期に５兆円に、訪日外国人旅行消費額単

価を令和元年度実績１５万９，０００円から令和７年までに２０万円に、訪日外国人旅行者

１人あたり地方部宿泊数を令和元年実績１．４泊から令和７年までに２泊に。また、訪日外

国人旅行者数を令和７年までに令和元年水準の３，１８８万人超えにするとの目標を掲げ

ています。 

また、国内交流拡大については、日本人の地方部延べ宿泊者数を令和７年までに３．２億

人泊に、国内旅行消費額を早期に２０兆円、令和７年までに２２兆円にするとの目標を掲げ

ています。このように、何かをなすときには目標値を設定して取り組む必要があると考えま

す。 

そこで伺います。内子町では、訪日外国人旅行消費額単価や国内旅行消費額、そして宿泊

者数など具体的な数値を設定して取り組んでいるのか。また、それを達成するための具体策

について伺います。 
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○町並・地域振興課長（畑野亮一君） 議長。 

○議長（久保美博君） 畑野町並・地域振興課長。 

〔畑野亮一町並・地域振興課長登壇〕 

○町並・地域振興課長（畑野亮一君） 具体的な数値についてですが、第二期内子町総合計

画において、観光入込客数、訪日外国人観光客の入込数、宿泊数については、目標値を設定

し取り組んでいるところです。 

また、先に述べました「地域一体となった観光地・観光産業の再生・高付加価値事業」の

地域計画においては、令和７年度の１人あたり観光消費額の目標１，８００円。入込観光客

数を１３０万人。インバウンド宿泊者数を４，４００人として設定しております。１人あた

りの観光消費額の増加を図るために宿泊客数と入り込み客数を増加させることが重要です

が、中心市街地の宿泊施設が少なく課題がありました。今回の「地域一体となった観光地・

観光産業の再生・高付加価値事業」では、すべての事業者様の事業完了予定が令和６年１２

月となっております。事業完了後は宿泊客数が１９室増加する予定となっており、当該事業

を足掛かりに、１人あたり観光消費額及び宿泊者数の増加に取り組んで参ります。 

○６番（森永和夫君） 議長。 

○議長（久保美博君） 森永和夫議員。 

○６番（森永和夫君） はい。私、平成２６年にもですね、この観光については質問をして

おります。その時には申し上げたんですけども、今も答弁の中で入込客数１１０万人とか、

１２０万、１３０万ということを言われていますが、その２６年度にですね、私は町並みへ

の観光客数、純然たる観光客数は何人なのかというようなことを聞きました。その時の答弁

ではですね、１４万人というようなことの答弁がありましたが、このやはり入込客数という

のは、ゴルフ場のお客さん、そしてからりの客数とか全てのものが含まれとるんで、私はい

わゆる一般的な観光客というのとは区別をして、今後の政策立案に反映することが必要か

と思っております。そういった意味でですね、これ１４万人いても、１２０万人、１３０万

人からの１４万人というと少ないようですけれども、１４万人ですと、毎日ですね、３８０

人。３６５日、毎日３８０人が来られて初めて１４万人という数字が達成できるんです。と

いうことは、私は純然たる今の町並みへの観光客はですね、そんなもんかなという気がする

んですが、その辺の実質的な観光客数というのは、どのように今現在どう把握されているん

ですか。この１３０万人とか１２０万人という数字しか総合計画にも出ていないものです

から。その辺ちょっと教えていただけたらと思います。 

○町並・地域振興課長（畑野亮一君） 議長。 

○議長（久保美博君） 畑野町並・地域振興課長。 

○町並・地域振興課長（畑野亮一君） 議員ご指摘の通り、なかなかその実態を把握すると

いうのが難しいところかなと考えております。具体的に言いますと、例えば内子座の入館者

数とかですね、上芳我邸の入館者数、そういう辺りから推察しているのが現状ではございま

すが、現代のことですので、例えばビッグデータのようなものを使って把握するということ
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も今後は取り組まないといけないかなというようなことも考えておりますし、今年度、マー

ケティング調査ということで観光客の方のアンケート調査も利用しておりますので、それ

らも踏まえて、できるだけ正確な数字に近づけるような努力をしていきたいと考えており

ます。 

○６番（森永和夫君） 議長。 

○議長（久保美博君） 森永和夫議員。 

○６番（森永和夫君） いろいろ今ネットで検索しておりますと、こういう記事が掲載され

ていました。中四国で付加価値の高い観光商品づくりをサポートする地域ソリューション

パートナーズは、長期滞在する欧米の人は日本の文化や暮らしに触れる体験を望む人が多

いと分析しています。また、東アジアからの訪日客は瀬戸内を回りたいという希望が強いと

されています。観光客がどんなコンテンツを体験できるかという視線で、今は訪日するとも

言われています。インバウンドの対策する上ではですね、そういったことも踏まえて観光を

考えていく必要があろうかと思いますし、私は個人的にはですね、やはりインバウンドもも

ちろん増やしていかなければいけませんが、内子町で言えば９０％以上を超える日本人の

観光客にいかにリピーターになっていただくかとか、そういったことも必要かと思ってい

ます。そういったことで、今、町長。内子町にですね、外国人、日本人も含めて何を求めて

来られると思いますか。そしてまた、内子町の強みは何なのかということをお聞かせいただ

き、それをいかに発信するかということが大事だと思いますので、そういったことをお伺い

したいと思います。 

○町長（小野植正久君） 議長。 

○議長（久保美博君） 小野植町長。 

○町長（小野植正久君） はい。観光、インバウンドも含めてですね、観光に来られる方、

本当に、先程言われましたようにですね、まず体験をですね、どういう方でもただ見るだけ

ではなくてですね、やっぱりいろんな体験をしてその文化に、地域の文化に触れると。そう

いうことがとても大切だというふうに思っております。そういう中でですね、内子町におき

ましては、しっかりと歴史的なものも大切にしながらですね、現在までまちづくりを行って

きましたし、伝統的な、例えば手すき和紙でありますとか、その他、いろんな伝統的な産業

とかそういうのも残っておりますので、そういったことをですね、やっぱり来られた方に体

験していただく。そして先程言いましたように文化を感じていただく。そういう取り組みを

ですね、やっぱりしていくことが必要だろうというふうに、加速していくことが必要だろう

というふうに思っております。それはまた、グリーンツーリズムなんかもですね、ある意味

それを含めてですね、いろんな体験をしていただく。そのことがきっと記憶にも残る。また

行ってみようという人の繋がりですね、それも非常に大切にしながらですね、観光というも

のを考えていきたいなというふうに考えております。以上です。 

○６番（森永和夫君） 議長。 

○議長（久保美博君） 森永和夫議員。 
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○６番（森永和夫君） 今、町長が言われたことがですね、まさに今のキーワードとなって

おります持続可能な観光へと繋がると思いますので、しっかりとですね、そういったことを

いかに発信するかということに留意をしていただいて、推進をいただきたいと思います。 

次の質問です。観光立国推進基本計画を見ますと、先程も言いましたが、これからの観光

のキーワードは、今、申しました持続可能な観光です。観光庁では、２０２０年に各地方自

治体や観光地域づくり法人、いわゆるＤＭＯが持続可能な観光地マネジメントを行うこと

ができるよう、国際基準に準拠した「日本版背持続可能な観光ガイドライン（ＪＳＴＳ-Ｄ）」

を開発しています。これは国際基準であります「ＧＳＴＣ-Ｄ」に基づいて開発されており、

そういった国際基準に基づいて持続可能な観光の実現に取り組むこと自体が観光地域とし

てのブランド化、国際競争力の向上に繋がるものとされています。 

この基本計画では、持続可能な観光地域づくりの体制整備として、持続可能な観光地域づ

くりに取り組む地域数を令和７年までに１００地域、うち国際認証・表彰地域を５０地域に

する。ちなみに、令和４年で実績は１２地域、うち国際認証・表彰地域は６地域となってい

ます。 

そこで伺います。内子町でも、この観光ガイドラインに沿った取り組みをすることが観光

地域としてのブランド化、国際競争力の向上に繋がるものと考えますが、これについてのご

所見を伺います。 

○町並・地域振興課長（畑野亮一君） 議長。 

○議長（久保美博君） 畑野町並・地域振興課長。 

〔畑野亮一町並・地域振興課長登壇〕 

○町並・地域振興課長（畑野亮一君） 「日本版持続可能な観光ガイドライン（ＪＳＴＳ-

Ｄ）」は持続可能な観光の推進に資するべく、各地方自治体や観光地域づくり法人（ＤＭＯ）

等が多面的な現状把握の結果に基づき、持続可能な観光地マネジメントを行うための観光

指標です。 

内子町としても、この指標の実現に取り組んでおり、その最初のステップとして今年度、

観光マーケティング調査に取り組んでいます。具体的には、地域の実態を客観的、多面的に

把握するため、来町者にアンケート調査を実施し自己分析を行うことで、地域が一体となっ

た持続可能な観光地域づくりの施策を明確化するものです。 

また、今年度、観光庁の「持続可能な観光推進モデル事業」のうち「持続可能な観光推進

に意欲的な地域を対象とした人材育成事業」の採択を受けており、観光庁の研修プログラム

に沿った人材育成にも取り組んでいるところです。以上、答弁とさせていただきます。 

○６番（森永和夫君） 議長。 

○議長（久保美博君） 森永和夫議員。 

○６番（森永和夫君） 要は、ＧＳＴＣ-Ｄの国際認証を目指して、これからの内子の観光

を盛り上げていくというようなことの理解でよろしいんでしょうか。そこまではしないと

いうことでしょうか。どちらでしょう。 
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○町並・地域振興課長（畑野亮一君） 議長。 

○議長（久保美博君） 畑野町並・地域振興課長。 

○町並・地域振興課長（畑野亮一君） そうですね。当面の間、ロゴマークの取得を目指し

ていきたいなというふうに考えております。 

○６番（森永和夫君） 議長。 

○議長（久保美博君） 森永和夫議員。 

○６番（森永和夫君） ロゴマークも大事ですけれども、できればこの国際認証を目指して

ですね、頑張っていただきたいと思います。これは次にも触れますけども、大洲がそれをや

って、今は大変な観光客の増加につながっておりますので、頑張っていただきたいと思いま

す。 

次の質問です。先程の質問と少し関連しますけども、これまで内子町では、伝統的保存地

区や内子座を中心とした観光に取り組んできたことに対しては評価をするもので、これか

らもさらに推進していかなければならないと考えます。しかし、いつまでも同じことをやっ

ていては、近隣の市町に遅れをとることにもなりかねません。そうならないためにどうする

のかが、今、問われていると思います。隣の大洲市では、キタ・マネジメントというＤＭＯ

が中心となって大洲市の観光を担っています。その結果、オランダの認証団体、グリーンデ

スティネーションズが選ぶ世界の持続可能な観光地の文化伝統保存の部門で、日本では初

めての世界一に輝きました。このＤＭＯですが、官公庁のホームページには「観光地域づく

り法人は、地域の稼ぐ力を引き出すとともに、地域への誇りと愛着を醸成する地域経営の視

点に立った観光地域づくりの司令塔として多様な関係者と協働しながら、明確なコンセプ

トに基づいた観光地域づくりを実現するための戦略を策定するとともに、戦略を着実に実

施するための調整機能を備えた法人」とあります。 

そこでお伺いします。私はこれまでも、内子の観光を法人化した観光協会に担わせてはと

提言してきました。ＤＭＯの役割を観光協会にやってもらう。民間の知恵と発想で、これか

らの内子の観光をやるということですが、これについてご所見を伺います。 

○町並・地域振興課長（畑野亮一君） 議長。 

○議長（久保美博君） 畑野町並・地域振興課長。 

〔畑野亮一町並・地域振興課長登壇〕 

○町並・地域振興課長（畑野亮一君） 内子町観光協会は、２０１９年６月１１日に一般社

団法人として設立いたしました。法人化により自主性を持った事業展開が可能となり、これ

まで内子町の観光プロモーションや観光客の誘致、入込態勢に関する施策に取り組んでい

ただいています。現在、策定を進めております観光振興計画につきましても、観光協会と協

議を重ねており、観光政策を考える上で重要な役割を担っていただいております。組織とし

ては、専従で業務に当たれる人員が３名ということで、まだまだ十分ではない体制ですが、

その中でも独自事業や補助事業に取り組まれており、少しずつ成果も出ております。町とし

ても、観光マネージャーや地域おこし協力隊、会計年度任用職員をビジターセンターに配置
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し、その支援を行っているところです。今後も協会の成長を支援しつつ、現在進めている観

光振興計画の中で、今後の観光振興の体制や役割分担について検討していきたいと考えて

います。 

○６番（森永和夫君） 議長。 

○議長（久保美博君） 森永和夫議員。 

○６番（森永和夫君） はい。私の今回のこの質問はですね、民間にできることはできるだ

け民間にという趣旨で質問をしています。民間の発想でこれからの内子の観光に取り組む

ことを考えてもいいと私は考えます。今、課長、答弁の中にちょっと触れられましたけれど

も、西条市でもですね、民間企業のノウハウを生かした新たな観光施策を立案しようと総務

省の地域活性化企業人制度を活用して、旅行会社社員に観光推進専門官の委嘱状を交付し

たそうです。こういったアフターコロナを見据えた観光施策の立案に民間の知恵を絞りこ

む動きが全国の自治体でも活発しています。今、答弁にありましたように、内子町でもこの

制度を活用した人材を採用しているということでありますけども、私は良いことだと思っ

ています。この方はどういう立場で、どんな仕事をしておられるのか。また、期間等はどう

なっているのか、お聞かせください。 

○町並・地域振興課長（畑野亮一君） 議長。 

○議長（久保美博君） 畑野町並・地域振興課長。 

○町並・地域振興課長（畑野亮一君） 今、ご指摘の通り地域活性化企業人制度を使いまし

て、ＪＴＢの方から三井さんという方に、今現在来ていただいております。役職といたしま

しては、観光マネージャーという役職でございます。期間につきましては、最大３年間とい

うことになっております。 

○６番（森永和夫君） 議長。 

○議長（久保美博君） 森永和夫議員。 

○６番（森永和夫君） 町長。私、今までも申し上げてきましたけども、民間を活用した観

光の取り組みについて、町長はどういうお考えをお持ちなのかだけ、お聞かせいただきたい

と思います。 

○町長（小野植正久君） 議長。 

○議長（久保美博君） 小野植町長。 

○町長（小野植正久君） はい。観光の進め方、あるいは意見聴取をして繋げていくために

はですね、議員さん言われるように、確かに民間のですね、知恵と発想、そういったものが

必要だというふうに私も感じております。行政だけでですね、こういったことを進めるとい

うのはある意味良くないというふうに思っております。そういう意味からですね、観光の振

興計画についてもですね、現場でやっておられる方の意見、また専門的な知見、そういった

ものも併せてですね、内子町をよくご存知の方に、これからどういうことに取り組んで、ど

うやっていこうかということを今、みんなで議論をしながらですね、策定をしているという

ことでございます。いろんなご意見をいただきながらですね、民間の知恵を生かすというこ
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とについてはですね、大切なことだというふうに思っております。 

○６番（森永和夫君） 議長。 

○議長（久保美博君） 森永和夫議員。 

○６番（森永和夫君） ちょっと今回の質問、少し外れますけども。最初に申し上げました

ように、平成２６年３月議会で、私、観光のことについて質問をしました。そのときにはで

すね、観光地には見る、食べる、泊まる、買う、歩くの５つが必要と考えるが、内子町には

あるのかという質問に、当時、町並振興課長でありました今の小野植町長がですね、こう答

弁されています。「これら５つの要素については、どの項目も課題を抱えており、その課題

解決に向けて取り組んでいる状況であると。特に食べるということは大切であると考えて

いる。」といったことの答弁がありました。現在、その時もいろいろ言われていますけども、

私も食というのは大事な観光の一つの素材になろうかと思っておりますので、特にこの質

問をしたんですけれども。「現在、食の開発について取り組んでいるところでありますが、

誘客の動機づけとなる大きなテーマであり、できるだけ早く開発したいと考えておる。」と

いった答弁をされたのですが、覚えておられますかね。それで、その時にこう言われておる

わけですけども、私、今見てもですね、これ平成２６年なんですけども、一向にそういった

内子の食、内子に行けばあれがあるといったようなものがですね、今だに見えてこないとい

うふうに感じていますし、実際そうだと思いますが。ぜひですね、この食についても、畑野

課長、ぜひ研究をしてですね、内子に行ったらあれがおいしいんだ。あれが食べられるんだ

というものをですね、Ｂ級グルメでもいいと思いますので開発をしていただきたいと思い

ますが、そうしたことは内部では話をされておるのかどうかお伺いします。 

○町並・地域振興課長（畑野亮一君） 議長。 

○議長（久保美博君） 畑野町並・地域振興課長。 

○町並・地域振興課長（畑野亮一君） 食に関しましては、我々も非常に大切なものだとい

うふうに認識しております。これは観光協会も同じでございまして、今年度、観光協会が主

導で今月から、ちょうど今月からになりますけれども、関係者を集めて内子の食、それから

土産物の開発に取り組むための会合を開くところでございます。 

○６番（森永和夫君） 議長。 

○議長（久保美博君） 森永和夫議員。 

○６番（森永和夫君） 私がですね、今回アフターコロナを見据えた観光を取り上げたのは、

以前は、他の市町は内子に追いつけ、追い越せと、いわば先進事例だったと思います。しか

し、今の内子の観光は他に大きく水をあけられ、せっかくの内子の魅力を十分発揮できてい

ないのではないかと感じています。ここでもう一度、内子の観光を盛り上げていただきたい

との思いで質問をいたしました。 

それでは、次の質問に移ります。次に、メンタルヘルス対策についての質問です。一般財

団法人地方公務員安全衛生推進協会が毎年実施している「地方公務員健康状況等の現況の

概要」というのがあります。健康診断等の実施状況に関する調査や、定期健康診断等の結果



令和５年９月第１３６回内子町議会定例会 

60 

 

に関する調査、長期病休者の状況に関する調査、在職職員の死亡状況に関する調査について、

主に首長部局の一般職員の約６２％に相当する約８０万人を対象に行われる調査です。そ

の中のメンタルヘルスに関する調査結果を見ますと、令和３年度は１０年前の約１．６倍。

１５年前の約２倍の職員が精神及び行動の障がい、いわゆるメンタルヘルスの不調により

休職しています。また、長期病休者の疾病分類別構成比の推移を見ると、６３．１％が精神

及び行動の障がいによるものとの結果が出ています。これらを見ると、メンタルヘルス不調

による休務者が増加傾向にあることが見て取れます。 

この協会が総務省と連携し「総合的なメンタルヘルス対策に関する研究会」を開催し、メ

ンタルヘルス不調事案の早期発見と発生リスクを低減させるための効果的な取り組みなど、

メンタルヘルスに対する組織的マネジメントのあり方やその対策の方向性を、総合的なメ

ンタルに関する研究会報告書として取りまとめています。 

さらに、総務省からは全国の自治体に向け、「地方公共団体におけるメンタルヘルス対策

の取り組みの推進等について」通知が出されています。その冒頭には、「地方公共団体が様々

な諸課題に適切に対応し住民の要望に応えていくためには、地方公共団体の職員一人ひと

りが心身ともに健康で、その能力を十分発揮できることが求められます」とされています。

また、総務省が行った「地方公務員のメンタルヘルス対策に係るアンケート調査」では、「近

年、メンタルヘルス不調による休務者が増加傾向にあると受けとめている地方公共団体が

７８．２％となっているなど、地方公務員のメンタルヘルス不調者は近年増加傾向にあるこ

とから、これらを抑制するために各地方公共団体が地方公務員のメンタルヘルス対策に積

極的に取り組むことが必要」とされ、メンタルヘルス対策の取り組みの方向性、メンタルヘ

ルスの不調者に対する段階別対応、休務者への配慮など、具体的な取り組みについて書かれ

ています。これらを見ても、全国的に公務員のメンタルヘルス不調が大きな課題になってい

ることが分かります。 

さて、私が議員になってから、内子町役場でもメンタル不調により休務・休職、また退職

する職員もあるとお聞きします。私はこの現状を大変危惧しています。夢と希望を持って公

務員になった若者がメンタルの不調をきたし、休務・休職を余儀なくされる。何が原因なの

か。職場環境、人間関係、業務内容、様々な要因があろうかと思います。職場内では休務者

が出ると、その人の仕事を他の職員がカバーしなければなりません。そうすると当然、オー

バーワークになり、残業も増え、それが原因でストレスがたまり、心身ともにまいってしま

う悪循環にも繋がると心配をしています。 

そこで伺います。内子町職員のメンタルヘルス不調による休務・休職・退職などの実態を

伺います。 

○総務課長（黒澤賢治君） 議長。 

○議長（久保美博君） 黒澤総務課長。 

〔黒澤賢治総務課長登壇〕 

○総務課長（黒澤賢治君） それでは、森永議員さんのご質問にお答えをさせていただきま
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す。町職員のメンタル不調による病気休暇者等につきましては、現在４名であります。病気

休暇の取得から、一番長期となる職員で１年４ヶ月を経過してございます。その他、２名の

職員につきましては、病気休暇からおおむね３ヶ月を経過する状況でございます。 

また、先月、病気休暇の申請のあった職員が１名あり、現在４名となってございます。過

去３年間で見ますと、令和３年度の病気休暇等の取得者は８名、令和４年度が５名、令和５

年度が６名で、ここ３年間、合計で１９名が取得をしている状況となっております。そのう

ち１２名が復職、３名が退職、残り４名が、先程申し上げました現在の休職者等ということ

でございます。以上、答弁とさせていただきます。 

○６番（森永和夫君） 議長。 

○議長（久保美博君） 森永和夫議員。 

○６番（森永和夫君） はい。今の数字は会計年度任用職員も含まれているということでよ

ろしいでしょうか。 

○総務課長（黒澤賢治君） 議長。 

○議長（久保美博君） 総務課長。 

○総務課長（黒澤賢治君） はい。議員さんご指摘の通りでございます。 

○６番（森永和夫君） 議長。 

○議長（久保美博君） 森永和夫議員。 

○６番（森永和夫君） はい。職場内で休務者が出ますと、その人の仕事を他の職員がカバ

ーをしなければならなくなりますが、その場合の対策は速やかに講じることができる体制

は整っているのかどうか、お伺いします。 

○総務課長（黒澤賢治君） 議長。 

○議長（久保美博君） 黒澤総務課長。 

○総務課長（黒澤賢治君） はい。まず、メンタル不調者につきましては、まず予防が大切

ということで、これ後の質問でお答えをしようと思ったんですけれども、また新採職員にな

どにつきましては、おおむね採用１ヶ月を目途にですね、全員を対象にしまして保健師の面

談等を行うようにしております。それ以外の職員につきましても。 

○６番（森永和夫君） 職場内でのカバー。仕事のカバー。 

○総務課長（黒澤賢治君） はい。そういった職員が不調になりました場合にはですね、職

場の中で面談等を行いまして、仕事の今後の進め方、またその支援の仕方、そういったもの

は検討して、随時カバーをしていきながら対応していくということにしております。 

○６番（森永和夫君） 議長。 

○議長（久保美博君） 森永和夫議員。 

○６番（森永和夫君） はい。今年度採用の職員がですね、３日で退職したり、また他の職

員は病欠した事例もあると聞きますが、これちょっとずれますけども、この新規採用職員の

研修などはどのようななされ方をされているのか。この３日で辞めたというのはどういう

ことなのか、ちょっと簡単に教えていただきたいと思います。 
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○総務課長（黒澤賢治君） 議長。 

○議長（久保美博君） 黒澤総務課長。 

○総務課長（黒澤賢治君） はい。今年度、採用しました職員。３日というかですね、１ヶ

月で退職をした職員がございます。この職員につきましては、結果としましては医師の診察、

受診等もしておりませんので、何が原因かということは分かっていないというのが現状で

ございます。それから新採職員についてのことでございますけれども、先程ちょっと申し上

げましたけれども、１ヶ月を目途に全職員、新採職員のすべてを対象にいたしまして、保健

師が面談をいたします。その中で、継続的に面談等が、対応が必要ということになりました

場合には継続して参りますし、また２年目の職員、３年目の職員につきましても同様でござ

います。そういった対応をしながらですね、やって参ります。また、職員につきましては、

近年コロナの関係でなかなかコミュニケーションが図りにくいということもございますの

で、新規採用職員を対象にした研修、そういったものもですね、行いながら。また、管理職

と新採職員との懇親会、そういったことも行いながらですね、風通しの良い職場づくりに努

めているところでございます。 

○６番（森永和夫君） 議長。 

○議長（久保美博君） 森永和夫議員。 

○６番（森永和夫君） はい。例えば民間企業ではですね、私も経験しましたけども、採用

されますと、１ヶ月ぐらい泊まり込みで研修を受けたりですね。いろんなことで研修の時間

というのを十分とってやっております。そういった中で、例えば同期の絆とかですね、そう

いったものも生まれてくるんだと思いますし、同期の絆が生まれると、何かあった時に相談

したりとかですね、いろんなことをお互い励まし合うというようなこともできると思いま

す。私、どうも見ておりますと、採用しました、ちょっとした研修はあるんでしょうけども、

すぐにあそこに行きなさいと、これやりなさいというような体制かなと想像するんですけ

れども、もしそうであるとするならばですね、私はやっぱり１ヶ月ぐらい、２ヶ月でも時間

をかけて、グループごとに分けていろんな職場を体験させたりとか、町民の皆さんと触れ合

う時間をとるとか、そういう研修の時間をというのをもう少しとられた方がいいような気

がいたしますが、町長、その点についてはどう思われますか。 

○町長（小野植正久君） 議長。 

○議長（久保美博君） 小野植町長。 

○町長（小野植正久君） 今はですね、新採職員が入りましたら、私たち理事者、また課長

がですね、それぞれの職場の業務の状況等について３日間ですかね、それを新採職員にレク

チャーするということで配属をさせて、現場で仕事をしてもらってという状況にあります。

ただですね、これやっぱり小さい町でもありますし、潤沢にですね、職員がいればいろんな

ことをしながらですね、現場に馴染むようなそういう、例えば長期間にわたってですね、研

修期間というのでとってやれれば、本当は一番、議員さん言われるように一番いいのかも分

からないんですけれども、なかなかですね、厳しいところもございます。ですが、今こうい
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う状況でもありますので、そういったことも検討もしながらですね、そういうことをできる

だけそういう状況が生まれないようなですね、そういう知恵を働かせるという検討ですね。

そういうこともちょっとしていく必要があるのかなというふうには考えております。 

○６番（森永和夫君） 議長。 

○議長（久保美博君） 森永和夫議員。 

○６番（森永和夫君） 小さな町だからなかなか難しいというようなことを言われますけど

も、私、この内子町はですね、正職員、会計年度任用職員も合わせて４００人に近い職員が

いらっしゃるわけですけども、この４００人の職員を抱えているっていうのは、内子町は大

企業ですよ。企業に例えれば。だからこそですね、研修というのは大事だと思いますし、今

後、そういったこともぜひですね、検討いただいて、若者が途中で挫折しないような、本当

に楽しい職場にしていただきたいと思います。 

それでは、次の質問です。総務省の地方公務員のメンタルヘルス対策に係るアンケート調

査では、この休務に至った主な理由に、職場の対人関係、業務内容（困難事案）、異動・昇

任、プライベートでの人間関係などが挙げられていますが、内子町での職員のメンタルヘル

ス不調の原因をどう捉えられているのか伺います。 

○総務課長（黒澤賢治君） 議長。 

○議長（久保美博君） 黒澤総務課長。 

〔黒澤賢治総務課長登壇〕 

○総務課長（黒澤賢治君） はい。職員のメンタル不調の原因につきましては、職場環境の

変化による業務等への不適応、また家庭での悩み、そして自身の心身の健康上の問題など、

様々な要因が絡んでメンタルの不調が引き起こされているものと分析をしております。 

また、特に新規採用職員におきましては、コロナ禍で親睦の場が減っていることなどによ

るコミュニケーション不足により、職場内外において職員相互の意思疎通を図る機会が減

っていることなども原因の一端ではないかなと考えているところでございます。以上、答弁

とさせていただきます。 

○６番（森永和夫君） 議長。 

○議長（久保美博君） 森永和夫議員。 

○６番（森永和夫君） はい。先程、前の質問の答弁で、年間３人、４人、５人、６人とい

ったメンタル不調を訴える職員がおるということですけども、その時にしっかりとした相

談というか、事情というのは聴取されておるんだろうと思うんですけども。今言った、今の

答弁は何かこう一般的な話みたいな答弁に聞こえたんですが、現実的に内子町の職員がそ

ういった相談をする上で、具体的にこんなことが原因であったというようなことを聞きた

かったんですけれども、それは今の答弁でよろしいですか。 

○総務課長（黒澤賢治君） 議長。 

○議長（久保美博君） 黒澤総務課長。 

○総務課長（黒澤賢治君） はい。お答えをさせていただきます。具体的に申しますと、や
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はりそれまで学生であった、あるいは他の職場で働いておったということで、職場の環境が

変わったということで、仕事の進め方等になかなか馴染みにくいといったこともございま

す。また、役場に入庁する前からそういった心配事があって、それが引き続いてですね、そ

れがその職場の環境等が変わることによって、なお誘発するといったようなこともござい

ます。それらがそのどれかひとつの要因ってことじゃなくてですね、２つ、３つが重なって

ですね、大きな心のメンタルヘルス不調に繋がっている場合もございました。そういった

様々な要因があるというふうに考えております。 

○６番（森永和夫君） 議長。 

○議長（黒澤賢治君） 森永和夫議員。 

○６番（森永和夫君） メンタルヘルスの不調を訴える職員にはですね、もう何十年も務め

られた方も最近出ておるようですが、やはりそういった、私も驚いたんですけども、例えば

全般的にメンタルヘルスの不調に対するですね、相談窓口というのはしっかりあるんだろ

うと思いますが、その相談はメンタルヘルスの不調で休んだりというのではなしに、そうな

らないまでも相談できる体制もあるんでしょうと思うんですが、そういった相談っていう

のは、だいたい何人ぐらいいらっしゃるのか。そしてまた、要は後の体制ですよね。そうい

ったことをちゃんと明文化して、マニュアル的なものはあるのかどうか、お伺いしたいと思

います。 

○総務課長（黒澤賢治君） 議長。 

○議長（久保美博君） 黒澤総務課長。 

○総務課長（黒澤賢治君） その対応についてですけれども、基本的には各課の中でですね、

年間３回程度、上司による面談等がございます。そうした中でですね、心身の状況について

把握をするということもございます。また、それ以外に全職員を対象にしまして、ストレス

チェックというのを行っております。これらの状況を見ながらですね、個人個人が自分のス

トレス状況を把握できるようになっております。そういったものを基にして面談等を行っ

ています。そしてまたそういった状況をですね、保健師でありますとか、総務課あるいはそ

の専門家と情報共有しながら、必要に応じてまた家族の皆さんとも情報共有をしながら対

応しているという状況でございます。ただ、それの専従職員ということについては、今まで

ですね、職員の中にはございませんでした。それで、次の質問でお答えをさせていただこう

と思っておりますけれども、専従職員についても今年度、配置をしたところでございます。 

○６番（森永和夫君） 議長。 

○議長（久保美博君） 森永和夫議員。 

○６番（森永和夫君） それでは、最後の質問に入ります。先程触れました、一般財団法人

地方公務員安全衛生推進協会が毎年実施している「地方公務員健康状況等の現況の概要」、 

また「地方公務員のメンタルヘルス対策に係るアンケート調査」、そして総務省からの通知

は見られたと思います。地方公務員のメンタルヘルス対策に係るアンケート調査では、予

防・早期発見、休務中からの職場復帰、再発防止など、メンタルヘルス対策について、都道



                        令和５年９月第１３６回内子町議会定例会 

65 

 

府県、指定都市では取り組みが進んでいるが、市町村、特に町村は取り組みが進んでいない

と言われています。 

そこで伺います。総務省からの通知の内容について、内子町での取り組みに具体的にどう

反映されているのか伺います。 

○総務課長（黒澤賢治君） 議長。 

○議長（久保美博君） 黒澤総務課長。 

〔黒澤賢治総務課長登壇〕 

○総務課長（黒澤賢治君） 内子町でのメンタルヘルス対策の取り組みの方向性につきまし

ては、メンタルに不調をきたす職員に若年層の職員が多い傾向から、新規採用職員などのメ

ンタルケアを中心に行っております。４月の職員採用後、１ヶ月を経過した頃を目安に環境

の変化等によるメンタルヘルス不調の兆候を早期に発見するため、町保健師などを中心に

メンタル面談を実施しております。面談の結果により、その後の継続的な面談や必要に応じ

た病院受診の勧奨など、予防対策を行っているところでございます。 

休職中などの職員に対しましては、職員の状況に配慮しながらおおむね１ヶ月を目安に

所属長が面談を行い、必要に応じて町保健師等と連携するなど、適切な対応に努めていると

ころでございます。 

また、職場全体への対策としましては、本年８月から会計年度任用職員の保健師を総務課

に採用し、気軽に相談できる体制を週３回程度ですが整えております。適宜メンタル面談の

実施やメールでの相談対応等を行うほか、９月からは本庁、分庁に月数回ストレスや心配ご

となどの相談室の開設を予定しております。今後におきましては、本庁の中に常設の保健室

を設置して、職員のメンタルケアのほか、休職職員の復職への支援、健康相談の対応も併せ

て行えるよう準備しているところでございます。 

この他の相談窓口といたしましては、かねてから愛媛県と連携しております、毎月、南予

地方局八幡浜支局で行っております医師及び県の保健師によるメンタルヘルス相談事業の

周知徹底を行うとともに、全職員に対するストレスチェックの継続実施や、時間外勤務職員

の多い職員への面談を行うなど、メンタルヘルス不調の兆候を見逃さない取り組みや、メン

タルヘルス研修、ハラスメント研修などについても継続して行って参ります。 

これらの取り組み状況につきましては、町の衛生委員会などを通して理事者へ報告する

など、共通認識をもって組織的な対応を行って参ります。以上、答弁とさせていただきます。 

○６番（森永和夫君） 議長。 

○議長（久保美博君） 森永和夫議員。 

○６番（森永和夫君） はい。メンタルヘルス不調の問題というのは、もうなかなかデリケ

ートな難しい問題だということは十分理解はしておりますが、やはり先程も言いましたけ

ども、せっかく夢と希望を持って役場に就職を決めた若者がですね、こういったことで挫折

するというのは大変残念で仕方ありませんし、本人のためにもなりませんし、内子町のため

にもならないと思っております。このことについてですね、メンタルヘルス対策について、
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今流行りのですね、チャットＧＰＴ、ＡＩにも聞いてみました。そうするとですね、いろい

ろいいことたくさん出てくるんですけれども、その中でどうしたらいいかということはで

すね、やはり労働環境の改善とか、心理的なサポートの提供、メンタルヘルス教育と啓発、

そしてリーダーシップの重要性ということを回答してくれました。ご承知のように、総務省

からの通知にはですね、一番、私、大事なことで、町長に聞いていただきたいんですけども、

「メンタルヘルス対策の取り組みの方向性、そして組織のトップである知事、市町村長のリ

ーダーシップのもと、全町的な取り組み体制を確保し、総合的に取り組んでいただくようお

願いします。」と書かれています。また、今言いましたようにチャットＧＰＴでもですね、

そのようなリーダーシップの重要性を指摘しています。町長としてこの問題にリーダーシ

ップを発揮すべきと考えますが、町長としてどうこの問題に取り組まれるのか伺います。 

○町長（小野植正久君） 議長。 

○議長（久保議長） 小野植町長。 

○町長（小野植正久君） はい。先程も少し述べさせていただきましたけれども、非常に大

切な問題だというふうに捉えております。そういう職員が出てくるということはですね、や

っぱりこれは誰にも望ましい状態とは言えません。そういうような状況でございますので、

当然、私がトップになってですね、そういう状況をできるだけ減らしていく。なくしていく。

そういう活動、取り組みをですね、していきたいというふうに思っております。 

○６番（森永和夫君） 議長。 

○議長（久保美博君） 森永和夫議員。 

○６番（森永和夫君） 先程、冒頭にも言いましたけども、この予防とか早期発見、休務中

からの職場復帰、再発防止など、メンタルヘルス対策について都道府県や指定都市では取り

組みは進んでいるが、市町村、特に町村の取り組みが進んでいないと言われていますが、内

子町では取り組みが進んでいると思われるのか、思われないのかお伺いします。 

○副町長（山岡敦君） 議長。 

○議長（久保美博君） 山岡副町長。 

○副町長（山岡敦君） はい。現状はご説明させていただいた通り、休職者も残念ながら今

４名いるということで、この数が減少傾向にないということは、まだまだ取り組みが十分で

ないだろうというふうに思います。議員からいろいろご提案いただきました、例えば新規採

用職員の研修のあり方。これはですね、内部でも、来年度は民間の講師あたりも招聘をしな

がら、お役所仕事ではなく、実際に働いて楽しい職場になるような、そういった取り組みを

本当に開始しないといけないなという話もしておりますし、横の、同期の繋がりっていうの

は非常に力になりますので、その辺りの結びつきをですね、今後もさらに重要視しながら。

特に、コロナ禍で職員の横の繋がりが非常に希薄になったこの４年間。今年度、そのできな

かった期間の職員と一緒に懇親会を実施しました。そしたら、やはり我々が気づかないよう

な部分もありましたし、職員も本当に楽しそうにその時間を共有していただきましたので、

やっぱりそういう部分も大事なのかなというふうに思います。職場に採用になると、事務分
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掌に従って仕事をするっていうのが固定概念である、そういうところもありますので、そう

いうこともですね、やっぱり改善をしながら。一方では、指導係もきちっとつけて、慣れる

まで一緒に頑張ろうぜというような体制。そういう職場の体制、雰囲気づくり。こういうこ

とにも努めて参りたいと思います。 

○６番（森永和夫君） 議長。 

○議長（久保美博君） 森永和夫議員。 

○６番（森永和夫君） この質問で何度も触れましたけども、この総務省からの「地方公共

団体におけるメンタルヘルス対策の取り組みの推進等について」の通知は、町長、副町長も

見られておりますね。 

それでは、どうもいろいろと質問をいたしました。ぜひですね、職場全体で支え合う環境

と雰囲気づくり。今、副町長も言われましたけども、そういった職場にしていただきたいと

思いますし、仕事はですね、これは民間も公務員も厳しいと思います。厳しい中にも、楽し

い職場づくり。こういったことをみんなで心がけて、素晴らしい内子町の職場にしていただ

きたいと思います。質問を終わります。 

○議長（久保美博君） ここで暫時休憩いたします。午前１１時１５分から再開いたします。 

 

午前  １１時 ０５分 休憩 

 

午後  １１時 １５分 再開 

 

○議長（久保美博君） 休憩前に引き続き会議を開きます。次に、下野安彦議員の発言を許

します。 

○１２番（下野安彦君） 議長。 

○議長（久保美博君） 下野安彦議員。 

〔下野安彦議員登壇〕 

○１２番（下野安彦君） 私は今年で６４歳になります。４３歳で議員になりまして、２１

年９月に選挙に出まして、４３歳で、ちょうど、だから丸２１年になりますんで、計算しま

すと定例会、２１年ということは８４回ぐらいの定例会だと思うんですけども、このように

多くの傍聴の方が来られたことは、多分初めてだと思います。大変緊張、先程の同僚議員で

はございませんが、緊張しますので、ちょっと失敗しますかもしれませんが、どうかよろし

く回答していただきますようお願いします。 

また続けて、内子町、旬の果物や野菜もたくさん出ております。ぜひお昼には昼食も食べ

ていただき、国道３７９を帰らずに３８０を帰ったら、小田のせせらぎという道の駅もあり

ますので、そのままずっと走って久万高原町へ帰ってあげると、大変喜んでいただきますの

で、ご協力をお願いいたしまして、一般質問に入ります。 

もう１０年以上前の話でありますが、私、平成２７年６月議会において、街灯や防犯灯に
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ついて一般質問をしております。また、平成２８年１２月議会においても、商店街の街灯や

防犯灯へのＬＥＤ化補助について質問しておりますが、先程も言いましたように、６４歳に

なりまして物忘れがひどくなりました。その時の答弁をよく覚えていないのと、またその時

に答弁された職員のメンバーの中には町長や副町長がおられるぐらいで、だいたい皆さん

若い担当の方に代わられてきたので、その時の質問も多分、知っておられないと思い、また

同じような質問をします。 

防犯灯は戦後の混乱があとを引き、夜の街は依然として暗く、女性や子どもが安心して歩

ける状態ではなく。そんな中、政府は闇における犯罪防止、公衆の安全を図る目的で、昭和

３６年に「防犯灯等整備対策要綱」を閣議決定し、全国各地で明るいまちづくり運動が進み、

防犯灯の設置が進んだということであります。 

「防犯灯等整備に関する対策要綱」において、地方公共団体については、「市町村及び特

別区は、防犯灯等を設置する者に対し、その設置の費用の一部を補助すること。なお、一般

民間人の負担においてその維持管理に当たっている防犯灯等については、努めてその維持

管理に要する費用を負担するよう措置すること。」と規定されています。 

防犯灯の設置と維持管理の方法は、自治体により様々な形態があるようです。市町村が設

置、維持管理を行う場合や、市町村が設置し自治会や町内会によって維持管理される。また

は、設置・維持管理の全てを自治会や町内会が行う等、様々であります。 

また、平成２８年１２月の一般質問では、商店街の街灯・防犯灯へのＬＥＤ化補助につい

ての質問をしておりますが、当時は「町内には、内子本町商店街に４５灯、五十崎商店街に

１０灯、天神商店街に２６灯、大瀬の本町商店街に２３灯、小田中央商店街に３０灯、寺村

商店街に２０灯の街路灯が設置されており、小田の中央商店街の街路灯については、自治会

が独自にＬＥＤ化を済ませておられました。これは、待ちきれないということで設置された

ということでした。設置の目的や設置者の如何に関わらず、これらの防犯灯の多くが住民の

往来が多い商店街にあることから、町民の安全の確保であるとか、犯罪の抑止に繋がってい

る重要な設備であると認識している。しかしながら、現在のＬＥＤ防犯灯改修事業補助では、

町が設置した防犯灯が補助対象となっており、これらの商店街や街路灯組合が設置する街

路灯のＬＥＤ化については、現状、今実施しているＬＥＤ化の事業では補助することができ

ない。街路灯の状況としては、五十崎商店街の街路灯は平成１８年度にコミュニティ助成事

業で新築された比較的新しい街路灯である。内子本町商店街、天神商店街の街路灯は設置か

ら３０年以上経過しており、支柱の根元部分の腐食が進行しているということで全面的な

改修も必要ではないかと考えている。寺村の商店街、大瀬の商店街の街路灯についても、設

置からそれぞれ相当年数が経過しており、これらもＬＥＤ化ということだけではなく、全面

改修とか街路灯の必要灯数の再検討、設置場所などについても検討が必要でないかと考え

ている。これらの街路灯の改修については、地元の設置組合の意向、そして自治会の要望も

伺いながら、防犯灯ＬＥＤ化事業だけでなく別事業として、補助金の活用など財源確保も含

め、今後検討していく必要があると考えている。」が、当時の担当課長の答弁でありました。 
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その当時の町長は稲本町長でございまして、稲本町長にそのことについても質問します

と「問題は財源であり、町単独でやるのはとてもじゃないけど、それはなかなか大変なとこ

ろがある。各課の範囲を超えて、それぞれの課でこれに何か対応できるようなものがあるの

かないのか、今も調べているけど、じゃあ来年度っていうわけにはいかない。精力的にこれ

は補助事業を取り込んでやっていかないといけないなという気持ちを持っている。」と答弁

されました。 

今回、なぜ防犯灯・街灯の同じ質問をするかと言うと、内子本町商店街の街灯・防犯灯の

整備が一向に進んでいないのではないかと思い質問するものであります。あれから１０年

以上経過しましたが、各町内の商店街の防犯灯や街路灯はどのように対策が進んだのか、質

問をいたします。 

○議長（久保美博君） 下野安彦議員の質問に対して、理事者の答弁を求めます。 

○保健福祉課長（久保宮賢次君） 議長。 

○議長（久保美博君） 久保宮保健福祉課長。 

〔久保宮賢次保健福祉課長登壇〕 

○保健福祉課長（久保宮賢次君） ご質問の商店街の街路灯の状況についてお答えをします。

内子の商店街にあります街路灯につきましては、ただ今下野議員さんがご質問中でご説明

した通り、各商店街にそれぞれ設置をされております。設置に際しましては、それぞれ商店

街組合や街路灯組合が町の補助などを受けて設置を行い、電気代等の維持管理も行ってお

ります。 

そのうち小田中央商店街は、先程言われた通り独自に改修を行っておりますし、五十崎商

店街ではコミュニティ助成事業を活用して更新を行っている状況です。その他、天神商店街、

大瀬本町商店街では、老朽化等によって管理者の方で撤去を行いまして、そのあと内子町で

防犯灯を設置しております。寺村商店街につきましても、今年度、老朽化により地元の方で

撤去された後、町が防犯灯を設置する予定となっております。 

内子町本町商店街周辺の街路灯は、昭和６２年から平成元年にかけて町の補助金を受け

て、内子商店会等が設置し、現在は、内子まちづくり商店街協同組合と各行政区が維持管理

を行っております。質問の通告書では、誰がどのように設置、維持されているかというよう

なことになっておりましたので、そういった形で答弁とさせていただいたらと思います。 

○１２番（下野安彦君） 議長。 

○議長（久保美博君） 下野安彦議員。 

○１２番（下野安彦君） はい。大瀬、寺村は。大瀬は撤去して町が設置したと。そして、

寺村は今後、設置する予定ということであります。内子の本町は、まちづくりのその外灯の

組合と行政とであるわけですけども、内子町の「防犯灯設置事業実施要綱」では、防犯灯の

器具は蛍光灯、水銀灯またはＬＥＤ灯とし、景観に配慮したものとするとなっております。

景観に配慮したものとは、一般的な蛍光灯型の防犯灯ではなく、私の考えというか、条例の

要綱を見ると、釣鐘方の、吊り下げ式の防犯灯のことを言っていると考えてよろしいのでし
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ょうか。 

○保健福祉課長（久保宮賢次君） 議長。 

○議長（久保美博君） 久保宮保健福祉課長。 

○保健福祉課長（久保宮賢次君） 内子町防犯設置事業の実施要綱では、町並み、別表に掲

げる土地の区域においては、内子町公共施設景観整備要綱に定めた外観のものとするとい

うことで、釣鐘型の街灯ということに指定してもらっております。 

○１２番（下野安彦君） 議長。 

○議長（久保美博君） 下野安彦議員。 

○１２番（下野安彦君） はい。再質問します。平成２５年３月に制定された内子町ＬＥＤ

防犯灯改修事業補助金交付要綱では「自治会及び区が管理する防犯灯をＬＥＤ防犯灯へ改

修する経費に対し、予算範囲内において補助金を交付することに関し必要な事項を定める

ものとする。」となっていると思うんですが、その補助金の額は１灯の防犯灯につき、費用

の２分の１以内とし、限度額は３万円となっていると思うのですが、先程言いました内子町

本町や城廻や知清の一部の景観地域は１防犯灯につき４万４，０００円を限度額とし、費用

の２分の１以内ということで、これよろしいのですか。再確認をしたいと思います。 

○保健福祉課長（久保宮賢次君） 議長。 

○議長（久保美博君） 久保宮保健福祉課長。 

○保健福祉課長（久保宮賢次君） 内子町ＬＥＤ防犯灯改修事業による改修については、先

程、議員さんおっしゃった通り、１灯の防犯灯につき費用の２分の１以内ということで、限

度額は３万円というふうにしております。この事業によって行う分は、もうその補助金の額

ということになっております。 

○１２番（下野安彦君） 景観は。城廻のところの。 

○保健福祉課長（久保宮賢次君） 議長。 

○議長（久保美博君） 久保宮保健福祉課長。 

○保健福祉課長（久保宮賢次君） 景観についても、ＬＥＤ化についてはこの補助金という

ことで、金額は同額というふうになっております。 

○１２番（下野安彦） 議長。 

○議長（久保美博君） 下野安彦議員。 

○１２番（下野安彦君） 私がちょっと６４歳になって物覚えが悪いので、条例の要綱が変

わったのかもしれないですけど、この本町商店街や景観区域ですね。景観区域については釣

鐘型の防犯灯ですから、補助の要綱の金額が高かった気がするんですけど、それはもうなく

なったということで、統一されたということでよろしいでしょうか。 

○保健福祉課長（久保宮賢次君） 議長。 

○議長（久保美博君） 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（久保宮賢次君） 設置につきましては、「内子町防犯灯設置事業実施要綱」

によって、景観区域については釣鐘型っていうふうに指定はされているんですけども、ＬＥ
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Ｄ防犯灯改修事業の現在の要綱につきましては、補助金は先程言った額ということで、現在

は運用をしております。 

○１２番（下野安彦君） 議長。 

○議長（久保美博君） 下野安彦議員。 

○１２番（下野安彦君） それならば、防犯灯を設置する場合は釣鐘式にすると４万４，０

００円でそれの半分を補助するという考えで、そしてＬＥＤに関しては、やはり３万円。そ

れをＬＥＤに変える場合は３万円の限度額で費用の２分の１という考え方でいいのですか。

ちょっとそこらが、私もごっちゃまぜになってよく理解できていないんですけども。分かり

ますか。 

○保健福祉課長（久保宮賢次君） 議長。 

○議長（久保美博君） 久保宮保健福祉課長。 

○保健福祉課長（久保宮賢次君） 設置につきましては、町が設置するということで補助金

形式ではなく、設置自体は町が行っております。改修については、管理者の方に補助金とい

う形で補助を行って、改修していただくというような形になっております。 

○１２番（下野安彦君） 議長。 

○議長（久保美博君） 下野安彦議員。 

○１２番（下野安彦君） はい。それでは、私はですね、先程から言います、なぜこの防犯

灯・街路灯の、商店街の、一番最初に言いましたように、内子本町商店街の改修はなかなか

進まないのかなというふうに思っているんですけども、一部、電柱の地中化に併せて検討す

るとか、電柱のほとんどが話はできていたけど、やっぱり電柱の腐敗によりそれに設置する

のが難しいということで進んでいないと聞いているんですけども、これはどの辺まで実際

したら進めるのかお尋ねします。 

○町並・地域振興課長（畑野亮一君） 議長。 

○議長（久保美博君） 畑野町並・地域振興課長。 

○町並・地域振興課長（畑野亮一君） はい。ただ今の質問でございますけれども、こちら

につきましては、国の町並み環境整備事業を利用いたしまして、街路灯の整備を進めたいと

いうことで、令和元年１０月に、最初に地元の自治会長三役の代表者の方から町に対して要

望書が提出され、それを受けて動いておりました。令和３年の時点で様々な現地での明るさ

の調査とかアンケート調査、実際にモデルを持ち込んでの試作とかいろんなことをやりま

して、だいたいの案ができたところだったんですけれども、ちょうどその頃ですね、長年難

航していた四国電力との無電柱化協議が進捗いたしまして、無電柱化への動きが加速いた

しました。それを受けまして、同じところをまた二度掘るようになってきますので、一応無

電柱化と併せて設置したいということで、現在計画はそのままの状態となっているところ

でございます。 

○１２番（下野安彦君） 議長。 

○議長（久保美博君） 下野安彦議員。 
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○１２番（下野安彦君）はい。となるとこれ、今言われたのは令和元年にこの話が出たとい

うことですか。というか、私の考えでは、もっと防犯灯はこれ、この一般質問する頃から何

とかならないか、街路灯がならないかという話が出て、「いや、それは設置したところが、

元々の設置したところが対応しないといけないのだ」というふうに言われて、照明灯と防犯

灯と街灯と言われてちょっといろいろ難しいんですけども、もう私らの感覚でいくと商店

街に点いていたら、町長がお若い時に質問してるから、多分職員で出られていたと思うんで

分かると思うんですけども。普通に街路灯と照明灯とどれだけ違うんですか。商店街の中に。

それで、今実際つけようとしてつかないのは、何がつかないんですかね。防犯灯ですか。道

路の照明灯ですか。街灯ですか。それとも一部は、知清橋の向かっての通りは、自治会とか

そういったところで対応されたと聞いているんですけども、ここらの整理をちょっと私、教

えてほしいんです。照明灯と街灯との違いとか、防犯灯の違いとかいうの。どれが実際進ん

でいなくて、どれが地中化をして、どれが進めていきよるのかがごちゃまぜになっている気

がしていけないんですが、私自身がちょっと。説明していただけたらと思います。 

○町長（小野植正久君） 議長。 

○議長（久保美博君） 小野植町長。 

○町長（小野植正久君） はい。本町商店街につきましては、もう従来の状態のままです。

というのが、ＬＥＤとか、街路灯も大分傷んでますんで、やり替えなければならないという

ところはもう、これそういう状況ではあったんですけれども、先程言いましたように無電柱

化の関係でですね、それを進めておったんですけれども、街路灯ですね。道路にすると。防

犯灯になるとですね、防犯灯というのは道をある程度の照度でこう照らしていくんですけ

れども、防犯灯というのは、もう防犯のための光量があればいいということで、概念として

は街灯よりかはずっと少ない数に防犯灯の場合はなっていくのかなというふうに思ってお

ります。街路灯として整備をしようとしておったんですが、先程言いましたようにですね、

無電柱化と併せてやった方が合理的であろうということで、今、現場は止まった状態であり

ます。無電柱化についても、一部進んできております。計画で設計も進んで、一部商店街で

すね。一部実施しようというところで、今設計をしているところでございまして。徐々にで

すね、中の方、中心部の方にですね、移っていく。その時に併せて街路灯をですね、防犯灯

ではなくてそういうものの設置を、整備をちゃんとしていこうということで計画はしてお

ります。ただ、今言いましたように、なかなか無電柱化ということになりますとですね、時

間もかかりますので、現場は今、止まった状態にあるということでございます。 

○１２番（下野安彦君） 議長。 

○議長（久保美博君） 下野安彦議員。 

○１２番（下野安彦君） となると、照明にある程度必要な街路灯としては進んでいないん

であって、そしたら防犯灯は、別に街灯がこう３０メーター、５０メーターに１本ずつ、明

るさが証明できる基準のものがついていて、防犯灯はまた違うようにあるということでい

いんですか。私はそこがはっきり、どこの組合が、誰が管理して防犯灯をやって、どれが町
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が管理しとるか、ちょっとごちゃまぜになっている気がするんですけど。 

○町並・地域振興課長（畑野亮一君） 議長。 

○議長（久保美博君） 町並・地域振興課長。 

○町並・地域振興課長（畑野亮一君） はい。商店街につきましては街路灯ということで、

基本的に今設置されてある大型のものというふうに認識しております。それ以外の地区、行

政区で管理しているものにつきましては小型の防犯灯がついているということで、商店街

に両方ついているわけではないということでございます。 

○１２番（下野安彦君） 議長。 

○議長（久保美博君） 下野安彦議員。 

○１２番（下野安彦君） はい。そしたら町が設置をして、後の維持管理や電気代は行政区

が、というか自治会とか区とか、そういうところの組合が維持するってことですか。それと

も、それはもう町が維持費も出すということですか。 

○町並・地域振興課長（畑野亮一君） 議長。 

○議長（久保美博君） 畑野町並・地域振興課長。 

○町並・地域振興課長（畑野亮一君） 維持費につきましては、それぞれの行政区、あるい

いは現在の商店街共同組合等で見てもらうことになっております。 

○１２番（下野安彦君） 議長。 

○議長（久保美博君） 下野安彦議員。 

○１２番（下野安彦君） ちょっと分からないところが、私も勉強不足で大変ご迷惑かけた

質問になっているとは思うんですけども。結局、防犯灯、基準が違うのかもしれないですけ

ど、明るさの。防犯灯であれ、街灯であれ、先程、課長言われたように令和元年から要望が

出てからの話ではないと思うんですよね、町長。ねえ。もう１０年、さっき言いましたよう

に１０年ももっと前から始まっていることだと思うんですよ。ですから、それともう一つは、

景観を考えた吊り下げ型。これがネックになっている。高いんですよね。やっぱりこういう

やつ。それと、もうこの縛りが、景観の縛りがあるから逆につきにくいのかなと思いました

けど、この景観に沿った街灯と、そうじゃない今までの普通の蛍光灯ですね。こう伸びた。

それの関係というのは、全然関係ないですか。もう景観法を重視しているから、ちょっと時

間がかかるんよとか。値段が経済的にも高い、経費もかかるよということで、そこらは関係

ないんでしょうか。 

○町長（小野植正久君） 議長。 

○議長（久保美博君） 小野植町長。 

○町長（小野植正久君） はい。当然ですね、景観に配慮したそういうデザインのものにつ

いては高くなります。ですけれども、今の本町商店街についてはですね、先程言いました高

いから今、止まっているのではなくて、どちらにしても計画はもうある程度作っていますの

で、こういう街路灯を作ろうというデザインもある程度できてますんで。要は、先程言いま

したようにですね、工事をやるのも結構大変なんですが、わりと狭いところで。本当に家と
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家の相中にですね、ポールがあったような状態で作っていますので。仮に無電柱化するにし

てもですね、大変なんです。なので、あの狭いところでですね、工事をやっぱり溝に渡って

やるような、ちょっとそれはいかんだろうというようなことでですね。無電柱化に合わせて

やった方が地元にもご迷惑かけないし。ちょっと時期が後ろになっているのは申し訳ない

んですけどもね。先程言いましたように、やろうと思っていたんですけれども、無電柱化の

方がちょっと計画が進んできましたんで、それと一緒に併せてやろうということで、今待っ

ている状態というふうにご理解いただけたらと思います。 

○１２番（下野安彦君） 議長。 

○議長（久保美博君） 下野安彦議員。 

○１２番（下野安彦君） はい。だいたい分かるんですけども、ただ先程から言いますよう

に、住民にとってはこれだけの照明がいるから照明灯、街路灯。それとちょっと暗いけど防

犯灯。その違いも正直、あまり分からない。私でさえ、ろくに分からないぐらいですから。

だからいつまで経ったって、内子の商店街、夜になったら暗いのはどうしてかというのが、

これ１０年以上経過していても進まないという。これはなぜ言うかというたら、後ろに総務

課長おいでますけども、前も言いましたが、私、別のことで要望を、ちゃんと地元の区長と

自治会長に判をもらって、書類を作って、要望書を出していましたけども、１年半以上経っ

ても何の返事もないのでどうしようかなと思ったら、その要望書の要望を出された方は９

０歳過ぎた方でした。その過ぎた方が、町は何考えとるんぞと。お前も返事が全然ないじゃ

ないかと。それで１年半経って、やるかやらんかも何も言わんじゃないかと言われて。誠に

すみません。私は９０歳過ぎてもう死ぬかもしれんぞと言われて。それで、行政の方に言い

まして、そしたらこれ大変じゃということで、今年、対応してもらいました。本当、これは

そういう気持ちなんですよ。ですから、いつかやります、やりますからやらないっていうん

じゃなくて、やはりやれる方法を私は考えるべきと思うんですけども、もう景観も大事だし、

電柱の地中化も大事ですけども、もうこれが１０年も経ったって何も進まないんだったら、

何をしよるんかなというのが、やはり不信感になっていくんだと思いますので、もうこれ以

上のことは言いませんが、よろしく対応していただけたらと思います。 

続いては２番目の質問ですが、やはりこれ、なぜこれ２番目の質問に入るかというのは、

要はそういうので、いろいろつかないんだったら、もっとこういうヒントがあるんじゃない

かという。ちょっと縛りを緩めて対応したらできるんじゃないかというので、こういう今回

の質問を考えております。 

平成２７年６月議会の一般質問では、「世帯が減る地区では、防犯灯の電気代の問題が起

きておりまして、防犯灯のＬＥＤ化は、電気料金の削減効果と、電球価格は高いものの寿命

が１０年程度と維持管理面の効率化、自治区の電気料金軽減に繋がる手段である。計画的な

補助制度は今後必要であると思うが、その考えを問う。」との質問で検討していただいて、

現在、各いろんな区や自治会の防犯灯はＬＥＤ化になっていると思います。また、ソーラー

の街灯や防犯灯の導入についての考えはどうか当時の担当の課長に相談したことがあった
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のですけども、その当時は設置価格が高いということで、今、内子では導入の考えはないと

の答弁であったものです。 

今現在、国も２０５０年カーボンニュートラル、脱炭素社会の実現に向け、屋外照明の新

たなモデルを創出するためにゼロカーボンシティ表明自治体を対象として、スマート街路

灯やソーラー街路等について、計画策定や設備等の導入支援を行うということであります。 

計画策定事業として、街路灯等からスマート街路灯への更新に係る計画策定事業であり、

当該地方公共団体が所有するＬＥＤ化されていない防犯灯や道路灯、公園灯等をスマート

街路灯に更新するために必要な計画策定を行う事業であります。 

ソーラー街路灯の導入に係る計画策定事業としては、地方公共団体が、当該地方公共団体

が所有するＬＥＤ化されてない街路灯等をソーラー街路灯に更新、またはソーラー街路灯

を新規導入するために必要な計画策定を行う事業だということであります。 

ＬＥＤソーラー外灯は、新居浜市の国領川河川歩道にも設置されております。電源工事が

必要ないためトータル設置費用が安くなるということで、ＬＥＤソーラー外灯を採用して

いる自治体も増えております。設置場所に合わせた安価なＬＥＤソーラーもありますが、景

観を考えるといろいろ問題はあると思いますけど、万が一の災害での電源喪失時や、停電の

時にも点きます。電気代が高騰しているなか、電気代がいらないソーラー街灯や防犯灯を検

討されている考えはないか、質問をします。 

○保健福祉課長（久保宮賢次君） 議長。 

○議長（久保美博君） 久保宮保健福祉課長。 

〔久保宮賢次保健福祉課長登壇〕 

○保健福祉課長（久保宮賢次君） 防犯灯の新設につきましては、地域の要望を受けて町が

設置を行い、後の維持管理費は地元の方にお願いをしている状況でございます。 

防犯灯は、以前は蛍光灯や水銀灯などでございましたけれども、現在設置しているものは

ＬＥＤ防犯灯であり、電気代も水銀灯と比較して４分の１程度になるとも言われておりま

す。 

ソーラー式防犯灯は、太陽光エネルギーのみを使用するためＣＯ₂を排出せず、電気代の

負担もなくなりますけれども、設置費用が現在も高く、従来の防犯灯は１５万円程度の設置

費用でございますけれども、ソーラー式防犯灯では８０万円から１００万円ほどになると

いう見込みとなっております。また、ソーラー式防犯灯に必要な蓄電池は５年から１０年で

交換が必要となり、その交換費用も１０万円以上かかる見込みとなっております。天候によ

っては十分な充電ができず、点灯時間が短くなることも想定され、価格や耐久性などを総合

的に判断しますと、現段階ではこれまでのＬＥＤ防犯灯での対応が望ましいと考えており

ますので、ご理解いただきますようお願いいたします。 

○１２番（下野安彦君） 議長。 

○議長（久保美博君） 下野安彦議員。 

○１２番（下野安彦君） はい。やはり一基の設置費用が高いということで分かりますが、
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どこか実質的に、今後、災害等で停電になったりとか、そういう時のことを考えると、集合

される場所の広場。避難するところですよね。例えば自治会館の広場とか、小学校のグラウ

ンドの広場とか。そういうところは電気が消えて、まあ自治会、行政が発電機を持っていっ

てぱっとつけてくれたらいいんですけども。避難してくるのに、それまでに準備ができるか

といったら、なかなかできないと思います。やはり、そういう避難場所へそういうソーラー

の外灯を設置するのも、ひとつの安心安全の方法だと町長も思われているでしょうと思う

ので、町長どうでしょうか。 

○町長（小野植正久君） 議長。 

○議長（久保美博君） 小野植町長。 

○町長（小野植正久君） はい。まさにですね、それはうちの方でもそんな話をしておりま

した。実際にですね、電気が止まったという状況。先般の宜野座は１週間ほど止まったって

言っておりましたけれども、本当にそういう状況になった時にはですね、真っ暗の状態で本

当にどうしようかという状況の時。特に、避難所の場合ですね。ですので、今後そういった

こともですね、やっぱり少々金額は高いですけれども、それを置いてもやっぱり安全な、避

難場所ということでですね、そういうようなことは検討していきたいなと思っております。 

○１２番（下野安彦君） 議長。 

○議長（久保美博君） 下野安彦議員。 

○１２番（下野安彦君） はい。災害が起きた時に、一番最初に行政の、町長をトップとし

て集まって対応していただかないといけないので、役場本庁や分庁の駐車場とか、そういっ

たところも一番先に、安全に集まっていただけるような状況になるように、そういう対応も

是非とも考えていっていただいたらと思います。 

続いて３番目です。またこれも同じですけども、今後、各戸の玄関口や防犯灯の明かりが

届かない場所へ簡易式、これまた本当に簡単な、あんまり言うたらそこの宣伝になったらい

けんのですが、ホームセンターとかそういうところでも売られている、２，０００円から、

安いのは２，０００円ぐらいですね。３から５，０００円。いろいろありますけども、それ

を設置すれば防犯にも繋がり、夜の訪問時や玄関。どこが玄関か分からない家も時々ありま

すので、暗くて。そうすれば散歩する人も安心であり、そのソーラー式の照明機を各戸配布

して、防犯灯の明かりが届かない軒先や塀に設置ができないかと思うものでございます。そ

うすれば、これも電気代もいらずに、防犯灯と防犯灯の相中の暗闇を照らすことができて安

心であると閃いたのですが、どうでしょうか。またこれ、経費が絶対要るということで、ど

っからそれ出すんぞということですので、経費で各戸に配るのは駄目でしょうから。駄目な

ら、自治会や区ですね。そこで、うちはこの辺の防犯灯と防犯灯の相中が暗いんで、ここに

１０個を設置したいから１０個。３，０００円を１０個やったら３万円で、それの２分の１

だけ補助しますとか。そういう形にすれば、区とか自治会単位で、防犯灯や外灯がなくて、

段差があるところに設置ができると思うんですが、この提案はどうでしょうか。 

○保健福祉課長（久保宮賢次君） 議長。 
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○議長（久保美博君）久保宮保健福祉課長。 

〔久保宮賢次保健福祉課長登壇〕 

○保健福祉課長（久保宮賢次君） ソーラーライトは電源を引く必要がなく、電気代がかか

らないため、家庭の玄関や車庫などに設置する方が増えております。また人感センサー付き

のものは防犯対策にも繋がると言われております。 

道路に面している家で道路も照らすように設置できれば、歩行者への照明の役割を果た

すことは十分考えられますけれども、すでに防犯灯が設置されている場合とか、道路から離

れている場合などで道路への照明が十分行えないという場合もあり、ソーラーライトがど

こまで公共的な役割を果たせるか十分に見極める必要があるというふうに考えております。 

また、ソーラーライトは蓄電池を使用しており、蓄電池の寿命は数年とも言われておりま

す。こうしたことを踏まえますと、夜間暗くて通行に支障がある場所とか、防犯上不安のあ

る場所への照明として実施する公共的な施策としましては、現在の防犯灯設置による対応

が望ましいのではないかというふうに考えております。 

○１２番（下野安彦君） 議長。 

○議長（久保美博君） 下野安彦議員。 

○１２番（下野安彦君） はい。想定内の答弁でございました。つい、一般質問の通告をし

て、その後ですけど、４日前ぐらい。とある私の１０歳ぐらい上の方とお会いしましたら、

その方が「久しぶりだけど元気だった？」と聞いたら、「元気じゃないわい。あんたとこの

近くの水路の中落ちて、２０針くらい足縫って、それ４０日入院しとったんよ。」と言われ

まして。あれと思って現場行きますと、防犯灯があるはずやのにと思ったら、その相中の暗

いところで落ちたということでございます。もっと僕が早くそこにソーラーをつけること

を言うてあげとったら、そういう事故にも繋がってなかったのになと思いまして。担当課長、

そういうところは、また実施するのは無理だと言ってるけど、町長もですけども、ぜひうち

の家の近くに、家まで来てください。つい最近、近所の人らと協力して、つけんかと言って

つけておりますので。どっかのイベント会場のように、うちの手前、５０ｍぐらいからパッ

と点きます。次々点きます。そして、うち通り過ぎても点きますので、町長も夜８時ぐらい

に訪ねてきてください。それで、どんなか私、散歩される方にそれを聞いたら、「恥ずかし

いな。明るくて。」と言われるぐらいで、何かぱっとセンサーが気になるかというたら、「全

然。ええなあ。明るくてええなあ。」と言われます。是非とも見に来てください。これで３

番目の質問を終わります。 

最後の質問です。県道の照明灯も現在ＬＥＤ化が進められており、例えば豊秋橋の照明灯

は本数を減らして設置されていますが、それに比べ知清橋は照明が充実され、かなり明るく

なっております。豊秋橋と比べると、照明灯の本数も欄干が短い間に多く設置されているよ

うに思いますし、その上、石の燈籠も点灯しています。 

豊秋橋はＬＥＤになり、本数は減りましたが結構明るいと私は思いますが、照明灯の本数

は少なくなって暗いと言われた方も確かにいました。逆に知清橋の照明は、明るいことは良
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いことなので、本数を減らして暗くしましょうと勘違いしないでくださいね。本数を減らし

て暗くしましょうという質問ではございません。これはなぜかというと、別の内子の方から

「知清橋はなんであんなに明るいの。」という質問をされて、「私だけじゃないよ。他の人も

言ってたよ。」って言われて、何で明るいのって言われたってそれ質問、私も答弁できない

ので今回聞くわけですけども。県の方にでも直接聞けばいいんですけども、せっかく建設デ

ザイン課長もおられますので、豊秋橋と知清橋とでは明るさの感覚が違うのは、私の目がそ

がいに見えるのか。それとも実際違うのか。やっぱりそれは交通量を計算した主要県道との

違いの規格によってあれだけの数が違うかをお尋ねします。 

○建設デザイン課長（谷岡祐二君） 議長。 

○議長（久保美博君） 谷岡建設デザイン課長。 

〔谷岡祐二建設デザイン課長登壇〕 

○建設デザイン課長（谷岡祐二君） はい。ただ今のご質問にお答えいたします。道路照明

施設は道路法に基づく道路構造令において、交通安全施設として位置付けられております。

県管理道路における照明灯の設置基準につきましては、これらの法令に規定されている照

明施設の設置に必要となる一般的技術的基準を定めた道路照明施設設置基準という基準に

基づきまして、夜間の道路利用者が安全に通行できるよう考慮して、適切な場所へ設置を行

うこととしております。また、照明を設置する必要がある橋梁につきましては、原則として

橋梁の起終点部に設置することとしております。 

ご質問の豊秋橋につきましては、平成２年の完成当時の設置基準に基づきまして、合計１

０基の道路照明灯を設置しておりましたが、平成２７年に実施した道路照明施設の点検に

おいて、照明柱の腐食により倒壊の危険性が確認されましたことから、全部の照明柱を撤去

いたしました。再設置にあたりましては、この基準が平成１９年に改定されましたので、こ

の現在の機器設置基準に基づきまして、橋梁の起終点部に４基設置したものでございます。 

一方、知清橋につきましては、豊秋橋と同様の設置基準に基づき、平成６年の完成時に合

計９基の道路照明灯を設置しておりますが、こちらは点検の結果、照明柱はすべて健全と判

断されましたので、９基とも今、残しておる状況でございます。これによりまして、２つの

橋梁の明るさに差が生じているということでございます。以上、愛媛県の方からご回答いた

だきましたので、答弁とさせていただきます。 

○１２番（下野安彦君） 議長。 

○議長（久保美博君） 下野安彦議員。 

○１２番（下野安彦君） はい。ありがとうございました。決して知清橋が、先程言いまし

たように明るすぎるから本数を減すというのではございませんので、県の方にもう一度、そ

れだけはしないように言ってくださいよ。ただ、どうしてあんなに明るいのと言われて、私

も答弁することができないので、町の管理もやはり、そういう基準でやっぱりあるんだろう

と思うんですけども、そこらも考えて。もう答弁いいです。１２時になりますから。あっち

が明るい、こっちが暗いじゃいうことがないように、基準に基づいて設置していただいたら
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と思います。これで終わります。ありがとうございました。 

○議長（久保美博君） 午前中の一般質問はここまでとし、休憩します。午後１時から再開

いたします。 

 

午前 １１時 ５９分 休憩 

 

午後  １時 ００分 再開 

 

○議長（久保美博君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

次に、城戸司議員の発言を許します。 

○１番（城戸司君） 議長。 

○議長（久保美博君） 城戸司議員。 

〔城戸司議員登壇〕 

○１番（城戸司君） １番、城戸です。通告に従い質問させていただきます。よろしくお

願いします。 

８月末に議会広報誌のクリニックがあり、研修に行ってきました。町民に読んでもらえ

るような紙面をと編集して参りましたが、今回は好評でアドバイスをもらうぐらいだった

ので、引き続き読んでもらえる、そして興味を持っていただけるような紙面づくりを目指

し、「広報うちこ」に負けないものにしていければと思っております。 

それでは質問に移っていきます。３月議会で、「内子町部活動地域移行推進連絡協議

会」が任期１年で設置され、８月３日に町のホームページに「学校部活動地域移行につい

て」がアップされました。内容を見てみるとですね、連絡協議会が３回開かれ、推進計画

（案）は令和５年１０月に策定予定と記載されており、直近では８月２５日に意見交換会

が開かれたと聞いております。部活動の地域移行は教員の働き方改革ということが目立っ

ているように感じておりますが、地方では生徒数が減少している中、子どもたちに今まで

通りの機会を確保するという意味合いが大きいのではないかと思います。また、地域クラ

ブで指導してもらうことにより、上位者の技術を実際に肌で感じ学ぶ機会は、これまでの

部活動以上の経験を積むことができるのではないかという期待の面もあります。 

それでは、１の（１）なんですが、内子町では、平日も含めた完全移行を国の定める期

限に限らず前倒しで行うという方針を以前に聞いたかと思います。１０月にまとめ、１２

月に最終調整と連絡協議会の計画でなっておりますが、完全移行の方針で進んでいるのか

確認したいと思います。 

○議長（久保美博君） 城戸司議員の質問に対して、理事者の答弁を求めます。 

○学校教育課長（亀岡秀俊君） 議長。 

○議長（久保美博君） 亀岡学校教育課長。 

〔亀岡秀俊学校教育課長登壇〕 
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○学校教育課長（亀岡秀俊君） はい。城戸議員の部活動地域移行の内子町の方針につい

てのご質問にお答えいたします。部活動地域移行につきましては、現在、「内子町部活動

地域移行推進連絡協議会」にて協議中でございます。国の示すガイドラインでは、休日の

部活動地域移行について、令和５年度から令和７年度までの３年間を改革推進期間と位置

付け、令和８年度から休日の部活動について地域移行を目指すこととしておりますが、内

子町における部活動地域移行の基本的な方針としては、令和８年度から、休日・平日共に

地域移行を目指すことを協議会の中で確認しております。以上、答弁とさせていただきま

す。 

○１番（城戸司君） 議長。 

○議長（久保美博君） 城戸司議員。 

○１番（城戸司君） 確認なんですけど、昨年確認したと思いますが、というか全協だっ

たか。その確認の中では、その時は国が令和６年か何かの指針だったんですが、それが令

和８年かなんかになったから、内子町も令和８年から休日も平日もという指針になったと

いうことでよろしいでしょうか。 

○学校教育課長（亀岡秀俊君） 議長。 

○議長（久保美博君） 亀岡学校教育課長。 

○学校教育課長（亀岡秀俊君） はい。当時からですね、私の認識では令和８年度という

ふうに認識しております。 

○１番（城戸司君） 議長。 

○議長（久保美博君） 城戸司議員。 

○１番（城戸司君） はい。ありがとうございます。 

それでは（２）に移っていきます。内子町の部活動地域移行の考え方に拠点校部活動を

想定とありますが、移動時間や手段などを考えると、校区外通学の話が出てくるのではな

いかと考えます。また、人気の部活動がある学校に人が集まり、学校間での人数差が生じ

ることにより統廃合の話になることも想定されますが、協議会や意見交換会でそういった

話はなかったのか伺います。 

○学校教育課長（亀岡秀俊君） 議長。 

○議長（久保美博君） 亀岡学校教育課長。 

〔亀岡秀俊学校教育課長登壇〕 

○学校教育課長（亀岡秀俊君） はい。城戸議員の「部活動の地域移行により、中学校の統

廃合、校区外通学の話が出てくるのではないか」についてのご質問にお答えいたします。８

月２５日に開催されました「内子町スポーツ協会に対する部活動地域移行の意見交換会」や、

また今年度開催しております「内子町部活動地域移行推進連絡協議会」において、具体的に

中学校の統廃合、また校区外通学についての話は出ておりません。地域移行と学校統廃合に

ついては関連する課題であるということは認識しておりますが、現時点で学校の統廃合と

部活動の地域移行については切り離して考える必要があり、学校の統廃合を含む内子町の
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教育改革については、今年度設置いたしました「内子町教育改革懇談会」の中で、今後協議

していくということになります。 

また、内子町における部活動地域移行の基本的な考えでは、現在の部活動の種目を減ら

すことなく地域移行することを基本としております。地域移行に伴い、種目ごとに拠点校

を設け、日々の練習など拠点校に出向き実施することになりますが、校区外通学をするの

ではなく、まずは部活動に参加するための移動手段の確保を検討することになると考えて

おります。以上、答弁とさせていただきます。 

○１番（城戸司君） 議長。 

○議長（久保美博君） 城戸司議員。 

○１番（城戸司君） それでは再質問なんですけど、令和４年の６月定例会で小・中学校の

統廃合について質問させていただきました。そこでですね、校区外通学の承認基準に「転居

による場合」、「家庭の事情による場合」、「教育的配慮による場合」があると答弁をいただき

ました。３つ目の「教育的配慮による場合」が今回の地域移行、学校部活動も学校教育の一

環とするのならば該当するのではないかと考えます。その答弁でですね、「大きな学校で学

ばせたいということを理由に校区外通学を認めたケースは今までないと認識している。」と

いうことでしたが、部活動で校区外通学は今後認めていくのかですね。 

 そしてですね、６月定例会の中で「教育委員会に申し出、教育委員会の定例会の中で審議

していくと思う。」という答弁をいただいていますが、仮に認める場合ですね、一つ、一つ、

１件、１件を毎回審議をするのか。そうすれば時間もかなりかかります。似たような条件で

可否の結果があればトラブルの元にもなると思いますし、仮に今後の話で認めていくので

あれば、一定の基準の制定やですね、柔軟な対応が求められるのではないかと思うんですが、

どういったお考えをお持ちでしょうか。 

○教育長（林純司君） 議長。 

○議長（久保美博君） 林教育長。 

○教育長（林純司君） 今、城戸議員のご質問、校区外通学ということではあったんです

けれども、教育委員会としましては、部活動の地域移行については、今４校中学校がござ

います。その４校があることを前提に、今、拠点校を中心としたいろんな案を作成してお

りますので、校区外通学ということは前提条件に考えておりません。以上です。 

○１番（城戸司君） 議長。 

○議長（久保美博君） 城戸司議員。 

○１番（城戸司君） はい。まだまだ、その運用が始まってもおりませんし、開始した時

にいろいろな意見、問題もあると思います。そういった時にですね、今回の私の質問のよ

うな柔軟な対応をしていただいて、生徒第一というかですね、該当者に不利益がないよう

な対応をしていただいたらと思います。 

これで次の質問、（３）の方に移っていきたいと思います。（３）ですね、例えばですが

内子中学校剣道部では、見学に来て未経験者が入部することがあります。拠点校というこ
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とであれば、その学校にない部活動は選択肢に入らず、未経験者が体験し選択する機会が

減るのではないかと考えます。 

東京オリンピックの数年前に小学生や中学生にスポーツ能力測定会を開催し、気づいて

いない優れた能力を発見し、向いているスポーツに出会えるといった記事かニュースを目

にしたということがあります。今年のインターハイの女子の自転車競技で愛媛の１年生が

入賞したというニュースがありました。その生徒はロッククライミングをやっていたとい

う記事だったかと記憶しておりますが、能力テストで自転車に向いているということで高

校から始めたということでした。８月のインターハイですから、初めて４ヶ月で全国大会

に出場し入賞ということに驚きもしました。今年は内子高校野球部が４１年ぶりにベスト

８で盛り上がりましたが、今後は様々な競技で内子町から世界で活躍するような選手が誕

生するかもしれません。内子町から大谷翔平選手や吉田沙保里選手のような選手が誕生す

れば、一気に町がにぎやかになると思います。 

もちろん、能力よりもやりたい競技をという個人の意見は尊重されるべきではあります

が、子どもたちの可能性を広げる意味でもスポーツ能力測定会を実施してはいかがでしょ

うか。 

○自治・学習課長（福見光生君） 議長。 

○議長（久保美博君） 福見自治・学習課長。 

〔福見光生自治・学習課長登壇〕 

○自治・学習課長（福見自治・学習課長） 城戸委員のご質問にお答えしたいと思いま

す。中学校における部活動地域移行については、内子町教育委員会が「部活動地域移行推

進連絡協議会」に諮問し、委員の皆さんに協議を行っていただいている段階でございま

す。協議会では種目等について、先程、学校教育課長がお答えしましたけども、基本的に

現在活動している部活動種目を継続して行えるよう話し合いがなされています。さらに、

競技主体ではなくスポーツを楽しむことを主体とした総合スポーツ部の新設や文化部門で

は美術部等の新設も検討されています。また、それらの活動場所については、町が準備し

たバスや自転車等を使用し、それぞれの拠点校等に集合をして実施する予定でございま

す。なお、部活動を選択する際には、今まで同様、体験入部等ができる体制をとれるよう

配慮していく必要があると考えております。 

次に、スポーツ能力測定会についてでございます。内子町におきましては、スポーツ能

力測定会を実施する予定はありません。その理由として、現在、愛媛県では副知事を本部

長に「愛媛県競技力向上対策本部」を設置し、スポーツ能力測定会と同様の趣旨に基づく

「えひめ愛顔のジュニアアスリート発掘事業」を実施していることがございます。これは

小学５年生から中学３年生を対象に、科学的知見に基づく様々な育成プログラムを実施す

る中で、スポーツの潜在的能力を有する子どもを発掘し、適性のある競技種目を見極める

とともに、年代別強化選手を目指せるよう才能の育成・強化を行うものでございます。内

子町におきましても、各学校を通じてパンフレットを配布しながら、同事業の周知を行
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い、事業への参加促進を図っているところでございます。以上、答弁とさせていただきま

す。 

○１番（城戸司君） 議長。 

○議長（久保美博君） 城戸司議員。 

○１番（城戸司君） スポーツ能力測定会に似たような愛媛県のということでですね、そう

いったものを活用していただくと、子どもの新たな可能性、選択肢が広がると思いますので

大変ありがたく思います。ちなみにですが、大洲市は２０１９年にスポーツ能力測定会を実

施しており、それが関係あるか分かりませんが、昨年ですね、大洲高校のカヌー部がインタ

ーハイで優勝。今回の部活動の地域移行の実証事業として１０月１日よりカヌー部の活動

が開始されるということですので、関係があるかは分かりませんが何らかの成果が出るの

ではないかと思いますので、前向きに、愛媛県のですね、ジュニアアスリート発掘の方をや

っていただいて、子どもの才能を開花していただきたいと思います。 

それでは、１の質問を終わりまして、２の方の質問に入っていきたいと思います。５月に

宜野座村から来町された際の話では、宜野座村ですね、出生率も高く、村民も増えていると

いうことでした。全国的に見ると宜野座村だけではないようですが、成功事例に学び、新た

に取り組むことというのはないでしょうか。 

また、宜野座村との姉妹町村提携５０周年事業で８月に宜野座村へ実際に行ってみて、活

気や雰囲気はどうだったのか伺いたいと思います。 

○町長（小野植正久君） 議長。 

○議長（久保美博君） 小野植町長。 

〔小野植正久町長登壇〕 

○町長（小野植正久君） 城戸議員のおっしゃる通り、宜野座村では人口が増加をしており

ますが、明確にどの取り組みによって増加しているということについてはですね、判断がで

きない状況でございますが、先程言いました８月２０日からですね、２２日にかけて、姉妹

町村提携５０周年記念事業ということで宜野座村を訪れさせていただきました。その時に

ですね、農業後継者等育成センターというところにもご案内をいただき、研修をさせていた

だきました。そこではですね、おおむね５０歳までの方で、宜野座村に住所を移し、かつ卒

業後は宜野座村で就農することを条件に研修生を受け入れて、県の普及員１名、それからＪ

Ａの指導員３名がですね、イチゴやマンゴー、パパイヤ、島とうがらし等の栽培技術のほか、

月に２、３回はですね、ファイナンシャルプランナーによる経営の指導などを行ってですね、

農業の担い手育成に努めているというようなことでございました。今後ですね、宜野座村担

当者と情報交換をしながらですね、町が取り組んでおります新規就農研修制度、町の方でも

ございますけれども新たに取り組みができる、そういう支援策があればですね、加えていき

たいと思っております。また、これは農業分野だけに限らずですね、宜野座村の取り組みの

中で人口減少対策などにおいて効果的な施策があれば、参考にしていきたいと考えており

ます。 
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○１番（城戸司君） 議長。 

○議長（久保美博君） 城戸司議員。 

○１番（城戸司君） 再質問なんですが、ネット。チャットＧＰＴ。これオープンＡＩの

チャットＧＰＴではなく、ちゃんとＧＰＴ４．０の言語を使っているところなんで、ネッ

ト上の情報を集約していただいて簡潔にまとめてくれるというところでちょっと調べてみ

たんですけど。人口減少対策というものを調べているとですね、そこの答えで確実なもの

というものはないが、子育て支援をしているところが人口出生率が上がっているというま

とめが出てきました。宜野座村も若者の移住、定住や子育て支援に力を入れて成功してい

るようです。結果のみで判断しますとですね、内子町は子育て支援がまだまだ足りないの

かなあということになるのではないかと考えます。高校生までの医療費無償化は大洲に住

んでいる方からうらやましがられましたが、大洲市も始めました。そこで新たな支援策が

必要ではないかと思いますが、何かお考えがあれば伺わせてください。 

○町長（小野植正久君） 議長。 

○議長（久保美博君） 小野植町長。 

○町長（小野植正久君） はい。宜野座へ行ってですね、いろんな状況がですね、私の町と

はですね、違う面もあるなというふうに感じております。そもそもですね、宜野座村。これ

は沖縄全体に言えることなんですが、非常に観光客が多いです。人口もですね、戦後から現

在１５０万人近くの県民が、沖縄の人口１５０万人近くなんですけれども、ずっと増えてい

るんですね。基本的にもうすべて増えています。戦後から２倍ぐらいになってまして、この

５０年でも５０万人ぐらい増えているわけですね、人口が。なので、この何年か前から増え

てきたとかそういう問題ではなくてですね、ずっと増えていると。それは何なんだろうとい

うことなんですが、空港もすごい観光客多いです。もう本当に、東京かというぐらいは多い

です。そういった方々、やっぱり沖縄に対する、何ていうんでしょう。憧れっていいますか。

景色もいいです。また気候もいいです。１０度を下がることは基本的にないということであ

りますし、皆さん沖縄に旅行に出かけておられます。そういう中でですね、やっぱりここに

移住してみたい。ここで生活してみたい。そういうものも私は多いと思います。そこへ訪れ

ているわけですからね。ですので、先程言いましたように、ずっとここ何年かの話ではなく

て、人口もどんどん今までも増えていると。だから宜野座に限らずですね、他の市町も村も

増えているという、そういう状況にあります。確かにですね、今の子育て支援。これは今、

もう進めています。これからもですね、いろんな子育て支援も進めていかなければならない。

これ子育てだけではないです。もちろんそれ以外のですね、しっかりとした農業であります

とか、いろんな産業の振興ですね。これも進めていかなければなりませんし、いろんなこと

を進めることによって移住者の方にも来ていただきたい。そういう町を、魅力ある町を作っ

ていかなければというふうに思っております。やっぱりですね、そういう中で私が思うのは

ですね。そういう中で、やっぱりいろんなことを宜野座に倣ってやればいいんですけれども、

最終的には、やっぱり財政的な問題があると思うんです。いろんなものを全て、例えば高校
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までは一切お金が要らないと。そういう支援を全部やるということになれば、それはどこま

でそれが効果があるかは分かりませんが、でもそれをやろうとすればですね、継続的にずっ

と経費が相当かかるわけですね。沖縄の場合にはですね、ご存知のように米軍基地がありま

す。そんなことでもですね、いろんな制度もあります。また、いろんな財政的なものもござ

います。なので、一概にですね、全てそれを持ってくることはですね、これは一緒に研修を

参加いただきました、議長さん、あるいは副議長さんも感じられたことではないかなという

ふうに思いますが、参考になるものはですね、先程言いましたように、やっぱり町もですね、

そういうところは取り組んでですね、やっていきたいと思いますが、そこで全部やっている

からそれを全部町でやったらどうかというようなことについてはですね、非常に中身を見

てみないとですね。これからそれを見ていきますけれども、そういうことも参考にはさせて

いただきながらですね、政策として取り組んでいきたいなというふうには思っております。 

○１番（城戸司君） 議長。 

○議長（久保美博君） 城戸司議員。 

○１番（城戸司君） ありがとうございます。確かにですね、沖縄はやっぱり全国的に、

夏は北海道、冬は沖縄と言われるような環境の良さとかがあって観光客も行くと思うん

で、条件は一概には言えないと思います。 

次、（２）の方なんですけど、全国的に見ると沖縄は好条件かもしれないんですけど、愛

媛県内で見ると、内子の立地条件というものは悪くないのではないかっていうところを感

じております。車で内子インターから松山インターまで約３０分。内子インターから松山空

港まで約４０分と立地条件悪くないと感じますが、ですからですね、県外の方が旅行雑誌や

県内の情報誌を見て調べた時に南予に内子が入っており、松山周辺で調べた時にはですね、

旅行や移住先として選ばれない、選択に入らないということも考えられると思います。県の

南予地方局も実際に宇和島にあり、行政の南予の集まりなんかはですね、宇和島で開催する

ことが多いように感じております。宇和島と松山では、内子町から見るとですね、松山の方

が近く、内子は中予だと言ってもいいのではないかとさえ感じております。国土交通省が取

り組んでいる「コンパクト・プラス・ネットワークのモデル都市」に松山が取り上げられて

おり、ＪＲ松山駅周辺の開発や松山市駅の周辺の開発も、その関係で予算がおりているよう

であります。今後もですね、松山がコンパクトシティとして整備されるであろうと考えると、

松山の郊外として内子をアピールしていくのが最善のように思えるのですが、この松山が

今後手を入れて開発されるというところで、もう立地条件、中予に近いよ、実際にはもう内

子は中予ですよ、松山の郊外ですよというところを生かしてはいかがでしょうか。 

○町長（小野植正久君） 議長。 

○議長（久保美博君） 小野植町長。 

〔小野植正久町長登壇〕 

○町長（小野植正久君） ご質問の、立地条件を地理的な条件と捉え、その上で人口減少

対策として移住対策の観点から答弁をさせていただきます。 
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内子町は、県と松山市から約４０ｋｍ、高速道路やＪＲなどで約３０分であり、地理的

な立地条件については比較的に恵まれていると考えております。こうした立地条件につき

ましては、日常の移住相談や首都圏での移住フェア等における移住相談の中で、県都松山

市からの距離感や隣町の大洲市からの距離感など、地理的要因として内子町へ移住する場

合の強みと捉え、相談者にお知らせをしています。その他、子育て環境や教育環境、交

通、住居、仕事、病院、気候、食など、相談者が求められるあらゆる情報などについても

併せてお伝えをしているところであります。しかしながら、移住希望者が求める立地条件

の良し悪しや価値観がそれぞれ違いますので、今後も相談者が求める移住について丁寧に

聞き取り相談を行う中で、地理的要因も含め、内子町のまちづくりに共感していただける

移住者を獲得したいと考えております。 

○１番（城戸司君） 議長。 

○議長（久保美博君） 城戸司議員。 

○１番（城戸司君） はい。従来のやり方で人が増えないんだったら、あの手この手を使っ

て。長いものに巻かれろというわけじゃないんですけど、利用できるものは最大限利用し、

内子町の住民を増やしていっていただければと思います。 

冒頭で研修に行った話をさせていただきましたが、その研修の２日目にですね、双日の方

で高畑誠一さん。もう彼、向こうの方では高畑（たかはた）さんと名乗っておるようなんで

すが、その方について学んで参りました。そこでですね、内子町出身の偉人であり、担当者

の方からは、ＮＨＫの朝の連続テレビドラマ小説になってもおかしくないような人物であ

るということでした。その帰ってから２日後ぐらいにですね、インスタグラムで、１区の衆

議院議員さんのインスタでですね、西条市が十河さん。朝ドラ誘致をしようと動いておりま

す。電子署名に協力してくださいというのが上がってきました。なので、内子町もそういっ

た取り組みで朝ドラを誘致していただければ、そういう松山の立地条件だけではなくてで

すね、内子にもちょっと興味を引いてもらうような材料としてのポテンシャルを秘めてお

るものがあります。ただ古い町並みや建物を残すだけではなくですね、当時の時代背景や人

物も併せて伝え残すことが意味のある保存ではないかと感じましたので、高畑さんについ

て学んだことはこの場でちょっと伝えきれないので、委員会報告や議会だよりに載せたい

と思いますが、読んでいただければと思います。そういった点も含めて、今後もっともっと

町をアピールしていただき、いろんな面、多方面から町を活性させていただければと思い、

私の質問を終わらせていただきたいと思います。よろしくお願いいたします。ありがとうご

ざいました。 

○議長（久保美博君） 次に、関根律之議員の発言を許します。 

○３番（関根律之君） 議長。 

○議長（久保美博君） 関根律之議員。 

〔関根律之議員登壇〕 

○３番（関根律之君） はい。３番、関根律之です。通告に従って一般質問をさせていただ
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きます。 

今年の夏の高校野球ですけども、ふさふさヘアの慶應ボーイの活躍が話題になりました。

野球部の森林監督の指導法にも注目が集まりましたが、一言で言えば、生徒たちが自分で判

断する、自己決定を大事にしているということだったのではないでしょうか。簡単なようで

いて、なかなか教育現場ではそういった自分で判断するということが難しいのかなという

ふうに感じました。 

日本財団が、２０２２年に、日本、アメリカ、イギリス、中国、インドの１８歳程度の若

者を対象にした国や社会に対する意識調査があります。その中で、「自分には誇れる個性が

ある」「他人から必要とされている」「人生に目標や方向性がある」など、自身の将来や目標

についての質問で、ほぼすべての項目で日本は６カ国中最下位でした。また、「自分は大人

だと思う」「責任ある社会の一員だと思う」「自分の行動で国や社会を変えられると思う」な

ど、自身と社会との関わりについての設問でも、他国を引き離して最下位です。また、内閣

府が「日本の若者の意識の現状」として２０１８年に行った国際比較調査では、「自分自身

に満足している」に「そう思う/どちらかといえばそう思う」と回答した割合は主要７カ国

で最も低く、４５％となっています。これらの調査結果から、日本の若者が自己効力感、自

己肯定感が他国に比べてとても低いことがわかります。 

「人権」とは何でしょうか。広辞苑の定義によれば「人間が生来持っている生命、自由、

平等などに関する権利。基本的人権。」とされます。そして、この権利を社会全体で守り、

尊重することによって、より多くの人々が平和に、そして自由に暮らせる社会が築かれると

されます。そして、そのためには人々の人権意識を高めることが必要とされ、人権啓発・人

権教育が行われています。 

人権教育と聞くと、多くの人がイメージとして思い浮かぶのは、「思いやり。人に優しく。

いたわりの心をもって。差別はいけない。」などという言葉ではないでしょうか。しかし、

他人に対してこういう意識を持とうということはあっても、自分、あるいは自分たち自身の

権利主張に対しては、わがままやエゴだろうと思われるのではないかという否定的な感情

があり、何を言っても無駄というような社会に対する無力感に繋がっている側面もあるの

ではないでしょうか。そうした意識が強くなってしまうことが、さっきのような他国に比べ

て自己効力感が低い調査結果が導かれる要因になっているのかもしれません。 

今回の一般質問ではそんなことを念頭に置きながら、日本の、そして内子町の人権教育の

あり方はどうなのか、あるべき方向性について考えていきたいと思います。 

１番目、人権同和教育。令和５年度内子町人権・同和教育基本方針では、「人権尊重のま

ちづくり人権教育・啓発推進計画」で今年度の重要課題としている「同和問題、子ども・女

性・高齢者の人権侵害、性的指向、性自認（ＳＯＧＩ）の人権」について重点的に取り組む

としています。（１）今年度の重点課題である「子どもの人権侵害」について、具体的にど

のような取り組みが行われていますでしょうか。 

○議長（久保美博君） 関根律之議員の質問に対して、理事者の答弁を求めます。 
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○自治・学習課長（福見光生君） 議長。 

○議長（久保美博君） 福見自治・学習課長。 

〔福見光生自治・学習課長登壇〕 

○自治・学習課長（福見光生君） はい。関根議員のご質問にお答えしたらというふうに思

います。 

全国的に子どもを取り巻く環境は、核家族化、地域の人間関係の希薄化、一人親世帯の増

加など、大きく変化をしております。一方、育児放棄、子育ての不安からくる虐待などの問

題が増えたとともに、学校では、いじめ・不登校などの問題も抱えております。内子町では、

令和４年４月に策定した「第５期人権尊重のまちづくり人権教育・啓発推進計画」に基づき、

子どもも大人と同じ独立した人格を持つ権利の主体として捉え、子どもの人権尊重やその

擁護に向けて取り組んでいるところでございます。 

そのような中、学校では日常的に、教育全般で人権に関わる学習に取り組んでおり、個性

の尊重といじめや差別を許さない集団づくりや、児童の悩みに寄り添い周囲との人間関係

に配慮するとともに、個人情報の保護に最大限努めております。 

令和５年度に学校等が取り組んでいる事業として、７月に天神小学校の地区懇談会にお

いて、保護者、自治会、民生児童委員が集まり、子どもに関する人権侵害であるヤングケア

ラー、いじめ等について意見交換の場をもちました。また１２月には、大瀬地区で地域住民

と学校が連携して「大瀬地区人権まつり」を開催し、地域内を挙げて人権課題について学習

する機会も計画されております。その他、内子町人権教育協議会では、「地域ぐるみ人権・

同和教育学習会」の指導者向けの研修会である「人権・同和教育リーダー研修会」を、「子

どもの人権侵害防止」をテーマに開催予定で、その学びを各種学習会に繋げていきたいと考

えております。 

さらに、児童虐待対策につきましては、「内子町要保護児童対策及びＤＶ防止対策地域協

議会」代表者会を開催し、児童相談所や警察署及び八幡浜保健所等と現状報告や意見交換を

行い、互いの情報交換や情報の共有を図っているところでございます。以上、答弁とさせて

いただきます。 

○３番（関根律之君） 議長。 

○議長（久保美博君） 関根律之議員。 

○３番（関根律之君） はい。丁寧に答弁いただきましてありがとうございました。ここで、

基本方針でその重要課題、同和問題と子ども・女性・高齢者の人権侵害。そして性的指向、

性自認は人権となっているんですけれども、ここで、なぜ子ども・女性・高齢者は人権侵害

で、性的指向、性自認の方は人権となっているんでしょうか。先程、答弁にありました育児

放棄、虐待、いじめ。非常に重大な問題で、これ全国的にも話題になっていて、その対策を

行政もしっかりやられているということは承知しています。一方でですね、その侵害ってい

う言葉があまりにも強すぎてですね、人権侵害までには至らないけれども、その間。０か１

００かの間の人権が軽視されている。尊重の度合いが低いのではないかというところに、目
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がいきにくくなっているのではないかというのが私の問題意識としてあるんですけれども。

そのような、ちょっと私の問題意識について、どうお感じになりますか。基本方針に人権侵

害というふうに取り上げていることについて。お願いします。 

○自治・学習課長（福見光生君） 議長。 

○議長（福見光生君） 福見自治・学習課長。 

○自治・学習課長（福見光生君） はい。関根議員さんのご質問にお答えしたらと思います。

人権侵害についてのご質問だったというふうに思っています。人権侵害につきましては、人

それぞれ捉え方が違うのではないかと思いますし、人権侵害そのものというのは、人がその

地域、その社会においてどれだけ過ごしやすくしていくのか。そういう自分が生きていくに

あたって、どう住みやすく、生活していくのかということだと思います。それを侵されたこ

とが人権侵害であるんではないかなというふうに、私は理解をしております。その捉え方で、

女性、子ども等もありますけれども、人権侵害についても、その観点からそういう人権侵害

の考え方があるのかなというふうに考えておるところでございます。以上でございます。 

○３番（関根律之君） 議長。 

○議長（久保美博君） 関根律之議員。 

○３番（関根律之君） すいません。なかなか答えにくいことではないかなと思いましたが、

質問をさせていただきました。 

さて、次ですけれども、人権侵害ではなくて、人権となっている「性的指向、性自認（Ｓ

ＯＧＩ）の人権」について、具体的にどのような取り組みが行われていますか。 

○自治・学習課長（福見光生君） 議長。 

○議長（久保美博君） 福見自治・学習課長。 

〔福見光生自治・学習課長登壇〕 

○自治・学習課長（福見光生君） はい。内子町では、人権教育・啓発事業として、これま

でにも「性的指向・性自認」をテーマにした学習会を「地域ぐるみ人権・同和教育学習会」

などで開催をしております。令和５年度におきましては、行政職員や教職員などを対象とし

た「人権・同和教育夏季研修会」を７月２８日に開催し、Ｌｉｋｅ ｍｙｓｅｌｆ代表の前

田良氏を招聘して講演会を行っていただきました。前田氏からは、性同一性障害を乗り越え、

自分らしく生きられるようになるまでの経験を話され「人権課題に関して、まずは知り、関

心を持つことが大切である」と改めて学ぶことができました。今後の取り組みといたしまし

ては、五十崎自治センターで行っている「あけぼの人権学習会」や内子自治センター管内で

の「地域ぐるみ人権・同和教育学習会」、参川福祉会の「人権学習会」などで学習会を計画

しております。 

また、学校におきましても、性的指向・性自認に関する理解を深めるため、適宜教職員研

修を実施し、児童生徒への適切な指導・支援に努めています。性的マイノリティ者への合理

的な範囲といたしましては、性別を記載することに苦痛を感じる方もおられますので、行政

文書の性別記載欄について、可能なものを廃止するよう今年度中に見直しを実施をいたし
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ます。 

その他、現在、パートナーシップ制度の導入に向け、すでに取り組んでいる自治体の視察

を行い、事業内容の検討を行っています。以上、答弁とさせていただきます。 

○３番（関根律之君） 議長。 

○議長（久保美博君） 関根律之議員。 

○３番（関根律之君） はい。学習会なども、性的マイノリティについて理解を深める取り

組みが始まっているということが分かりました。そうですね。自治体による同性パートナー

シップ制度というのも検討されているということなんですが、もうこれ全国の人口の７割

を占める自治体でも制度化されているっていうことで、残りの３割の自治体も、もうそれは

考えないといけないということもあると思うんですけれども。この同性パートナーシップ

制度っていうことより先にですね、私はもっと先に性的マイノリティの存在と人権につい

てしっかりと周知・啓発をすることが先ではないかと思うんです。研修等で学んでいるとい

うこともありましたけれども、もうすでにたくさんの情報が著書であるとか、そういうもの

が出ているんですね。私、取り組みとして素晴らしいなと思うのが、兵庫県明石市で行われ

ている、こういったＬＧＢＴＱの理解に対する啓発活動ではないかと思います。非常にしっ

かりとした取り組みを多岐に渡って行っていまして、その中のひとつで「ソジとも」ってい

うのがあるんですけど、先程のＳＯＧＩ。性的指向・性自認のソジですね。「ソジとも」、友

達。まあ、いわゆる性的マイノリティに対する理解を深めるために講習を受けて、そういう

人たちに気持ちとして寄り添いたいというふうな、そういう方を増やしていこうという取

り組みですね。バッジみたいなのをつけて、そういう理解のある人を増やしましょうという

取り組みです。趣旨としては、認知症サポーターなんかと似ているんじゃないかと私は思う

んですけれども。認知症サポーターなんかはね、内子町でも積極的に取り組んでいると思い

ますけども、そういう取り組みなんかも非常に参考になるんではないかと思います。それで、

パートナーシップ制度をいろいろ考えられているということですけれども、ファミリーシ

ップ制度っていうのをご承知かなと思うんですけど、同性パートナーを認めるだけではな

くて、例えば同性パートナーと一緒に住む子どもを含めた家族関係ですね。ファミリーシッ

プ。それから事実婚の異性カップル。それから、遺産相続のことなどが気にかかって結婚に

は踏み切れない高齢者の異性カップルとか。そういう、何か様々な形が今あるみたいなんで

すよね。そういうファミリーシップというようなものも認定するというのが、同性パートナ

ーシップだけよりはより良いのではないかと思います。ファミリーシップ制度について、考

えておられるのかどうか伺います。 

○住民課長（上山淳一君） 議長。 

○議長（久保美博君） 住民課長。 

○住民課長（上山淳一君） はい。ただ今の質問にお答えをさせていただきます。議員さん

言われたようにですね、ファミリーシップ制度であったり、また事実婚の方。そういった方

にもですね、利用できるような制度というのが望ましいと考えておりまして、そういったこ
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とも含めて検討をしております。そうすることによってですね、性的マイノリティの方もで

すね、この制度を利用しやすくなると考えておりますので、そういったことも含めて、今現

在、検討をしています。 

○３番（関根律之君） 議長。 

○議長（久保美博君） 関根律之議員。 

○３番（関根律之君） いろいろ考えておられるようで良かったと思います。そうですね。

あと、担当者というのが、もしそういうことが進んでいくときに考えられると思うんですけ

れども、可能であれば、そのＬＧＢＴＱの担当者、当事者というのが望ましいとは思うんで

すけれども、なかなか本人がそういうことをされるというのは難しいかもしれません。その

時に、やはり理解がその次に近い人というと、その当事者の家族であるとか、それとかＮＰ

Ｏでこういった活動をされている方とかっていうのを専従でなくてもですね、短い時間と

かでもそういう担当者を１人置いておくと。ＬＧＢＴＱ推進担当みたいなことで、そういっ

た考えが大事ではないかと思うんですけれども、そういったお考えについていかがでしょ

うか。 

○住民課長（上山淳一君） 議長。 

○議長（久保美博君） 上山住民課長。 

○住民課長（上山淳一君） はい。今、議員さんご指摘の通り、そういったＬＧＢＴ当事者

の方のご意見というのを伺うっていうことは非常に大切なことだと思っておりますので。

当事者の方からご意見を伺うことはできないかもしれません。その場合には、ＬＧＢＴの方

の支援を行っているような団体、そういったところにですね、ご意見を伺いながら検討して

いきたいというふうに思っております。また、こういう制度を導入した時にですね、ＬＧＢ

Ｔの方の相談、そういったことがですね、対応できるような何か支援策を考えていかなけれ

ばならないかなというふうに考えております。 

○３番（関根律之君） 議長。 

○議長（久保美博君） 関根律之委員。 

○３番（関根律之君） 次に移ります。人権・同和教育の今後の課題として「人権問題を自

分の課題として捉えることが必要」とされますが、具体的にどのような施策等が検討されて

いますでしょうか。 

○自治・学習課長（福見光生君） 議長。 

○議長（久保美博君） 福見自治・学習課長。 

○自治・学習課長（福見光生君） 議員ご指摘の通り「自分の課題として捉える」ことは、

人権問題の解決において非常に重要なことだと考えております。そして、自分の課題として

捉えるためには、身近な人権問題に気づく人権感覚を磨くこと。また、人権問題に興味関心

を持ち、理解することが何より必要だと思います。 

令和３年度に実施した「人権問題に関する町民意識調査」では、人権問題に関する学習会

等に参加した経験がない人よりある人の方が、また参加回数が多い人の方がより人権問題
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に関して理解を深め、人権侵害の認知度が高まり、差別に直面した時に解決に向けた行動が

できることが明らかになっております。こうしたことから、自治会などを訪問して行う地域

ぐるみ人権・同和教育学習会や各種研修会、研究大会などを継続的に実施して参ります。ま

た、学習会や研修会をより自分の課題として捉えることができるような内容にしていくこ

とも必要だと考えております。そのため、差別を受けた経験のある方からお話を伺ったり、

差別解消に向けた取り組みを実践しておられる方の生き方に学ぶなど、差別の現実に深く

学ぶ工夫を行って参ります。 

去る７月１２日から１３日にかけて行われた四国地区人権教育研究大会などでは、差別

の現実に向き合い懸命に学び、差別をなくすために活動している皆さんの姿に触れること

ができました。こういう大きな機会を通して、自らの生き方を変えていくことができる自分

づくりができるよう、その礎として内子町の人権・同和教育を充実させて参ります。 

以上、答弁とさせていただきます。 

○３番（関根律之君） 議長。 

○議長（久保美博君） 関根律之議員。 

○３番（関根律之君） はい。人権に対する町民意識調査、私もしっかり見させていただい

ています。大事なことだと思います。そういう意識調査をして、浸透度合いがどうなのかと

いうことは大事なことだと思います。その中で、今、答弁の中でやっぱり学習会等に参加し

た方の方がより人権に対する意識が高いというような結果も出ているということですけれ

ども、それはそうだと思うんですけど。私がちょっと見ていて気になったのは、同和問題に

対する関心というところの項目で年代別に回答を出しているんですけど、２０代、３０代が

他の年代に比べて低いんですね、関心が。差別があると思うかという設問に対して、「ある」

という回答が低くて、「分からない」という回答が多い。これは、人権教育を一般の人より

は学校等でやっているはずの一番近い２０代、３０代が、そういう結果が出たということは、

先程言った自分事として捉えられていないんではないかという疑問にも繋がるんですけれ

ども。その辺り、どうしてなんでしょうかね。ちょっと答弁いただけますか。 

○自治・学習課長（福見光生君） 議長。 

○議長（久保美博君） 福見自治・学習課長。 

○自治・学習課長（福見光生君） 同和問題に関してですね、自分事と捉えられていないと

いうようなことだと思うんですけども、次のご質問の中にも関連するかもいたしませんけ

れども、やはりですね、実態的差別っていうのが今減少していると。これは同和教育が進ん

だことによっての成果ではあるんですけども、いわゆる心理的差別。これは残っていること

でございますから、見えにくくなったということでございますけれども、実はインターネッ

トを見てみますと卑劣な書き込みなどもございます。そういう点を踏まえると、心理的差別

っていうのは今も残っているのが現実でありまして、これを思いますとしっかりとですね、

子どもたち、若年層に向けてもですね、この同和教育に対してですね、しっかりと学びを広

げていかなきゃならないなというふうには思っております。 
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○３番（関根律之君） 議長。 

○議長（久保美博君） 関根律之委員。 

○３番（関根律之君） 自分事として捉えるっていうのは、非常にやっぱり簡単なことでは

ないということは、私も思います。ただですね、この間、人権教育。町が主催する学習会、

映画会とか、たくさんいろんな機会が設けられているのはいいと思うんですけど、私も会に

何度か参加させていただいて感じるのは、そういった大事だっていうような理念を教える、 

伝えるということには一生懸命なんですけど、受け取った側がどう感じているかっていう

のをフィードバックするという機会があまりにも少ないんじゃないかと。例えば講演会み

たいなもので、優れた講演会みたいなものは、例えば９０分の時間があったら６０分が講演

で３０分間質疑応答みたいな形になっているのが多いんですよ。ご承知だと思うんですけ

どね。そういった質疑応答、自分は質問できなくても、できる人がした質問を聞いてそうい

う観点から質問もあったかということで理解が深まるっていうことはあると思うんですよ

ね。内子町の講演会みたいなので、そういうのはあまり見たことがない。質問が活発になる

ような講演会。それは、なかなか県民性、町民性みたいなこともあるとは思うんですけど、

あとは、やっぱりそういった形式だけじゃなくて、もっとワークショップ形式みたいな。な

かなか自分の意見を言ってくださいって、こういうところで手を挙げてくださいって言っ

ても、なかなか難しいんですよね。普通の人には。だから、多くても１０人ぐらいのテーブ

ルで、中に１人ファシリテーターみたいな方になっていただいて、司会進行役がいてどうで

すかみたいに引き出す。そういうやり方をやっぱり考えていくってことが、やっぱり理解を

深めるためには必要なことではないかと思うんですけれども。それにはなかなか、今までの

指導を行ってきた人たちだけでは、やっぱりちょっと難しいという面があると思いますし、

やっぱり外部でそういったことを実践されている方。人権教育にしろ、そういうワークショ

ップ形式で理解を深めるための様々な取り組み。人口が多いところでは、そんなところも取

り組みやっているところもありますよ。そういうことを取り入れていくということが大事

ではないかと私は思うんですけれども。答弁、どなたかいただけますか。 

○自治・学習課長（福見光生君） 議長。 

○議長（久保美博君） 福見自治・学習課長。 

○自治・学習課長（福見光生君） はい。小グループの学習会、意見交換会が、学習会の中

で取れてないんではないかというようなご質問だったかと理解をいたしました。県の大会、

「南予地区人権・同和教育研究協議会」等の大会におきましては、各報告の後に小グループ

になり、意見交換を求めたような会もございます。内子町内におきましては、五十崎自治セ

ンター管内の訪問人権学習会においては、各種映画を見た後でありますとか、講演を聞いた

後、その後にはですね、小グループになり、職員等が、指導者等がですね、中心になり、小

グループになった後に意見交換をやっておりまして、それを大勢の方に返していくという

ような学習方法も実際にやっております。これを倣いながら、他の自治センターにおきまし

ても、今後広げていくようにさせていただいたらなというふうに考えております。以上でご
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ざいます。 

○３番（関根律之君） 議長。 

○議長（久保美博君） 関根律之委員。 

○３番（関根律之君） はい。なかなかそういう作業は骨が折れる部分もあると思うんです

けれども、やはり理解を深めるために、ただ講演を、伝えたいことを伝えるということだけ

じゃなくて、フィードバックっていうことを大事にすることを今後も検討して進めていた

だけたらと思います。 

次に移ります。人権教育が「同和問題をはじめとする」課題解決解消として強調されるこ

とで、人権課題を現在の自分ごととして捉えることが難しくなっているところはないでし

ょうか。同和問題をしっかりと取り扱うことを継続しつつも、様々な人権課題に取り組みや

すくするために、学校教育では「人権・同和教育」という表題は「人権教育」に、基本方針

などの「同和問題をはじめとする」は、「同和問題や」などの表現に変更していくのが望ま

しいのではないでしょうか。 

○自治・学習課長（福見光生君） 議長。 

○議長（久保美博君） 福見自治・学習課長。 

〔福見光生自治・学習課長登壇〕 

○自治・学習課長（福見光生君） 長年にわたる同和教育の成果として、先程も申しました

けれども、同和問題に対してあからさまな実態的差別は減少いたしました。これが、同和問

題が見えなくなったと言われる所以かもしれません。しかしながら、インターネット上の人

権侵害などを見るにつけ、心理的な差別が減少したとは言いがたい現実がございます。残念

なことでありますが、同和問題は今の私たちの問題と言わざるをえません。その中において

も、これまで同和教育は「差別の現実に学ぶ」「被差別の側に立ちきる」という問題に向き

合う姿勢や「知的理解を進め人権感覚を向上させる」こと、そしてそこから「自分の人権を

守り、他人の人権を守る意識や意欲や態度を育て」「差別をなくする実践的な行動につなげ

ていく」という問題解決の手法など、様々な成果を築いて参りました。様々な人権問題には

それぞれの固有性もありますが、共通している部分も非常に多いことから、こうした同和教

育を生み出した成果を様々な人権問題の解決に活かしていくことが有効であり、重要だと

思っております。こうしたことから、平成２８年になって「部落差別の解消の推進に関する

法律」が施行されたことの意味も含め、今後においても同和教育を人権教育の中心に据えて

問題解決、差別解消に向けた取り組みを進めて参ります。以上、答弁とさせていただきます。 

○３番（関根律之君） 議長。 

○議長（久保美博君） 関根律之議員。 

○３番（関根律之君） はい。担当者として、同和問題は非常に大事だというお気持ちは十

分伝わってきましたし、私も同和問題を軽視しているとか、もう扱う時間を少なくせよとか、

そういうことを言っているのでは全くありません。自分事として捉えるっていうことにつ

いて、やっぱり同和問題の今までの教育のあり方っていうのは、やっぱり浸透しにくいので
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はないかっていうことを強く思うんですよね。例えば、平和問題っていうのもちょっと似た

ようなところがあるかなというふうに感じるところがあるんですけど、平和問題。平和は大

事に決まってますよ。悲惨な広島の現実。長崎のそういう悲惨な戦争体験みたいなことをた

くさん伝えれば、それが平和の心が育つというわけではないと思うんですよ。単純に。そう

いうことを教えていくのも大事ですけれども、なぜそれが起きたのかっていう背景を伝え

ていくっていうことが大事なんで。だから、人権問題の中の同和問題という、非常にかつて

ひどいことがあったということを教えていくということは続ける。続けつつも、今起きてい

る様々な人権課題っていうのはあるわけですよね。人権侵害とまでいかなくても、女性だっ

て賃金格差の問題とかいろいろありますよ。言い出すときりがないんで。そういうことに、

人権・同和っていう、一緒にくっつくことによって、同和問題をはじめとするっていうこと

によって、その他の課題が薄まってしまうんじゃないかってことを言っているんです。教育

長、答弁いただけますか。 

○教育長（林純司君） 議長。 

○議長（久保美博君） 林教育長。 

○教育長（林純司君） 答弁としましては、先程福見課長が申し上げた内容になってしまう

んですけれども。やっぱり同和問題っていうのは、日本社会の歴史的な発展の中で身分差別

が生まれ、そのために一定の方がですね、長い期間にわたりいろんな苦労をされてきた。そ

れでですね、これやっぱり日本固有の問題でもあるということで、国もですね、かなり早く

から、昭和４４年の特別措置法からですね、取り組んできた国民的課題であるということは

間違いないです。またそれを国、行政がですね、やっぱり部落問題を解決しようといろんな

形で取り組んできた成果というのはですね、やっぱり今も活きていますし、その成果を他の

やはり人権問題に応用していくということは、行政としてもいい方向ではないかと思いま

すし、やはり同和問題を中心に据えるということはですね、そういう意味合いがあるという

ことでですね。議員さんの言われる趣旨も分からないわけではないんですけれども。こうい

った形で、今後も内子町は人権問題の中で同和問題を中心に据えながら、取り組んでいきた

いというふうに考えております。以上です。 

○３番（関根律之君） 議長。 

○議長（久保美博君） 関根律之議員。 

○３番（関根律之君） はい。なかなか答弁難しいと思います。ありがとうございます。た

だ、やはり伝えたいことを伝えるということだけではなくて、受け取る側がどうなのかって

いうことをしっかりもっと聞いていただきたいと思いますんで、伝わっていなければ意味

がないことなんで。課題としてちょっと今後も検討、研究をしていただけたらと思います。 

次に移ります。こども基本法による「子どもの意見尊重と最善の利益」の理念を踏まえ、

人権教育のあり方にも、子どもや子育て当事者の意見を聞き、今後の政策に反映していくこ

とが必要ではないでしょうか。 

○こども支援課長（山本勝利君） 議長。 
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○議長（久保美博君） 山本こども支援課長。 

〔山本勝利こども支援課長登壇〕 

○こども支援課長（山本勝利君） 関根議員のご質問にお答えいたします。こども基本法の

基本理念であります「子どもの意見尊重と最善の利益等」の実現のために、子どもや子育て

当事者の意見を政策に反映することは、とても重要なことでございます。こども基本法の趣

旨に則りまして、あらゆる場で、またあらゆる機会を通じて、そういった子どもや子育て当

事者の意見を聴取させていただきながら、今後の内子町の進めます人権教育のあり方につ

いて探って参りたいと考えております。以上、答弁とさせていただきます。 

○３番（関根律之君） 議長。 

○議長（久保美博君） 関根律之議員。 

○３番（関根律之君） 私、何度もこのこども基本法関連の質問をしていますので、あんま

り今回はしつこく言いません。重要ということは認識されて、今後検討していくという。こ

れまでもそういう答弁だったんですけども、やはり自分たちだけで、行政、今までの人間だ

けでやるというのは、かなりやっぱり難しい面があると思いますんで、そういったやっぱり

外部からですね、専門家等、子どもの意見を聞き出すということをどういうふうにやったら

いいのかという。まあＮＰＯ等ですね、いると思いますので、ぜひそういうところと連携し

て進めていただけたらと思います。 

子どもの人権と性教育についてです。特に思春期の子どもにとって深刻な人権侵害のひ

とつに、いじめのほか、性による被害・加害があります。具体的には、本人のプライベート

な場所を触られるなどの性暴力を含め、予期せぬ妊娠の被害者や加害者になってしまうな

どで、心身に一生の傷を負ってしまうこともあります。 

性教育に長年携わってきた『おうち性教育はじめます』の著者、村瀬幸治氏によれば、性

教育は生殖にまつわることだけでなく、いのちとからだ、健康の学問とされます。「包括的

性教育」は、人間関係や性の多様性、ジェンダー平等、幸福など幅広いテーマを含む教育と

され、国連教育科学文化機関ユネスコの「国際セクシュアリティ教育ガイダンス」は性教育

の国際的な指針となっています。一方で、日本の学校での性教育の主な内容は、思春期の体

の変化、妊娠・生命の誕生、性感染症などに限られ、時間も短く不十分と指摘する声は多い

です。先に紹介した性教育研究に長年携わってきた村瀬氏の著書によると、今の子どもたち

が何から性情報を得るかという問いに対して、トップはインターネット、次に友人や交際相

手とし、その友人や交際相手の情報源は、インターネットのアダルトサイトやアダルト動画

であることがほとんどだといいます。アダルト動画などは、男性本位の支配や暴力的な表現

が多く、これによってゆがんだ人間観が育まれてしまうとしています。一方で、思春期にな

ってから、親から子に性の話をすることは極めて難しいという実態があります。 

（１）子どもの性被害・性加害という重大な人権侵害を防ぐため、行政や保護者などが主

導して外部専門家等による性教育の特別事業などが行われている学校もあります。また、性

に関する正しい知識の普及のため、性教育に関する著書やインターネットでの情報サイト、
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困ったときの相談先の周知など、教育委員会として取り組みを強化することを検討できな

いでしょうか。 

○学校教育課長（亀岡秀俊君） 議長。 

○議長（久保美博君） 亀岡学校教育課長。 

〔亀岡秀俊学校教育課長登壇〕 

○学校教育課長（亀岡秀俊君） はい。関根議員の外部専門家等による性教育の特別事業の

実施、また困ったときの相談先の周知など、取り組みの強化の検討についてのご質問にお答

えいたします。 

学校における性に関する指導は、学習指導要領に基づき、児童生徒が性に関して正しく理

解し、適切に行動をとれるようにすることを目的に実施されております。性に関する教育は、

課題は様々であり、デリケートな部分もあることから、発達段階に応じて取り組む必要がご

ざいます。町内の各学校においては、性教育についての取り組みの１例として性教育参観日

を実施し、保護者とともに性教育について考える機会を設けたり、性に関する教材を活用し

た授業を行い保護者に公開したり、性教育全体計画を作成し、学年別指導内容を決め、また

目標を設定し、保健体育の授業、また学級活動のほか、各教科と関連されながら指導してお

ります。 

外部指導者による学びとしては、参観日に合わせ「児童、保護者、教職員」を対象に講演

会を実施したり、内子町子育て支援センターによる「いのちの授業」など、生徒が命の大切

さを再認識する機会を設けております。 

また、性犯罪を含め、犯罪被害にあわないための安全教育としては、学校での学びはもち

ろんのこと、啓発チラシの配布、また「生活のこころえ」。以前は、「生活のきまり」といっ

たものがあったんですけども、「生活のこころえ」などで周知しているところです。 

次に、各学校の相談窓口につきましては、様々な悩みを抱える児童生徒に対しては個別指

導が必要な場合も多く、気軽に相談できるよう多様な選択肢を用意し、問題の深刻化を未然

に防止することが求められておりまして、養護教諭や学級担任が主になり対応していると

ころでございます。また、スクールカウンセラー等への相談体制も整えております。 

なお、情報サイトや電話、インターネットによる相談窓口についても、積極的に周知した

いと考えております。 

今後とも、子どもたちが性被害者・加害者の当事者にならないよう、性に関する正しい知

識を身につけるため、学校と連携し、工夫しながら取り組みを進めて参りたいと考えます。  

以上、答弁とさせていただきます。 

○３番（関根律之君） 議長。 

○議長（久保美博君） 関根律之議員。 

○３番（関根律之君） はい。宇和島市では、包括的性教育を取り入れた外部講師を交えた

特別事業っていうのを、中学生で年２時間を３学年実施していると聞いています。今、中学

生では３時間とか５時間程度しか３学年で教育していないということも聞いていますけど、
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それだけでは不足するということで、包括的性教育の概念を交えた、そういった特別事業を

やっているそうです。 

厚労省でも「健やか親子２１」という、母子保健の国民運動計画の報告書の中で「１０代

の性に関する課題について正しい知識を身に付けることの重要性が強く指摘されており、

産婦人科医や助産師等の専門家を効果的な性教育に取り組むことが求められている」とし

て、外部専門家を活用した性教育の充実を強く求めています。 

自分自身を知り、対人関係、ジェンダー平等、性の多様性など、幅広く人権が学べる「包

括的性教育」に取り組むことは、こどもの人権意識を高め、人権を守っていく上でもとても

大切なことだと思います。こうした包括的性教育を、外部専門家を交えた取り組みをもっと

増やしていくということについて、再度お考えをお聞きします。 

○学校教育課長（亀岡秀俊君） 議長。 

○議長（久保美博君） 亀岡学校教育課長。 

○学校教育課長（亀岡秀俊君） はい。包括的性教育ということでございます。先程からお

話あるようにインターネットが普及した現在ですね、特にやはり子どもや若者は、ゆがんだ

性の情報、あからさまな性的情報に過剰にさらされているという現状はあろうかと思いま

す。子どもや若者が、やはり人生において責任ある選択をするため、知識とかスキルを学ぶ

ことがとても重要なことです。先程議員も言われましたように、生殖器官だとか、妊娠につ

いての知識の教育だけでなく、性交であったり、ジェンダー、人権、多様性、人間関係、性

暴力の防止も含めた、やはり幅広いテーマを含む包括的性教育が必要だということは十分

認識しているところでございます。やはり、幅広いテーマを年齢だとか発達段階に応じて継

続的に学ぶことが大切で、それぞれの子どもたち、まあ人間全てそうですけども、体全体に

関わる人権の話だというふうに捉え、今後の緊急課題とし、性教育を実践する学校と共有し

たいというふうに考えます。以上です。 

○３番（関根律之君） 議長。 

○議長（久保美博君） 関根律之委員。 

○３番（関根律之君） はい。具体的に真剣に捉えていただいているというふうに認識をし

ました。ありがとうございます。先程、ちょっとタブレットの方に。先程から紹介しました

著書の目次とか、表示とかをちょっと送らせていただきました。参考までに見ていただいた

らと思います。包括的性教育の観点を入れた性教育という、そういう著書が現在、ここ数年

で多数出版されていまして、図書館等にも置いてあるところが増えてきていると思います。

内子町でもこの図書館等に最近の性教育関連の蔵書をそろえ、常設コーナーなど、誰もが手

に取りやすい場所に置くことはできないでしょうか。 

○自治・学習課長（福見光生君） 議長。 

○議長（久保美博君） 福見自治・学習課長。 

〔福見光生自治・学習課長登壇〕 

○自治・学習課長（福見光生君） はい。図書情報館では、毎週、新刊図書の選書を行い、
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司書等が蔵書に適していると判断されれば積極的に購入しており、性教育関連図書も蔵書

しております。コーナーに関しましては、毎月特設展示を設けており、今年度も１１月に差

別をなくする強調月間に合わせて、子どもの人権をテーマに性教育関連図書等も展示する

予定でございます。なお、議員ご指摘の通り、常設コーナーに関しましては、基本的に公共

図書につきましては分類に基づいて設置をいたしておりますけれども、利用者さんの立場

から、性教育関連図書を探したいという方々の立場に立ってですね、そのコーナーも今後分

類をしていきたいというふうに考えるところでございます。 

なお、分館におきましては、予算の関係上、十分な性教育関連図書のコーナー開設は困難

な現状でございますけれども、貸出希望者へは本館の資料を回送し貸出することで対応は

可能でございます。以上、ご説明とさせていただきます。 

○３番（関根律之君） 議長。 

○議長（久保美博君） 関根律之議員。 

○３番（関根律之君） はい。図書館について、常設コーナーも検討していただけるという

ことで良かったと思います。実は私、一昨日、自分の足で図書館に行きまして、性教育の関

連本がどうなってるのかなっていうのを見てきたんですけど、幼児、小学生以下対象のとこ

ろにあったり、ヤングアダルト、中高生向けのところ。あと、大人のところ、一般のですね、

分かれて置かれていまして。性教育っていうふうに検索して探しに行ったりしたんですけ

ど、非常に探しにくいようなこともありました。職員の方に、ちょっと性教育のことでなん

て少し話聞いたら、何かもう早速ですね、そういった小学生以下ぐらいと中・高生向け、そ

れから大人向けにも蔵書を考えて、常設コーナーみたいなことをちょっと考えてみたいと

いうようなこともさっそく検討されていると聞きまして、非常に嬉しく思いました。大人に

とってもですね、ジェンダー平等などの人権が学べる包括的性教育っていうのは非常に大

事だと思うんですね。私自身もこの間、著書などを見まして、改めてジェンダーの観点から、

親子関係でも新たに学び直せるところがありました。今後も引き続き、図書館の蔵書などを

増やすということも、学べる環境を作っていただきたいと思います。 

はい。最後にですね、人口減少対策に関連してですけれども、２０２１年に合計特殊出生

率が世界最低水準の０．８１を記録した、日本は１．３４ですけれども、さらに少子化が深

刻な韓国です。産業社会学や韓国の少子化対策などを研究している呉学殊（おう・はくすう）

氏によれば、韓国は２０１９年ごろから少子化に対する考え方が大きく変わったそうです。

今までは出産を奨励する政策を進めてきましたが出生率は下がる一方で、２１年から始ま

った第四次基本計画では「人権」に重点を置いているといいます。全生涯にわたり、誰もが

豊かで暮らしやすい社会づくりをすることで、結果として出生率が上がっていくだろうと

いう考え方です。今後、内子町の人口減少対策を考えるときに、ぜひ「人権」という観点も

取り入れて検討していただけたらと思います。 

以前、令和３年３月議会の一般質問で取り上げた、人口減少対策にジェンダーギャップ解

消を方針に掲げた兵庫県豊岡市の取り組みなども、ぜひ参考にしていただけたらと思いま
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す。豊岡市では、国勢調査の人口統計をもとに、１０代で市を転出した人口が２０代でどれ

だけ転入したかを男女別に調査し、若者回復率という観点で見ると、若い女性は男性の半分

しか戻っていないという点に注目しました。その要因として、依然として残るジェンダーギ

ャップにあるのではないかとし、ジェンダーギャップ解消を市の重点施策としました。中貝

宗治・前豊岡市長の著書には、次のような文章があります。『「女、子ども、よそ者は黙って

いろ」というようなところに、女性や若者は帰ってこないし、入ってこない』。人口減少対

策に、ぜひ人権の観点を取り入れて考えてみていただきたいと思います。以上で、私の一般

質問を終わります。 

○議長（久保美博君） ここで、暫時休憩します。午後２時３５分から再開いたします。 

 

午後 ２時 ２５分 休憩 

 

午後 ２時 ３５分 再開 

 

○議長（久保美博君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

次に、塩川まゆみ議員の発言を許します。 

○２番（塩川まゆみ君） 議長。 

○議長（久保美博君） 塩川まゆみ議員。 

〔塩川まゆみ議員登壇〕 

○２番（塩川まゆみ君） 議席番号２番、塩川まゆみです。９月定例会にあたり、通告に従

いまして、一般質問をします。 

去る８月１８日、１９日の２日間。東京で「自治で創る命の安全保障」をテーマに「全国

政策研究集会」が開催されました。私はオンライン参加を予定していましたが、ちょうど全

員協議会と重なり、しかもその直後からコロナになったりして、結局参加できずにとても残

念だったんですけれども、この研究集会の中の「市民の命に責任を持つ 一番身近な政府か

ら」と銘打ったシンポジウムでは、現職の区長や市長がパネリストとして登壇し、国内での

先進的な命を守るための取り組みが紹介され大変刺激的な内容であったと、現地参加した

他の自治体議員の友人、知人たちから聞きました。 

２０００年４月の地方分権一括法により、国と自治体の関係は「上下・主従」から「対等・

協力」に変わりました。それから２３年が経った現在、税財源や権限の移譲など、対等な関

係の構築を阻害するような問題もまだまだたくさんあります。しかし、基礎自治体の方も行

政職員だけではなく、住民もまた、国や県などの広域自治体に対して、「対等・協力」とい

う意識に転換できたのかどうかといえば、まだまだ至るところに「お上意識」のようなもの

が根強く残っているように思われます。 

今日、この場に来る前に１階のロビーで確認したら、内子町の人口は１万５，１７５人で

した。ちなみに、日本最大の基礎自治体である横浜市の人口は約３７６万人だそうです。約
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１３０万人の愛媛県よりも大規模です。１万５，１７５人は、それこそ会おうと思えば全員

に直接会うことができる人数です。住民の要望やニーズにきめ細かく対応する施策を実施

できることでしょう。災害時はもちろん、生活の困りごとに最前線で対応する基礎自治体こ

そが「一番身近な政府」として、「住民の命に責任を持つ」ことになります。「命に責任を持

つ」という視点から、今回、原発事故の際、特に妊婦さんや子ども、若者の甲状腺を守るた

めの「安定ヨウ素剤の配布・服用について」。続いて気候危機に際し、地球環境と命を守る

ための取り組みとしての「気候市民会議」について。最後に、命の根幹である食、食料安全

保障について。以上、３点について質問させていただきますので、よろしくお願いいたしま

す。 

さて、令和４年３月定例会でも、この安定ヨウ素剤の備蓄についてこの場で質問させてい

ただきました。これに対し、その時には「町の方針として全町民分を町内の小学校７校と五

十崎保健センター及び小田支所に３万５，０００丸を分散配備しており、５年の使用期限に

合わせて、定期的に更新しながら適正管理をしている」「安定ヨウ素剤の配布は、原子力災

害対策本部または愛媛県災害対策本部からの服用の指示があった場合に配布することにし

ている」との答弁がありました。備蓄はされていて、いざとなれば適切に服用できる体制は

すでに構築されているとのことですが、いざ原発事故が起きたときに、どうやったらヨウ素

剤が服用できるのか、私の周りの子どもを持つ保護者たち５人ほどに立ち話ついでに聞い

てみたら、何と誰も知りませんでした。安定ヨウ素剤を飲む必要があるということさえ知ら

なかったという保護者の方もいらっしゃいます。 

令和２年３月には「内子町地域防災計画」が更新されたわけですが、その３７８ページ、

原子力災害対策編には「県は、平常時及び緊急時の安定ヨウ素剤の配布手順などを明確にし

ておくものとし、町が日頃から町民への周知徹底に努めるよう助言するものとする」とあり

ます。 

ここで１つ目の質問です。配布方法や服用について、町民に対する周知状況はいかがでし

ょうか、お聞かせください。 

○議長（久保美博君） 塩川まゆみ議員の質問に対して、理事者の答弁を求めます。 

○総務課長（黒澤賢治君） 議長。 

○議長（久保美博君） 黒澤総務課長。 

〔黒澤賢治総務課長登壇〕 

○総務課長（黒澤賢治君） それでは、塩川議員さんのご質問にお答えをさしていただきま

す。令和４年３月議会におきましても答弁をさせていただいておりますけれども、現在、内

子町での備蓄分は、ヨウ化カリウム丸３万５，０００丸となっております。これを町内７つ

の小学校及び保健センター、また市町に各校区内の人口に応じ、備蓄をいたしております。

安定ヨウ素剤の配布方法や服用についての住民への周知の状況でございますけれども、昨

年度におきましては、小田地区自主防災連絡会におきまして、安定ヨウ素剤の効能や服用の

タイミング、分量、最新の医学的・科学的知見など、基礎的な知識について学習する機会を
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持つことができました。今年度におきましては、今月予定しております町職員を対象にした

学習会。また、１２月に実施予定の内子町防災訓練の中において。さらには、自主防災組織

や連絡会においても機会を捉え、安定ヨウ素剤の知識や内子町住民避難計画などでの位置

付けを踏まえた周知・啓発を努めて参りたいと考えております。以上、答弁とさせていただ

きます。 

○２番（塩川まゆみ君） 議長。 

○議長（久保美博君） 塩川まゆみ議員。 

○２番（塩川まゆみ君） ありがとうございます。もちろん、これらの防災計画等の文書は

ホームページでも公開されていますし、先程おっしゃったような防災に関連する団体の方

や行政職員の皆さん、また私たちのような議員というのは読み込む機会もあると思うんで

すけれども。しかし、先程も私の周りの知人の話ではないですが、一般の町民の方への分か

りやすい形での広報というのは、特に現在のところまでは行っていないということでよろ

しいでしょうか。 

○総務課長（黒澤賢治君） 議長。 

○議長（久保美博君） 黒澤総務課長。 

○総務課長（黒澤賢治君） はい。まず、町職員の学習会でありますとか、そういったもの

は限定されるものですけれども、例えば昨年行いました小田地区の自主防災連絡会。これは

やっぱり住民の方が対象でございますし、また今年度におきましては１２月の内子町防災

訓練。これも一般住民の方の参加もいただくというふうに思っておりますので、そういった

中で啓発、また普及に努めて参りたいと思っております。 

○２番（塩川まゆみ君） 議長。 

○議長（久保美博君） 塩川まゆみ議員。 

○２番（塩川まゆみ君） 京都府の丹波篠山市ではカラーでですね、３０ページ弱ぐらいの

分かりやすくイラストや漫画で、この「原子力災害対策ハンドブック」という形で、小学校

高学年の子が見ても分かるような内容で小冊子を作成されていまして、これを広報紙とと

もに全市内の全世帯に配布されております。確か２０１７年か１９年だったと思うんです

けれども、またホームページからもＰＤＦでダウンロードできるような仕組みがあります

が、内子町においてもこのような分かりやすい一般向けの周知を、もうワンプッシュいかが

かと思いますが、どうでしょう。 

○総務課長（黒澤賢治君） 議長。 

○議長（久保美博君） 黒澤総務課長。 

○総務課長（黒澤賢治君） はい。現在のところのホームページ等におきましては、実際の

ところは、内子町の防災計画でありますとか避難計画。そういったものの掲載しかございま

せん。そこに書いてあるヨウ素剤の服用、そういったところでご理解をいただいているとこ

ろなんですけれども、今、議員さんにご指摘いただきました、例えばイラストであったりと

か漫画、そういったものでお示しすると、より理解が深まるというふうに思っております。
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ちょっと私、その認識はございませんでしたので、他の町などの状況なども見せていただき

ながら。まあチラシを配布するとか、ホームページに載せるとか、そのぐらいから始まるか

もしれませんけれども、検討させていただいたらと思っております。 

○２番（塩川まゆみ君） 議長。 

○議長（久保美博君） 塩川まゆみ議員。 

○２番（塩川まゆみ君） ありがとうございます。ぜひ分かりやすい周知の方法について、

検討、研究をされたらと思います。 

続いて、２つ目です。先程の答弁にもありましたが、町内の７校には備蓄されているとい

うことですが、児童生徒が集まる施設というのは、このほかにも幼稚園や保育園、中学校、

高校などがあります。これら施設への備蓄状況はいかがでしょうか。また、児童生徒が在校

中に服用が必要な事態が起きた場合の対応が想定されているのかどうか、お尋ねいたしま

す。 

○総務課長（黒澤賢治君） 議長。 

○議長（久保美博君） 黒澤総務課長。 

〔黒澤賢治総務課長登壇〕 

○総務課長（黒澤賢治君） はい。備蓄状況につきましては、先程答弁させていただきまし

た通り、町内７つの小学校、それから保健センター、小田支所、それぞれ人口分以上の安定

ヨウ素剤を備蓄してございます。あくまで想定ということになりますけれども、児童生徒に

つきましては、まず警戒事態段階においては帰宅準備を行うこととなっております。その後、

施設敷地緊急事態段階では、保護者の迎えなどにより帰宅をするということになってござ

います。 

こうしたことから、全面緊急事態段階において学校に滞在していることは少ないかもし

れませんけれども、帰宅困難な状況下など、在校時に服用が必要になった場合の対応、こう

いったことも想定しておく必要があろうかというふうに思っております。 

服用につきましては、原子力規制委員会の服用の必要性についての判断、また県災害対策

本部の服用の決定、それから配布の指示を受け、配布及び服用を行うこととなります。 

しかしながら、児童生徒一人ひとりの健康状態の把握でありますとか、副作用などへの不

安など、懸念されること、また解決しなければならない課題もございますので、まずは安定

ヨウ素剤に関する啓発や周知を細かく行っていくことから始めることが必要だと考えてお

ります。以上、答弁とさせていただきます。 

○２番（塩川まゆみ君） 議長。 

○議長（久保美博君） 塩川まゆみ議員。 

○２番（塩川まゆみ君） ありがとうございます。帰宅準備や保護者のお迎えなどで、本当

に服用が必要な事態になった時に学校にいないのではないかという想定でしたけれども、

当然ご存知のことかと思いますが、安定ヨウ素剤っていうのは、例えば２４時間前からその

時、なるべく早くに越したことがない。また、例えば避難。安定ヨウ素剤配布場所に移動す
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る間に被ばくしてしまう可能性などもあることから、ＰＡＺ圏。愛媛県伊方町では事前配布

なども行っております。 

先程、冒頭で述べたそのシンポジウムでは、滋賀県米原市の平尾市長が参加されておりま

して、この米原市というのは、滋賀県自体には原発がないんですが、福井県や岐阜県、その

他、近隣の他の原子力発電所によりまして、市内面積の３分の１が原子力発電所から半径５

０ｋｍ圏内に含まれているため、「気象条件によっては放射性物質が到達することが予想さ

れています」として広報誌で広く注意喚起するとともに、先程の丹波篠山市と同様ですね、

避難や放射能汚染防護、安定ヨウ素剤の服用について、これまた広報を利用して分かりやす

く説明をしています。 

また、ここは園児・児童・生徒の保護者向けに、もちろん学校施設でも備蓄をしているん

ですけれども、毎年度「安定ヨウ素剤の服用に関するチェックシート及び服用に関する同意

書の提出について」というお知らせとともにチェックシートを配布していまして、事前に保

護者の同意と、例えばアレルギー等についてのチェックをした上で、緊急時には学校で服用

する体制をすでに構築し、運用されております。もちろん実際に飲むことにはなってはない

んですけれども、これのチェックシートと同意書は毎学年更新しながら学校で備蓄されて

いるということであります。これらのもうすでに実践している団体があるわけですが、もち

ろん内子町は、前回、何度か質問でもさせていただきましたけど、ＵＰＺ圏にも黒内坊の一

部がかかるだけではあるんですが、実際のところ４０ｋｍから５０ｋｍ内に町民の８割以

上が居住しているような状態であります。なので、この米原市のように半径５０ｋｍ圏内に

含まれているので、気象条件によっては放射性物質が到達することがありうるというのは

もう十分想定しておく必要があると考えるんですが、この学校配布については、いかがお考

えでしょうか。 

○総務課長（黒澤賢治君） 議長。 

○議長（久保美博君） 黒澤総務課長。 

○総務課長（黒澤賢治君） はい。答弁の中で申し上げましたけれども、全面緊急事態にな

った時には、おそらく帰宅しているだろうという想定はしてあるんですけれども、議員ご指

摘の通り２４時間前からの服用が可能ということで、おそらくですね、そういった場合には

その帰宅するときに持って帰っていただくとか、そういった方法も考えられるんじゃない

かなというふうに考えておりますけれども、これ災害の状況、また稼働時期、それによって

ですね、変わってくると思いますが、そういった様々な想定を考えながら配布の方法と言い

ますか、そういったものは考えていかなければいけないというふうに思っておりますし、お

そらく同時に、これも答弁で申し上げましたけれども、これもまだ周知が徹底しておりませ

んので、そういったアレルギーでありますとか、副作用、そういったものに対する不安とい

うのはあると思いますので、そういったところを払拭するような、そういった取り組みとい

うのも当然必要だと思っております。 

○２番（塩川まゆみ君） 議長。 
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○議長（久保美博君） 塩川まゆみ議員。 

○２番（塩川まゆみ君） ありがとうございます。町としてもちろん、例えばこう事前配布

しておいた場合に誤飲や紛失、または副作用などの懸念があるというのは十分理解できま

す。しかし、ちょっと今回この米原市の事例で思ったんですけれども、この事前配布や学校

での服用について、これまで保護者の意思を、例えば町として確認したことがあるのかどう

かというのをちょっと確認させていただきたいんですけれども、いかがでしょう。 

○総務課長（黒澤賢治君） 議長。 

○議長（久保美博君） 黒澤総務課長。 

○総務課長（黒澤賢治君） はい。私の知る限りということになりますけれども、おそらく

保護者に対して意思の確認をしたことはないと思っております。 

○２番（塩川まゆみ君） 議長。 

○議長（久保美博君） 塩川まゆみ議員。 

○２番（塩川まゆみ君） はい。もしこれですね、保護者の中に、強制ではないわけですか

ら、当然。もし事前配布や学校での服用を緊急事態において求める声があれば、その場合、

当然体制を整える必要があるんではないかと思うんですけれども。例えば、この米原市の子

どもたちというのは、学校で授業を受けている最中、あるいは自宅にいるときに事故が起き

ても速やかにヨウ素剤を服用できて、少なくとも甲状腺の被ばくを防ぐことができるわけ

です。でも、この内子町の子どもたちは、今、例えば授業、学校にいる間にこのような事故

に見舞われた場合には、その米原市の子どもたちができる防御ができない。これはちょっと

すごい問題だと思うんですよね。どこに行ったらもらえるのか、どういう手順で飲んだらい

いのかっていうのを事故になって初めて知るような場合、また地震との複合災害のときに

はもう大変な混乱も予想されますので、特に子どもや若い方の健康は、もう本当気合いを入

れて守らなければならないんですけれども、ここはいかがでしょうか。重ねてになりますけ

ど。 

○総務課長（黒澤賢治君） 議長。 

○議長（久保美博君） 黒澤総務課長。 

○総務課長（黒澤賢治君） はい。議員おっしゃる通りですね。子どもの命が最優先という

ことから、内子町では保管場所を学校というふうに定めているという事例もございます。そ

ういったことから、子どもの命を守らなければいけないというのは当然のことでございま

す。実際、米原市のような取り組みが現在できておるわけではございませんので、今後です

ね、そういった、先程言われました米原市ですとか、丹波篠山市、そういったところを参考

にしながらですね、内子町にどういったことをしていかなければいけないのか、そういった

ところを整理していきたいと思っております。 

○２番（塩川まゆみ君） 議長。 

○議長（久保美博君） 塩川まゆみ議員。 

○２番（塩川まゆみ君） 今のと関連になるんですけど、３つ目。「内子町防災計画」には



令和５年９月第１３６回内子町議会定例会 

106 

 

「具体的な配布手順を検討する中で、事前配布も含めて検討する」という文章があるんです

けれども、やはり「配布の訓練を愛媛県の原子力防災訓練に合わせて実施できるかどうかを、

まず県と協議していきたいと思う。」との答弁をいただきましたが、その後、例えば協議の

機会というものはあったんでしょうか。 

○総務課長（黒澤賢治君） 議長。 

○議長（久保美博君） 黒澤総務課長。 

〔黒澤賢治総務課長登壇〕 

○総務課長（黒澤賢治君） はい。先程もちょっと答弁させていただきました通り、安定ヨ

ウ素剤は原子力規制委員会による服用の必要性についての判断のもと、原子力災害対策本

部の配布の指示等を受けまして、配布、服用することとしております。安定ヨウ素剤を、こ

れ以前の答弁と同じことになりますけれども、安定ヨウ素剤を事前に配布しておくという

ことも可能ではあるんですけれども、他の薬と間違って服用されたり、あるいはなくしてし

まったりといったことを防ぐためにですね、こういったことが起こりまして、いざという時

に服用できなくなる。そういったことを防ぐために、現在のところは行っておりません。ま

た、県の防災訓練。そういったものに合わせてですね、こういった訓練を行っていくという

ことについても、あれから模索はしましたけれども、なかなかこう県内・外というところで

縛りがあったりしまして、なかなかそういった県の訓練に合わせて行うというふうには今

のところ至っておりません。そうしたことからですね、町独自で啓発等をしていく。そうい

ったところから訓練をしていく。そういったところから始めないといけないかなというふ

うに思い直しているところでございます。 

○２番（塩川まゆみ君） 議長。 

○議長（久保美博君） 塩川まゆみ君。 

○２番（塩川まゆみ君） ありがとうございます。今回この質問にあたって他の自治体の取

り組みをいろいろ調べたんですけれども、やはり愛媛県自体がもうとてもぬるいというと

あれですけど、やはり進んでないといいますか。例えば、茨城県なんかはひたちなか市、こ

れは東海第２原発のある東海村に隣接していて、一部はＰＡＺ圏、全域がおおむねＵＰＺ圏

に入るため事前配布をしているんですけれども、市のホームページには、市としての考えと

して説明があるんですね。ちょっと長いんですけれども、「本市は福島第１原発事故を見て

も、万が一、原子力災害が発生した場合、事故の影響はＰＡＺ圏だけにとどまる問題ではな

いことは明白で、ＰＡＺ圏とその他の地区の間に線を引くことは意味のないものと考えて

います。また、避難においては想像を絶する困難が想定され、緊急時に的確に受け取ること

ができず服用時期を逃してしまう恐れや、放射性物質が外部放出された後、配布場所に向か

うことによって被ばくするリスクも考えられ、事故発生後の避難等を要する緊急時に、安定

ヨウ素剤を市民に混乱なく配布することは、事実上不可能だと考えています。」あと云々っ

てなるんですけれども、愛媛県でも一応、「愛媛県原子力災害医療活動実施要領」というと

ころで、事前配布については、ＰＡＺ圏については明確にしてあるんですね。でも、ＰＡＺ
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圏外においてはＥＡＬ、先程おっしゃった緊急時活動レベルに応じて、ＰＡＺ圏内と同様に

予防的な即時避難を実施する可能性のある地域、避難の際に学校や公民館等の配布場所で

安定ヨウ素剤を受け取ることが困難とされる地域においては、事前配布が必要とする判断

する場合には、安定ヨウ素剤を事前に住民に配布するとあります。これ交渉によっては、内

子町も風向きや事故の規模、また福島第１原発のときの飯舘村のように４０ｋｍ、５０ｋｍ

圏内でも、あれだけの大規模な被ばくが起きたということで、町として事前配布の判断をす

るということには問題はないと考えるわけですね。 

何度も申し上げているように、町民の命に責任を持つためには、防災計画というのは実効

性がなければ意味がない。このＰＡＺ、ＵＰＺ、愛媛県がこだわる原発からの同心円状の距

離というのは全く意味がないとも言えるものでありまして、これ４０ｋｍ圏内の住民とし

て実効性のある確実な防護計画は、もう強く県に求めていく必要があると思うんです。例え

ば、県に対して滋賀県や茨城県、先程から紹介していますけれども、そこはもう自治体、市

や町の単位としてそのような対応をしているわけですけれども、これ例えば、南予の自治体

で連携して、県に対してこの放射線防護を強く求めていく。もっと実効性を高めていくとい

うのを内子町の自治体として、他の南予の、伊方、八幡浜、大洲市とも連携しながら求めて

いくアクションを起こしてもいいと思うんですけれども、町長はいかがお考えでしょうか、

一言お聞かせください。 

○町長（小野植正久君） 議長。 

○議長（久保美博君） 小野植町長。 

○町長（小野植正久君） はい。安定ヨウ素剤を準備しております。これは準備している以

上ですね、しっかりとそれが当初の目的を果たすということはとても大切だというふうに

思っております。そういう意味ではですね、まだちょっと課題を少し整理をしてですね、そ

れが即効性のあるものにですね、していかなければならないというように思っております。

ただ、普及にあたってはですね、先程来、言っておりますように、県のＥＰＺ内でのですね、

そこでの指示・方針みたいなものもですね、受けての町の取り組みということにならざるを

えないと思っていますので、そういったところでのですね、連携といいますかね、いろんな

指示と言いますか、協議と言いますか。そういうところについては、させていただいてです

ね、それに沿って対応していくということになろうかというふうに思っております。 

○２番（塩川まゆみ君） 議長。 

○議長（久保美博君） 塩川まゆみ議員。 

○２番（塩川まゆみ君） 国や県と適切に協力・連携することはもちろん当然のことですが、

この最前線で住民の命に責任を持つ基礎自治体として、主体的な取り組みも今後とも、建設

的に、継続的にここで提言させて、皆さんと一緒に協力して内子町の防災を高めていきたい

と思いますので、よろしくお願いいたします。 

さて、続きまして２つ目は、「気候市民会議」についてです。まだ残暑厳しい今日この頃

ですが、今年の夏の暑さはもう本当に世界的に大変なもので、台風や豪雨、大規模な山林火
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災などの、気候変動という表現よりもさらに緊急性の高まった「気候危機」という言葉がま

さに実感を伴うものでありました。そんな中、内子町は今年３月にはゼロカーボンシティ宣

言を発表し、世界の取り組みと連動して２０５０年までに二酸化炭素排出量を実質ゼロに

するという大変野心的な目標です。この実現に向けて「内子町脱炭素戦略」も策定され、町

民の意識をいかに高めていくかというのが必要なことだと思うんですけれども。内子町は

ですね、これまでも「キラリと光るエコロジータウン内子」というのをキャッチフレーズに、

環境政策に力を入れて取り組んできました。しかし、この現在進行中の気候危機は従来型の

細かい工夫や個人の工夫で乗り切れるようなレベルの問題ではないというのが世界の共通

認識になっております。個人の生活の工夫でＣＯ₂を削減する程度というと言い方はもちろ

ん悪いですけれども、ゼロカーボンは達成できない。そのための取り組みとして、これまで

の市民への啓発や協力からさらに一歩進めて、参画意識を高める取り組みとして、「気候市

民会議」というものが行われています。 

この「気候市民会議」というのは、２０１９年ごろから欧州や諸外国で国政から自治体レ

ベルにまで広がっている取り組みなんですけれども、この温室効果ガス排出実質ゼロの脱

炭素社会の実現に向けて、くじ引きなどで無作為抽出された一般の市民が議論し、結果を国

や自治体の政策に生かすという取り組みです。日本でも２０２０年に実践的研究として「気

候市民会議さっぽろ２０２０」というのが皮切りに、その後２０２１年神奈川県川崎市の

「脱炭素かわさき市民会議」、２０２２年東京都「武蔵野市気候市民会議」、埼玉県所沢市の

「マチごとゼロカーボン市民会議」など、関東を中心に実験的に実施する団体が増えつつあ

ります。「気候市民会議さっぽろ」では、１６歳以上の札幌市民約１７２万人の中から無作

為抽出で、年代、性別の構成が札幌市全体の構成に近づくよう２０人を選出し、選出された

市民は「札幌は脱炭素社会への転換をどのように実現すべきか」をテーマに、オンラインで

４回、１６時間にわたって参加しました。参加者は、参考人や有識者からの情報提供を受け、

質疑応答とグループに分かれての話し合いなどを行った上で、脱炭素社会のビジョンや実

現の時期など７０項目についてオンラインで意見を投票し、これを札幌市へと提案してい

ます。このような無作為抽出による市民の参加は「くじ引き民主主義」とも呼ばれる、従来

の行政や政治家を中心とした政策立案を補完するものとして、今、いろんな、環境だけに限

らず、いろんな分野で注目を集めております。 

２０１８年策定の「第２次内子町環境基本計画」の中でも、「計画の推進」の中では推進

組織を中心に、行政、関係団体・事業所、町民と、この３つのセクターがそれぞれ協調し合

うことが図としては表されていますが、ここで町民に期待される行動として、学習への積極

的参加、環境配慮活動の実践というものが挙げられています。これをどのように実現してい

くかと言えば、これまで述べてきたように従来型の講演会や単発のイベントを通じた啓発

活動だけでは限界があるのではないか。これらには元から環境問題に関心の高い町民、そし

て役場の担当課の職員だけが固定メンバーのように参加し、参加者の延べ人数として数は

増えていくんですけれども、その動員数が環境問題、そして脱炭素戦略について理解を深め
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た町民の人数とは、必ずしも一致しない現状があると思います。 

随分前置きが長くなったんですけれども、このゼロカーボンシティも宣言した今、環境の

先進自治体として思い切った取り組みが必要だと思いますが、この気候市民会議。西日本で

は、まだ私の知る限り実施している自治体はありません。ぜひこれを、町民の当事者意識を

高めるためにも大変有効なので、内子町で取り組んでみたらいかがだろうかと思うんです

が、お考えをお聞かせください。 

○環境政策室長（髙嶋由久子君） 議長。 

○議長（久保美博君） 高島環境政策室長。 

〔髙嶋由久子環境政策室長登壇〕 

○環境政策室長（髙嶋由久子君） ただ今の塩川議員のご質問にお答えさせていただきます。

若干、重複するところがあるかもしれませんが、お許しください。 

先程も申し上げましたが、地球温暖化対策として２０５０年までに温室効果ガスの排出

量を実質ゼロにする、いわゆるカーボンニュートラルを達成するという目標が世界で共有

されまして、国内におきましても、近年、その取り組みが強力に進められております。 

こうした中、先程もございましたが、内子町においても、令和４年度、環境省の補助を受

けて「内子町脱炭素戦略」を策定し、町全体で一丸となって取り組みを推進していくべく「ゼ

ロカーボンシティ宣言」 を行ったところでございます。 

脱炭素の実現のためには、地球上に暮らします私たち一人ひとりのライフスタイルの転

換が必要であり、町民、事業者、行政が課題と目標を共有し、連携・協力して取り組むこと

が大変重要となって参ります。 

ご提案の「気候市民会議」は多様な市民の意見を反映し、課題解決の道筋を探る大変有効

な手段の一つであると認識しております。今後、内子町での開催も検討して参りたい考えで

はございますが、より意義のある会議とするためには、まず参加者の規模やオンラインによ

る環境整備など、また専門家や関連団体との連携、実施手法などの検討など、十分な準備が

必要になって参ると考えております。現時点では、まだ比較的新しい取り組みであり、先程、

議員も申されましたが、昨年度は関東県の都市部を中心に開催されており、本年度はさらに

広い地域で開催が進められております。これらの中から、小規模自治体での開催実績など先

行事例を踏まえながら研究させていただき、内子町に適した内子町らしい会議の実施に向

けて検討して参りたいという考えでございます。 

また本年度は、小中学校におきましては、環境学習会やまた一般向けのエネルギー塾など

を通じて、学習・体験の機会を設ける機会を設ける計画としております。取り組みにつきま

して、周知と理解を図りながら、ゼロカーボンシティの実現に努めて参りたい考えでござい

ます。以上、答弁とさせていただきます。 

○２番（塩川まゆみ君） 議長。 

○議長（久保美博君） 塩川まゆみ議員。 

○２番（塩川まゆみ君） ありがとうございました。前向きな答弁をいただいたんですけれ
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ども、この後、例えば、内子町と類似する規模の、小規模自治体の実施などを見ながらとな

りますと、開催が結構先のことになってしまうのではないかと思うんですが、今、例えば何

年後みたいなことは言いにくいかと思いますけれども、その開催時期等については、何らか

のお考えとか、見通しみたいなものは。もしあったらお聞かせください。 

○環境政策室長（髙嶋由久子君） 議長。 

○議長（久保美博君） 高島環境政策室長。 

○環境政策室長（髙嶋由久子君） はい。ただ今、その時期につきましては明確にお答えす

ることはできませんけれども、できれば準備が整いましたら、早めに開催をさせていただき

たく、脱炭素に向けたというよりは環境政策に向けた取り組みの中で、こういった会議に取

り組んでいけたらなというふうに考えております。 

○２番（塩川まゆみ君） 議長。 

○議長（久保美博君） 塩川まゆみ議員。 

○２番（塩川まゆみ君） もし内子町が主催するとなったら、例えば準備室のような形で、

何らかのチームを編成して取り組む必要があるんじゃないかと考えるんですけれども、そ

れにあたっては、もう本当に、今、例えば担当業務がある中で、片手間ではなかなか進まな

いことだと思うんですね。そしてまた、この気候市民会議を主催することの広告、宣伝効果

であったりとか、また環境自治体としてのインパクトも考えますと、これは町として取り組

む価値のある事業だと考えるんですが、町長いかがでしょう。 

○町長（小野植正久君） はい。議長。 

○議長（久保美博君） 小野植町長。 

○町長（小野植正久君） はい。確かにですね、ちょっと新しい手法でですね、環境に対し

て取り組んでいくということでございますので、ちょっと実態的にですね、どういうもので

あるか。すでに、もう大きな都市を中心にですね、やられておりますので、そういったとこ

ろではちょっといろんな課題みたいなものも併せてですね、勉強できると思いますので、そ

れも踏まえながらですね、体制が、例えばこれぐらいいるだろうということであればですね、

それはそれで体制を作ってですね、対応していくようになるかと思います。 

○２番（塩川まゆみ君） 議長。 

○議長（久保美博君） 塩川まゆみ議員。 

○２番（塩川まゆみ君） ありがとうございます。内子町がｌａｓ-Ｅですかね、環境自治

体会議のスタンダード認証を取得したのが２００６年。最高レベルのステージ３に合格し

た２０１２年というのは、本当にその当時、先進的な取り組みだったと思います。実際の運

用は平成２９年からということですけれども、このぐらいの勢いを持ってですね、この時、

環境自治体会議スタンダードを取得したっていうのと、それ以来の「うちエコ」の取り組み

っていうのは先進事例としてたくさん紹介をされてですね、内子町が環境に取り組む自治

体であるというとても良い広報になったと思いますので、それと同じぐらい、この気候市民

会議の開催についても、前向きに検討していただけたらと思います。 
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最後に、食料安全保障についてです。この食料安全保障というのは１９７０年代から、言

葉としては新しいものではないんですけれども、国連食糧農業機関（ＦＡＯ）の定義による

と「すべての人が、いかなるときも、活動的で健康な生活のために、食生活上のニーズや食

の嗜好に合った十分・安全な栄養のある食べ物を物理的・社会的・経済的に得られる状態」

とされています。ところが近年の気候変動及び気候危機、そして世界中で起こる紛争、コロ

ナ禍、価格高騰、貧困などにより、特にここ数年、食料の安全は脅かされています。実際、

このウクライナとロシアの開戦以来、世界中で食糧生産や流通が大打撃を受け、物価高騰な

ど、今も大変な影響が続いております。日本では、全国的に低い食料自給率、そして気候変

動に伴う災害の激甚化により、農業生産にも大きな影響が出ています。農林水産省は食の生

産強化に向けて、「みどりの食料システム戦略」を策定し、食の安全保障に向けて取り組み

を始めました。愛媛県でも、今年３月より「愛媛県みどりの食料システム基本計画」や「環

境保全型農業推進基本方針」を定め、食の安全保障について取り組みを始めたところであり

ますが、まず１つ目、内子町においてこの食料安全保障はいかがお考えでしょうか。 

○農林振興課長（大久保裕記君） 議長。 

○議長（久保美博君） 大久保農林振興課長。 

〔大久保裕記農林振興課長登壇〕 

○農林振興課長（大久保裕記君） はい。塩川議員の質問と重複いたしますが、国連食糧農

業機関（ＦＡＯ）は「食料安全保障」を「すべての人が、いかなる時も、活動的で健康な生

活のために、食生活上のニーズや食の嗜好に合った十分・安全な栄養のある食べ物を物理

的・社会的・経済的に得られる状態」と定義しております。また、ＳＤＧｓの「飢餓をゼロ

に」という大きな目標の一つに「食料の安定確保」、「持続可能な農業の推進」が掲げられて

います。 

これらのことを踏まえ、内子町での食料安全保障を考えたとき、とりわけ「食料の安定確

保」と「持続可能な農業の推進」につきましては、今後とも強力に推進していく必要がある

と考えております。 

そのためには、耕作放棄地対策や優良農地の維持、何よりも農業従事者の確保と育成につ

きましては喫緊の課題と捉え、町内の農地、農業経営を守るため、ＪＡ及び愛媛県大洲農業

指導班などと連携しながら町内の持続可能な農業推進に努めていくことが、町内における

食料安全保障に繋がるものと考えております。以上、答弁とさせていただきます。 

○２番（塩川まゆみ君） 議長。 

○議長（久保美博君） 塩川まゆみ議員。 

○２番（塩川まゆみ君） ありがとうございます。今の後期総合計画策定時にはここまで、

この「みどりの食料システム戦略」等には、食の安全保障についても特には盛り込まれてい

ないと思うんですけれども、この後の第３期、２０２５年からの総合計画においては、何ら

かの形で盛り込むことは検討中なんでしょうか。 

○農林振興課長（大久保裕記君） 議長。 
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○議長（久保美博君） 大久保農林振興課長。 

○農林振興課長（大久保裕記君） 今後の総合計画の中でも、「みどりの食料システム戦略」、

あるいは昨年１２月に出されました「食料安全保障強化政策大綱」等々を参考に、内子町で

も、そこに沿った農業推進を進めていきたいと考えております。 

○２番（塩川まゆみ君） 議長。 

○議長（久保美博君） 塩川まゆみ議員。 

○２番（塩川まゆみ君） ありがとうございます。関連するんですけれども、この農水省の

統計によると令和３年度の愛媛県の食料自給率は概算値で、カロリーベースで３７％。生産

額ベースでは１１５％という数字が出ております。 

２つ目の質問なんですけれども、これ農水省のところで計算式のエクセルの式が提供さ

れていたんですが、一つの目安として、特にこの食料自給力というのはちょっと机上の、本

当にひとつの目安であるなと私も思うんですけれども、この食料自給率、食料自給力につい

ては、どのような数値が得られたか。もし計算されていたら共有してください。 

○農林振興課長（大久保裕記君） 議長。 

○議長（久保美博君） 大久保農林振興課長。 

〔大久保裕記農林振興課長登壇〕 

○農林振興課長（大久保裕記君） まず、食料自給率は食料の国内消費に対する国内生産の

割合を示すもので、内子町の食料自給率につきましては通常算出しておりませんが、先程、

塩川議員おっしゃられたように、農林水産省が作成しました食料自給率を算出する計算表

に令和３年度のデータを入力し、内子町の食料自給率をシミュレーション的に算出してみ

ました。あくまで公表数値でありますので、参考数値としてお取り扱いいただきますようお

願いいたします。カロリーベースで３５％、生産額ベースで１０９％といった結果になりま

した。 

また、食料自給力は正式には食料自給力指数と呼ばれ、海外に頼らずに国が持つ生産能力

をフル活用し、効率よく生産を行うことで、どの程度の食糧が得られるかについてカロリー

で表した指標です。食料自給力指数を算定するには、品目ごとの基礎データの収集、生命と

健康の維持に必要な食料の生産を複数パターンに分けるなど、算出するには複雑な算出要

員を必要とするため、内子町の食料自給力指数につきましては、申し訳ありませんが把握で

きません。以上、答弁とさせていただきます。 

○２番（塩川まゆみ君） 議長。 

○議長（塩川まゆみ君） 塩川まゆみ議員。 

○２番（塩川まゆみ君） 計算をありがとうございました。やはり、愛媛県に似たような数

字といいますか、生産額では多少低いですけれども。食料自給力について、これ本当、指数

というか、本当大変、私も試してみようかと思ったんですけど、余りにも複雑というか、計

算のために必要なデータが足りなかったので。ただこれは、この後、第３期の総合計画など

で盛り込む中で、またこれが算出できるような各種データを取り揃えていくと言いますか、
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分かりやすい形で町民の皆様に提示できたらと思いますので、そちらもぜひご検討いただ

けたらと思います。 

続きまして、３番目です。ちょっと唐突な感じでもあるんですが、やはり食の安全保障と

いった場合には、防災とか不測の事態に備えるというのが大事なことでして、一般的に家庭

であったり、避難所の備蓄といいますと、短期の緊急避難におけるインスタント食品やレト

ルト、保存性にすぐれた加工品や、あるいはカロリーの高いチョコレートや羊羹のようなお

菓子とかが多いかと思うんですけれども、例えば、この内子町で備蓄食料とか物価高騰であ

ったり、災害の避難、状況がいろいろ考えられますけど、長期に渡るような場合に、米や麦、

芋などの農産物。そういう主食や乾物などをそれぞれストックしておいて、それこそ内子町

の薪とかペレットなどで燃料を確保した上で、そのような避難備蓄の体制というのはあり

なのかなとすごく思ったんですけれども、今現在、そういう取り組みっていうのはなされて

いるんでしょうか。例えば米を備蓄しているとか。芋、サツマイモのようなもの。乾物など

を町として災害用に保管しているというようなことはあるのかどうか、お聞かせください。 

○総務課長（黒澤賢治君） 議長。 

○議長（久保美博君） 黒澤総務課長。 

〔黒澤賢治総務課長登壇〕 

○総務課長（黒澤賢治君） 本年、令和 5５年７月現在の備蓄食料の現状といたしましては、

町内５ヶ所におきまして、アルファ米９，５５０食。豚汁やカレールウなどのレトルト食品

３，２７２食。飲料水３，９０９本などとなっております。備蓄食料品は、その性格上、常

温での長期部分が可能で運搬しやすく、すぐに食べられる加工済みのものであること。また、

賞味期限が同じ程度で効率的な更新が図れる製品であることなどが求められます。こうし

たことから、これらの条件のもと地元農産物を活用した備蓄食料品を製造していくことは

コストの面も含め難しいと考えておりますので、ご理解いただきますようお願い申し上げ

ます。 

また、先程ご指摘をいただいた例えば米でありますとか、麦、芋。そういったものを備蓄

するっていうことですけれども、現在、町としては備蓄はございません。これが、例えば個

人レベルでありましたら家庭ごとにですね、お米でありますとか、そういったものの備蓄も

あろうかと思いますので、実際のところは避難所にそういったものを持ち寄って活用して

いくといったところが現状じゃないかなというふうに思ってございます。ご理解いただき

ますようお願いいたします。以上、答弁とさせていただきます。 

○２番（塩川まゆみ君） 議長。 

○議長（久保美博君） 塩川まゆみ議員。 

○２番（塩川まゆみ君） ありがとうございます。確かに今の答弁にあるように、町として

大規模に備蓄するというよりは、例えば自治会。あくまで個人の家庭であったりとか、少な

くとも自治会ぐらいの単位ではちょっとあり得るのかなと思う。芋壺であったりとかです

ね。お米、古米を保存してる施設っていうのが町内いろんなところに、個人所有のものも含
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めてあると思いますので、それらを災害時、災害への対応とリンクしていくというのも検討

してみたら面白いのかなと個人的には思っております。 

最後です。４番目の市街地における市民農園事業の可能性というのはですね、ちょっと唐

突な印象があるかもしれませんけど、私が議員になる前にミライ１総合計画策定の時に、

「クラインガルテン四万十」、高知の四万十町の小さな畑つきの住宅というのを見学に行き

ました。これ、旧ソビエトのダーチャであったりとか、ドイツだとクラインガルテンという、

こういう滞在型の市民農園というのは、もちろん災害時のライフラインといいますか、食料

確保にすごい大切なものにもなり、実際ソビエトが崩壊した頃、ダーチャがかなりの国民の

命を救ったという話もあります。もう環境保全、緑の環境保全であったり、また農作業に親

しむことで、先程同僚議員にもありましたけど、メンタルヘルスであったりとか、町民の余

暇を充実させるもの、子どもの自然体験、すごくたくさん、いろんなメリットがあるんです

ね。この「クラインガルテン四万十」の場合は移住者住宅としても活用してまして、町外に

住んでいる人だったらお試しで、週単位、月単位、年単位で借りることができるような運用

をしていまして。お試し住宅として使って、この「クラインガルテン四万十」から町内の他

の場所への移住といった道筋もできていまして、相当の方が移住されているというのがあ

ります。そのミライ１の提言の時には、ちょっとスペース的なことも考えて、今の内子町で

は難しいかなということもあったんですけれども、改めてこの防災、食料安全保障という観

点から、特に市街地にこのような市民農園、小さな畑つきの住宅を用意するというのは、い

かがお考えでしょう。というのも、内子の地元の人というのは、市街地に住んでいても山間

部に実家があったりして、親族の誰かが米や野菜を作っているという状態が当たり前のよ

うにあるんですけれども、私のように他所から転居してきて、中心部の方に住んでいる人間

なんかは、なかなか実際畑に触れる機会がない。借りたこともあるんですけど。もうちょっ

とこうアクセスの良いところに市民農園のようなものがあると、ちょっといいかなと思っ

てるんですが、いかがでしょう。この市民農園事業については。しかも、この防災食料の安

全保障という観点において、小さな畑を作ってみるということについては、いかがお考えで

しょうか。 

○農林振興課長（大久保裕記君） 議長。 

○議長（久保美博君） 大久保農林振興課長。 

〔大久保裕記農林振興課長登壇〕 

○農林振興課長（大久保裕記君） ただ今のご質問ですが、畑つきの住宅というわけではな

いんですけど、町の町内の市民農園は、エコロジーファーム七反市民農園と五十崎市民農園

の２ヶ所ございます。１区画の面積は七反市民農園が約７０㎡で４２区画。五十崎市民農園

が５０㎡で３７区画となっております。家庭菜園規模ではありますが、農家以外の方を対象

に、自然とのふれあいや農業に対する理解を深めていただくことを目的に町民の皆様にご

利用いただいております。 

「市街地における市民農園事業の可能性は。」とのご質問ですが、今、説明しました通り、
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市民農園の目的のひとつには、自然にふれあいながら農業に対する理解を深めていただく

ことがございます。仮に市街地、街中に市民農園事業を展開するとすれば、新たに農地や駐

車場スペースの確保をどう進めるか。また、イノシシやタヌキ、ハクビシンなど、有害鳥獣

が街中にも増えてくる可能性も予想され、なによりも近隣住民のご理解とご協力が必要に

なります。これらの理由により、市街地での市民農園事業につきましては、現在のところ考

えておりません。以上、答弁とさせていただきます。 

○２番（塩川まゆみ君） 議長。 

○議長（久保美博君） 塩川まゆみ議員。 

○２番（塩川まゆみ君） ありがとうございます。現在、市民農園が２ヶ所あるということ

ですが、利用状況はどんなふうでしょうか。常に満員であるとか、定員いっぱいであるとか。

意外と空きがあるとか。 

○農林振興課長（大久保裕記君） 議長。 

○議長（久保美博君） 大久保農林振興課長。 

○農林振興課長（大久保裕記君） 現在、７反４２区画のうち空きが１７区画。それから、

五十崎の方が全３７区画で空きが１０区画となっております。 

○２番（塩川まゆみ君） 議長。 

○議長（久保美博君） 塩川まゆみ議員。 

○２番（塩川まゆみ君） これは多い空きなんですかね。どういう理由で辞められているの

か。そういう始められる方や辞められる方については把握されているんでしょうか。 

○農林振興課長（大久保裕記君） 議長。 

○議長（久保美博君） 農林振興課長。 

○農林振興課長（大久保裕記君） はい。空きの理由までちょっと把握しきっておりません。

○２番（塩川まゆみ君） 議長。 

○議長（久保美博君） 塩川まゆみ議員。 

○２番（塩川まゆみ君） ありがとうございます。本当、内子町はもう言うまでもないこと

ですけど、豊かな、第１産業もちょっとずつ微減はしていると言いましても、まだまだ２０

２０年の国勢調査でも、一次、二次産業の割合が１９．８％。他の都市部や他の自治体に比

べて大変高い水準であることには変わりがないわけですね。自然環境といい、人口密度、ま

たこの気候といい、本当、災害に強くありうるっていうのは、この食糧需給においてはもう

可能性しかないというふうに考えています。伊方原発の不安はありますけれども、本当こう、

住み続けられる町。例えば流通が途絶えても、域内で自給できる可能性が大いにある町だと

思っていまして、それは私がここに、内子町に引っ越してきた理由のひとつでもあるぐらい

なんですけれども、是非ともこの住み続けられる町、この安心安全に暮らせる町として、今

後この農業、食の安全保障についての施策を進めていただきたいと思います。以上をもちま

して、私の質問を終わらせていただきます。ありがとうございました。 

○議長（久保美博君） ここで暫時休憩します。午後３時４０分から再開いたします。 
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午後 ３時 ３０分 休憩 

 

午後 ３時 ４０分 再開 

 

○議長（久保美博君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。最後に、向井一富議員の発言

を許します。 

○４番（向井一富君） 議長。 

○議長（久保美博君） 向井一富議員。 

〔向井一富議員登壇〕 

○４番（向井一富君） ４番、向井一富です。９月議会にあたり質問通告書に基づき質問さ

せていただきます。 

まず１項目は、内子の観光、内子商店街の活性化についてお尋ねいたします。先程、先輩

議員の方からも質問がございまして、インバウンドを中心にちょっと次元の高いところで

のご質問をされましたけれども、私の方は少し低めからいきたいと思いますので、何卒よろ

しくお願い申し上げます。 

先日、内子本町通りを走っておりましたら、昔は何人か雇用されて営まれていた雑貨屋さ

んの店舗の入口に「今月いっぱいで店じまいをします。長い間のご愛顧いただきありがとう

ございました。」との張り紙が出ておりました。今でもよく利用させていただいていたので

ショックでした。こうやって、また一つ商店街の火が消えるのかと寂しい気もしました。大

型スーパー、ドラッグストア、資材店など、都会並みに国道側に集中してできたので、お客

さんはそちらに当然行かれるのだろうなと考えます。そこら辺、非常に複雑でございます。 

そこで、この項の１つ目は、客足の減少はコロナ禍でブレーキがかかったことも原因であ

っただろうと思いますが、コロナ５類解除後、お客様は戻っているのかが非常に気になると

ころでございます。そこで、この夏に開催された内子商店街の夏祭り、笹まつりの入込数は

コロナ前と比較してどうかをお尋ねいたします。 

○議長（久保美博君） 向井一富議員の質問に対して、理事者の答弁を求めます。 

○町並・地域振興課長（畑野亮一君） 議長。 

○議長（久保美博君） 畑野町並・地域振興課長。 

〔畑野亮一町並・地域振興課長登壇〕 

○町並・地域振興課長（畑野亮一君） 夏のイベントの入り込み客数についてですが、それ

ぞれの実行委員会が公表している入込客数は、夏祭りが約８，０００人、笹まつりが約１万

５，０００人、２日間延べでございます。令和元年度の入込客数は、夏祭りが約７，６００

人、笹まつりが約２万人ですので、夏祭りはコロナ禍前と同等ですが、笹まつりにつきまし

ては５，０００人ほど減っておりますが、まつりの２日目に台風の接近で天候が悪かったこ

とが影響しているものと考えられます。以上、答弁とさせていただきます。 
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○４番（向井一富君） 議長。 

○議長（久保美博君） 向井一富議員。 

○４番（向井一富君） 私も夏祭りと笹まつりの方に、町中を歩かせていただきましたけれ

ども、本当に「こんだけ人集まるんや。」と思うぐらい、ちょっとびっくりしたような感じ

でございますので、人出は戻ってきているのかなっていう感じはいたしました。まあ、コロ

ナ後のことですので、それもプラス、加味されるのかなとは思いますけれども、これを機会

にですね、もうひと踏ん張り、内子のまちづくりをですね、活性化していけたらなと思いま

す。 

これに関しまして、２つ目の質問に入ります。観光まちづくりコンサルティング事業につ

いてお尋ねをいたします。平成２２年３月にこの事業の報告書が国土交通省から出されて

いるようですが、この事業はそもそもどんな内容のものであったか、詳細をお尋ねいたしま

す。 

○町並・地域振興課長（畑野亮一君） 議長。 

○議長（久保美博君） 畑野町並・地域振興課長。 

〔畑野亮一町並・地域振興課長登壇〕 

○町並・地域振興課長（畑野亮一君） 議員のご質問とちょっと重複するところがあるかも

しれませんが、観光まちづくりコンサルティング事業は、平成１８年度より実施されている

ものでありまして、国土交通省地方運輸局が実施している事業でございます。国際競争力の

ある観光地づくりの推進に向けて、学識経験者や旅行業者等のメンバーからなる「観光まち

づくりアドバイザリー会議」を設置し、地域の観光魅力を発掘・増進させるためのコンサル

ティング事業と承知しております。内子町におきましては、議員ご指摘の通り平成２１年度

に四国運輸局が「内子町における観光まちづくりコンサルティング事業」を実施し、平成２

２年３月に報告書が作成されております。その内容でございますが、事前調査、それから３

回のアドバイザリー会議、外客誘客研修等を実施されているようでございます。メンバーと

いたしましては、当時の四国ツーリズム創造機構事業推進本部長を座長として、ＪＲ四国の

営業部担当部長、フジ・トラベル・サービスの営業戦略部地域振興チーム長、愛媛大学の特

命准教授、四国地方整備局の企画部長、四国運輸局の企画観光部長がアドバイザリーとして

参加されております。提案といたしまして、５つほどされておりまして、まず「ＷＨＹ 内

子？」「なぜ内子？」っていうふうに答えられる観光地づくりをしましょう。２番目といた

しまして、ゆったりとした時間を楽しみ、お金を使ってもらえるメニューやプランづくりを

しましょう。３番目に、ゆったりと快適に楽しんでもらうための観光の環境整備をしましょ

う。４番目に、ソフト、ハードの整備と連動した、情報発信機能の強化・整備を行いましょ

う。５番目に、内子町の観光トータル・プランニングを行いましょうという提案を受けてい

るところでございます。以上、答弁とさせていただきます。 

○４番（向井一富君） 議長。 

○議長（久保美博君） 向井一富議員。 
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○４番（向井一富君） 今、５つの項目について提案されたということで、それを参考にし

ながら、まちづくりを進めてこられたものだと考えるところです。この報告書の中の委員の

意見で「八日市護国の町並みだけではなく、六日市本町通りを活用し、内子座までをまち歩

きコースとして取り組んでいく」ことを提案されておられる委員さんがおられました。まさ

にその意見の通りで、この度の森家の開発を機に六日市本町通りもお土産屋さんを並べる

などをして内子町を案内するなどの観光コースにして、内子町の観光客の滞在時間が、ある

資料では４０分というデータもありますけれども、滞在時間を長くする取り組みを考え、駅

から町並みのコースを、なお一層、見る、買う、体験できる等の取り組みも取り入れながら

商店街の活性化が必要とか考えるが、いかがでしょうか。答弁の方、よかったらお願いいた

します。 

○町並・地域振興課長（畑野亮一君） 議長。 

○議長（久保美博君） 畑野町並・地域振興課長。 

○町並・地域振興課長（畑野亮一君） はい。おっしゃる通りでございまして、この提言の

後ですね、歴史まちづくり事業、歴まちの計画を作ったり、それから観光につきましても、

まち歩きコースをいくつも作ったりというようなことをしているところでございまして、

また民間におきましても、随分、この提言があった以降に、新たに飲食店等もできており、

少しずつ歩ける商店街というふうな雰囲気ができてきているなというふうに思っておりま

すし、これからも森家等を中心にして、さらなる発展を試みたいというふうに考えておりま

す。 

○４番（向井一富君） 議長。 

○議長（久保美博君） 向井一富議員。 

○４番（向井一富君） あるですね、町並みの駐車場の管理人さんが、お客様からですね、

「何で観光地なのに人が歩いてないのか。」と質問されたことがあったそうでございます。

有名な観光地ですので、たくさんの人が歩いているんだろうなっていう想像で来られたも

のだと思いますけれども。また、商店街が賑やかになることによって滞在時間が長くなり、

人の流れも絶えないっていうようなことになるのかなと思いますので、また商店街の活性

化を非常に強く求めていくものでございます。 

この項の３つ目は、日本の文化として旅先のお土産を持ち帰る習慣がありますが、内子町

を訪れる観光客がお土産として購入されているだろうと商品のベスト１０は何か、分かる

範囲でお示しいただきたいと思います。それとともに、お土産品とか施設入館料、駐車料金、

食事代、宿泊料とか、観光関連の経済効果がどれほどあるのか、分かる範囲で教えていただ

きたいと存じます。 

○町並・地域振興課長（畑野亮一君） 議長。 

○議長（久保美博君） 畑野町並・地域振興課長。 

〔畑野亮一町並・地域振興課長登壇〕 

○町並・地域振興課長（畑野亮一君） はい。ご質問の件ですが、内子町を訪れる観光客が
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お土産として購入されているだろう商品のベスト１０は何か。また、経済効果はというご質

問ですが、こちらについては正確には把握できておりません。ご参考までに、今年１月から

８月に「旅里庵」で販売した土産物の上位ベスト５をご報告いたしますと、１位がからり「じ

ゃばらサイダー」、２位が「内子座せんべい」、３位が「ギルディングのはがき」、４位が「水

彩絵はがき」、５位が石畳の炭ですね、「菊丸」、というふうになっております。また、から

りにお聞きしたところですね、１位がブドウ、２位が梨、３位が桃、４位が柿、５位が栗と

果物類が並んでいるところでございます。ただ、こちら両方でも扱っていない商品も多数ご

ざいますので、町全体での実態につきましては不明でございます。 

なお、土産品購入の経済効果につきましては、県の算定方法に基づきデータ計算したもの

を県に毎年報告しております。令和４年度は、客単価を１，２８６円として、それに入込客

数から温泉やスポーツレクリエーション、行事、催し物、イベントの数を除いた数字をかけ

た１０億７，５００万円を県に報告しておるところでございます。 

○４番（向井一富君) 議長。 

○議長（久保美博君） 向井一富議員。 

○４番（向井一富君） 今、経済効果１０億円ということでございますけれども、１０億円

が入ったからといって町内が潤っているというような感じはないのですけれども、この項

の４つ目に入らせていただきたいと思います。 

新たなお土産製品の開発についてお尋ねをいたします。先程も説明していただきました。

旅里庵ではじゃばら、からりではブドウというようなことで。他の観光地にはない商品が１

位になっているということではございますけど、先程も申しました通り、日本人のお土産文

化は世界でも珍しいとのことで、欧米などは記念品を贈る習慣がありますが、日本は「消え

もの」、すなわち食べたらなくなるものの方が相手にとっても迷惑にかからないという気配

りの文化もあり、食品が消耗品だということで重宝がられております。例えば、東京では東

京バナナ、広島ではもみじ饅頭、北海道の白い恋人、沖縄の宜野座村とは姉妹都市交流５０

周年を迎えましたが、沖縄のちんすこうなどが有名です。ワンパターンではございますけれ

ども、なぜかそれを手にして帰ります。日本人に染み込んでいるこの文化を素直に受け入れ

て、新たな、これから５０年、１００年先を見据えた、内子へ来たらこれという定番お土産

を開発していく必要があると思います。例えば、大森産業にご協力をいただき、栗の甘露煮

を１個あんこ代わりに入れた「内子のビッ栗まんじゅう」とか、農協と連携して柿を加工し

て最中にして、商品名を「内子の柿入れ最中」。「時」の文字を漢字で「最中」と書いて「と

き」と読ますなどのユニークなネーミングをつけるなどして、内子ならではの新しくて古い

商品が必要だと考えます。開発にはお金と時間がかかります。助成金を入れて、新たな商品

開発に町をあげて取り組むべきだと考えます。これについては、観光協会や商店街組合がし

っかりと取り組むべきものではあると思いますけれども、町の方もですね、しっかりバック

アップしながら、内子を代表するような、５０年、１００年を見据えたお土産品を開発して

もらいたいなと思います。よろしくご返答のほどお願い申し上げます。 
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○町並・地域振興課長（畑野亮一君） 議長。 

○議長（久保美博君） 畑野町並・地域振興課長。 

〔畑野亮一町並・地域振興課長登壇〕 

○町並・地域振興課長（畑野亮一君） 通告のご質問に基づいて、助成制度について答弁さ

せていただいてよろしいでしょうか。 

町の助成制度ですが、内子町販路開拓支援事業を設けております。これは、町内で生み出

された優れた産品を販売することにより町の活性化を図る事業で、対象経費に試作研究費

やパッケージデザイン費を含んでおります。助成金の額は対象経費の２分の１以内の額と

し、１つの事業者に対し５０万円を上限としております。 

また、先程も少し述べさせていただきましたが、今年度、一般社団法人内子町観光協会に

おきまして「内子の目玉商品開発プロジェクト」を立ち上げ、内子のお土産や食の目玉商品

づくりを推進していくこととしております。以上、答弁とさせていただきます。 

○４番（向井一富君） 議長。 

○議長（久保美博君） 向井一富議員。 

○４番（向井一富君） ご答弁ありがとうございます。これはですね、少しはっきり言わな

かったんですけども、思いは強いと思いますので、しっかりとご支援をしていただいてです

ね、内子町のお土産物がしっかりと根付いていってですね、まちづくりに活かしていただく

ような形にしていただきたいと思いますので、ご期待申し上げておきます。 

この項の５つ目に入ります。今、先程も話が出ていましたけれども、大洲市の観光商品の

開発に注目が行っております。それまでは内子町の方が、全国でもトップクラスの観光地と

して先行しておりましたけれども、今では逆転されそうな勢いでございます。この小さな地

域で競い合っていても、大きなうねりは現在の情報化の中では、人の山は動かないと思いま

す。世界を相手にグローバルな視点で物事を考えないといけない時代だと思います。内子町

単独で観光資源の開発は、今までも散々取り組んできましたが、内子町単独での開発には限

界があるんじゃないかなと思います。大洲のお城と内子の古い町並み、ベストマッチじゃな

いかと個人的には考えるものでございます。観光の分野においては内子、大洲が連携、協定

して、いいものを持ち寄って観光商品開発を進めていくのがいいのではないかと考えます。

内子座のキャッチフレーズの「町並みから村並み。そして山並みへ。」のキャッチフレーズ

は、本当にすばらしいと思います。大好きなキャッチフレーズだと考えております。まずは

町並みを整備して、村並み、山並み、隅々まで取り残すことなく、しっかり支えていこうと

することがはっきり見えてきます。しかし、いくら古い町並みを整備しても、立派な農道、

林道がついたとしても、人が活気づいて暮らしを営んでいないと、それは単なるものでしか

ないと思います。大事なのは人だと思います。そのそれぞれの地域に根差す人にスポットを

当てて政策を進めることが大事だと思います。 

また、自然は下から上の発想ではなく、現実は上から下なのではないでしょうか。人間の

世界でも、いろんな指示が上から下へ流れていきます。現実問題として、下の意見がなかな
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か上に上がっていかないっていうのが、現実やろうかなと思っております。そういった意味

では小田川も、小田から大瀬、内子、五十崎に流れていきます。その流れはやがて大洲市に

流れて長浜の海岸まで流れていきます。その海の水が温められ、上昇気流に乗り、また山に

帰ってきます。美空ひばりさんの詩に「川の流れのように」っていう歌がありますが、これ

を地域づくりにも「川の流れのように」取り組む必要があるのかなと思っております。ここ

に来たら、流れた水が合流する。内子、大洲が合流して、観光開発を進めていく必要もある

かと思うのですけど、お考えをお聞かせください。よろしくお願いします。 

○町並・地域振興課長（畑野亮一君） 議長。 

○議長（久保美博君） 畑野町並・地域振興課長。 

〔畑野亮一町並・地域振興課長登壇〕 

○町並・地域振興課長（畑野亮一君） 大洲市との連携についてですが、令和元年度に「内

子・大洲エリア観光推進プロジェクト協議会」を設立し、内子町と大洲市を訪れる観光客に

提供する観光コンテンツ等のプロダクト開発を行っております。これまでに、当協議会にお

いて３箇所のプロダクト開発を行っております。具体的には、令和２年度に石畳地区を対象

に「Satoyama Walk」。それから「Satoyama Yoga」。令和３年度に河辺・肱川地域を対象に、

「Satoyama サイクリングツアー」、「ひじかわダウンリバー」。令和４年度に小田・大瀬地区

を対象に「小田深山千年の森でＥバイクに挑戦できるガイドツアー」の各プロダクトを開発

しております。今年度は大洲・長浜地区においてプロダクト開発中でございます。以上、簡

単ですが答弁とさせていただきます。 

○４番（向井一富君） 議長。 

○議長（久保美博君） 向井一富議員。 

○４番（向井一富君） 先程の答弁でも聞いた気がいたしますけれども、とにかくですね、

今できることはですね、何でもやってみるというような精神で、しっかりとですね、もうち

ょっとタッグを組んでやってほしいなっていうことを今考えておりますので、特に強く、よ

ろしくお願いしたいと思います。ちょっとこの項目で再質問させていただくんですけども、

先程、町長の方も同僚議員の方からの質問のときに、内子商店街の無電柱化っていうことが

進められているというようなお考えの答弁があったと思うんですけども、現状がどういう

ところまで進められているのか、ちょっと教えていただいたらと思います。 

○建設デザイン課長（谷岡祐二君） 議長。 

○議長（久保美博君） 谷岡建設デザイン課長。 

○建設デザイン課長（谷岡祐二君） はい。無電柱化事業の進捗状況について説明させてい

ただきます。この事業につきましては、ＮＴＴ、四国電力等々の電気事業者の合意形成のも

と、現在、計画下においてですね、全体の埋設物の調査でありますとか、一応、事業の起点

となりますＪＲ側ですね。これの内子停車場線から焼肉のありもと付近までの詳細設計。そ

ういったところまで進めております。今後ですね、もう少しですね、下水道の付け替えとか

ですね、ＮＴＴの管の詳細設計とか、そういった調査設計が若干残っておりますので、これ
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らが終わった段階で地元説明会の方をしてですね。事業としましては、できれば早ければで

すね、令和７年ぐらいから工事に入れるような流れでちょっと進めていきたいなというふ

うな形でですね、準備を進めさせていただいております。 

○４番（向井一富君） 議長。 

○議長（久保美博君） 向井一富議員。 

○４番（向井一富君） 以前、内子商店街の青年会かなんかがですね、夏のイベントで「フ

ルフル大国」っていうので、夏のイベントをされておりました。もう活気があって素晴らし

い、いいネーミングと。本当に内子を代表する古い町並みとフルーツの町ということを考え

ての「フルフル大国」だったと思うんですけども、いいイベントをされているなって感じが

しました。「フルフル大国」っていうネーム、素晴らしいネーミングじゃなと思いまして、

大洲の古いお城と内子の古い町並みを盛り込んだ「フルフル構想」ということで、一緒に事

業を進めていただいたらなと思います。これ、商工会の青年部に断らんといけんと思うんで

すけど、そういう思いでですね、しっかりと手を繋ぎながらですね、観光開発に進めていた

だきたいなと思います。よろしくお願いいたします。 

次の質問に参ります。大きな項目の２番目でございます。子育て支援についてお尋ねいた

します。 

１つ目、現在、発達障がいという言葉を耳にしますけれども、その中でも症状の違いによ

り症状別の名前がつけられ、それぞれの症状別に対応が異なるんだろうと考えます。そこで、

内子町の発達障がいと判断された判例別の対象のお子様の人数が分かるようであれば、教

えていただきたいと考えますがいかがでしょうか。 

○こども支援課長（山本勝利君） 議長。 

○議長（久保美博君） 山本こども支援課長。 

〔山本勝利こども支援課長登壇〕 

○こども支援課長（山本勝利君） 向井委員のご質問にお答えいたします。発達障がいには、

注意欠如、多動症や、自閉スペクトラム症などの症状がございます。これらの症状を持つ障

がい児は、県内の療育センターなどの発達外来専門の医療機関で発達専門医による発達障

がいの診断が行われます。しかし、対象児童の保護者の中には病院受診を控えたり、医師の

診断を拒んだり、また医師の診断があっても関係機関等へ伝えない場合がございます。この

ようなことから、現時点で発達障がい児の症状別対象者数は把握しきれていないのが現状

でございます。 

なお、発達障がいなどを持つ児童が対象となる特別児童扶養手当や、放課後等デイサービ

スなどの行政支援を受ける児童につきましては、特別児童扶養手当の対象児童が３４名で、

放課後等デイサービス等などの利用者が２８名となっております。以上、答弁とさせていた

だきます。 

○４番（向井一富君） 議長。 

○議長（久保美博君） 向井一富議員。 
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○４番（向井一富君） ３４名と２８名。ちょっと驚く数字で、耳を疑うような形なんです

けど。全国的にも、報道等でも障がい児が増えているというような報道がされていたんです

けど、年々、内子町の方も増えておるんでしょうか、現状は。お知らせいただきたいと思い

ます。 

○こども支援課長（山本勝利君） 議長。 

○議長（久保美博君） 山本こども支援課長。 

○こども支援課長（山本勝利君） 発達障がいですが、近年、社会的認知が進み、医療機関、

医療関係者や保育・教育関係者などにも、発達障がいを持つ子どもへの理解が広がってきて

おります。このようなことから、対象となります児童数が増加しているように感じられてお

りますが、社会が多様化するにあたり、判断基準の見直しでありますとかが行われまして、

過去との比較が難しい状況にあります。また、今までも発達障がい児はいましたが、社会的

認知の高まりにより受診者数が増加し、以前よりも多くの診断がなされるようになったこ

とも考えられるのではないかと考えております。以上、答弁とさせていただきます。 

○４番（向井一富君） 議長。 

○議長（久保美博君） 向井一富議員。 

○４番（向井一富君） 今の質問で再質問でございます。そういう認定が受けられる制度が

整ったので数が増えたんで、実質は、症状としては昔もこういう症状があったけど、名前が

ついていないっていう状態であって。相対的な数字としては、そんなに変わりはないという

ことで今の答弁よろしいんでしょうか。 

○こども支援課長（山本勝利君） 議長。 

○議長（久保美博君） 山本こども支援課長。 

○こども支援課長（山本勝利君） はい。今までの数というのが、正式な数というのが拾え

ておりませんので、ちょっと比較にならないかなという答弁でございます。 

○４番（向井一富君） 議長。 

○議長（久保美博君） 向井一富議員。 

○４番（向井一富君） この項の３つ目です。発達障がい児と健常児の境が、先程も説明ご

ざいましたように難しいのではないかと思うのですけども、そこはどういう手段で発見し、

判断して支援に繋げていくのか。また、どのような支援策があるのか。分かる範囲でお知ら

せください。 

○こども支援課長（山本勝利君） 議長。 

○議長（久保美博君） 山本こども支援課長。 

〔山本勝利こども支援課長登壇〕 

○こども支援課長（山本勝利君） 発達障がい者への支援についてでございますが、巡回相

談事業やペアレントトレーニング、ペアレントメンター事業、学校生活支援員の配置等によ

りまして支援を行います。また、経済的支援といたしまして、特別児童扶養手当の支給、社

会性の発達支援として放課後等デイサービスや児童発達支援の利用による公的支援を行っ
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ております。これらの事業は、保健福祉課や保健センター、学校教育課、こども支援課、子

育て支援センターなどが連携をとりながら、保護者の気持ちに寄り添い、関わりを持ちなが

ら対象児童と保護者の切れ目のない支援に繋げるところでございます。以上、答弁とさせて

いただきます。 

○４番（向井一富君） 議長。 

○議長（久保美博君） 向井一富議員。 

○４番（向井一富君） そういたしますと、発達障がいと判定された保育園児の方は、一般

的な保育園に通園されているっていうことではないのかな。普通に認定保育園に通園され

ておるんですかね。 

○こども支援課長（山本勝利君） 議長。 

○議長（久保美博君） 山本こども支援課長。 

○こども支援課長（山本勝利君） 障がいを持っている子ということになりますと、小さい

お子様というのは、診断の段階で明確な障がいというのがはっきりしない場合が多くござ

いますので、通常はもう一般の保育園と一緒に保育をしている状況でございます。 

○４番（向井一富君） 議長。 

○議長（久保美博君） 向井一富議員。 

○４番（向井一富君） この項の４つ目の質問に入ります。ひと昔、１億総活躍社会がうた

われておった時期に、保育所事情が厳しい時代に「保育所落ちた日本死ね」とのツイッター

で投稿されたことに、日本を二分するほどの議論が闘わされたことがございました。昨年の

出生数は過去最低ということで、少子高齢化がますます加速しております。働き手も不足し

ているのが現状で、大概の人はお子様を保育園等に預けていると考えられますけれども、子

育ては本当に大変です。親子３世代世帯では、まだ家庭内で手分けして子育てできる環境に

ありますけれども、核家族世帯では、両親にかかる負担はかなりのものがあります。そのこ

とで、ネグレクトや虐待の悲しい現実も起こり得ると考えます。そのことに関しての子育て

の負担軽減。また子どもの社会性などを考えて、保育に欠けていない保護者、家庭のお子さ

んの中にも、入園を希望する方はおられるのではないかと考えますが、保育に欠けていなく

ても希望すれば入園できるのか。国の制度もどんどん変わっているので、今の現状をお尋ね

いたします。 

○こども支援課長（山本勝利君） 議長。 

○議長（久保美博君） 山本こども支援課長。 

〔山本勝利こども支援課長登壇〕 

○こども支援課長（山本勝利君） 向井議員のご質問にお答えいたします。国の示す現行制

度では、保育に欠ける要件として就労や妊娠・出産、育児休業等による理由がある場合に、

「保育の必要な児童」に該当するとして、保育園等への入園ができることとなっております。

現時点では、これら「保育の必要な児童」としての要件を満たしていない場合には、保育園

等への入園はできない制度となっております。以上、答弁とさせていただきます。 
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○４番（向井一富君） 議長。 

○議長（久保美博君） 向井一富議員。 

○４番（向井一富君） 保育園に通える年齢で通われていない方っていうのは、どのぐらい

おられるもんですか。 

○こども支援課長（山本勝利君） 議長。 

○議長（久保美博君） 山本こども支援課長。 

○こども支援課長（山本勝利君） 今年の４月１日現在の状況としてですね、ちょっとご報

告をさしていただきます。今年３歳、４歳、５歳は就園率が１００％になってございます。

０歳、１歳、２歳についてはですね、１００％ではございませんが、年齢が高いほど就園率

は高い状況にございます。 

○４番（向井一富君） 議長。 

○議長（久保美博君） 向井一富議員。 

○４番（向井一富君） 大半の子どもさんが保育園に通われる、お父さん、お母さんが仕事

をされておるか、そこら辺の条件があるっていうことでございます。ということで、あるん

だろうなと考えますけれども。０歳、１歳の人は入られてない方もおられるみたいなんです

けど、一時預かり保育っていうのは、やっぱりこういう保育士さんが１人が３人。０歳、１

歳までは３人だったと思うんですけども、その範囲で４人目は預かれんのですよね。３人目

のところへ入れるっていうような形に、預かってもらうというような形なんですよね。 

○こども支援課長（山本勝利君） 議長。 

○議長（久保美博君） こども支援課長。 

○こども支援課長（山本勝利君） 一時預かり保育のことでございますが、大瀬保育園でや

ろうかとしている部分につきましてはですね、余裕型一時預かりという事業でございます。

これは保育園の受け入れがですね、今言われましたように０歳は３人に１人の保育士が必

要でございますが、入所者が２名の場合、１名はまだ空きがありますので、その方をお預か

りするというような形で、余裕が、人的にですね、子どもの数が余裕がある分についてお預

かりをするという事業がございます。 

○４番（向井一富君） 議長。 

○議長（久保美博君） 向井一富議員。 

○４番（向井一富君） この項目の再質問という形になるんですけど、子育て支援という観

点から考えさせていただきますと、園児の紙おむつ、これは持ち帰っておるんでしょうか。

それとも、保育所が一括して処分するのでしょうか。 

○こども支援課長（山本勝利君） 議長。 

○議長（久保美博君） 山本こども支援課長。 

○こども支援課長（山本勝利君） 園児の紙おむつにつきましては、園の方で全て処分をし

ております。 

○４番（向井一富君） 議長。 
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○議長（久保美博君） 向井一富議員。 

○４番（向井一富君） この項の５つ目の項目に入らせていただきます。大学の保育科を卒

業される人はかなりの人数がいると思いますし、少子化なのになぜ保育士不足が全国的に

言われているのか不思議な思いがあります。内子町ではどういう状況でございましょうか。

保育士の確保は容易にできているのでしょうか。 

○こども支援課長（山本勝利君） 議長。 

○議長（久保美博君） 山本こども支援課長。 

〔山本勝利こども支援課長登壇〕 

○こども支援課長（山本勝利君） 向井議員のご質問にお答えいたします。通告書には、保

育士が不足と言われているかということでしたので、これについてご回答させていただき

ます。 

まず現在、内子町の正規職員の保育士ございますが、全体で２７名おります。これに会計

年度任用職員のフルタイムとパートタイムの保育士２３名を加えて、こども園や幼稚園、児

童館などの各施設に配備することで運営を行っており、現状では、会計年度任用職員に頼っ

た施設の運営となっている状況でございます。会計年度任用職員に頼らずですね、正規職員

を主体とした各施設での円滑な運営を行う場合、正規職員の保育士は不足しているかなと

いうような状況にあります。以上、答弁とさせていただきます。 

○４番（向井一富君） 議長。 

○議長（久保美博君） 向井一富議員。 

○４番（向井一富君） はい。この項の６つ目に入らせていただきます。先程の答弁も参考

にしていただきながら、全国で保育事故が相次いでいる中、２２年度は過去最高の保育事故

との記事も目にしました。このことも保育士不足の要因のひとつではないかと考えますが、

家で１人の子守りをしていても、一瞬目を離しただけでけがをさせたりしたことは、皆さん

にもあると思いますが、子どもの行動は大げさに言えば、大人の人知を超えていると考える

１人でございます。何人も、何十人も１人の保育士さんが保育する保育士さんのご苦労は想

像を超えるものがあります。それを踏まえて、全国的にも保育士配置基準見直し、処遇改善

などの要望活動が行われておりますが、このことに関して町長のお考えをお尋ねをいたし

ます。 

○町長（小野植正久君） 議長。 

○議長（久保美博君） 小野植町長。 

○町長（小野植正久君） ただ今のご質問にお答えをいたします。内子町の保育の現場では、

保育する児童の数に対する国の定める基準に従って必要な保育士を配置し、それぞれの園

で運営を行っております。今後、国において配置基準の見直しがあった場合には、国の示す

適正な保育士配置を維持するため、保育士を採用等により配置をして参りたいと考えてお

ります。 

次に、処遇改善要望活動が行われた場合の対応についてでありますが、要望される内容を
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精査・整理し、他の自治体の状況等も参考にしながら、要望事項への取り組みを検討して参

りたいと考えております。 

○４番（向井一富君） 議長。 

○議長（久保美博君） 向井一富議員。 

○４番（向井一富君） ただ今は、町長としての答弁ありがとうございました。１人のお父

さんとして保育園、仕事場を見たときに、ちょっと厳しい状況にあるんじゃないかなという

ことを感じたことはないでしょうか。 

○町長（小野植正久君） 議長。 

○議長（久保美博君） 小野植町長。 

○町長（小野植正久君） はい。子育てはですね、やっぱりそれは大変といえば大変ですね。

もちろん楽しみでもありますけれども、やっぱりその時々の状況によってはですね、やっぱ

り大変な場面というのも、もちろんございます。ですが、今の関連で言いますとですね、国

の方でも基準の見直しはですね、検討されているということであります。ちょっとどうなる

かまだ分かりませんけれども、当然それが出ればですね、町の方としてもそれに基づいてと

いうことになります。なかなかですね、保育士も足りない状態ではございますので、それを

緩和して、対応していくことを現時点では非常に厳しいなというふうに考えております。子

育てについては当然しんどい面もありますけれども、楽しいものでもあるというところで

ございます。 

○４番（向井一富君） 議長。 

○議長（久保美博君） 向井一富議員。 

○４番（向井一富君） しっかりとですね、この現場をですね、充実させるためにもですね、

国の方にも頑張っていただかないといけないなというのが個人的に考えております。 

次の質問に移ります。大きな３項目でございます。移住対策についてお尋ねいたします。

内子に魅力を感じて移住していただいて、一生懸命根を張ろうと頑張ってこられたのに、何

かの理由で定着を諦めて、転出される例があると思いますが、内子町の現状とその原因は何

か。そのことについて分析されているのか、お尋ねいたします。 

地方では高齢化が進み、地域の行事、環境整備、自治会、行政区の運営等大変多岐にわた

ります。地域を維持していくためにも必要なことではございますけれども、移住早々、それ

らの役割を若いからといって担われる例もあると思います。いろんなメディア等でもよく

住民とのトラブル等で取り上げられている例を目にしますが、新しい土地で生活基盤もま

まならない状態でそれらを担わされたら、たまったものではないような気もいたします。そ

ういった傾向は町内でも少なからずあると思いますが、そのことについて地域への配慮を

促すような取り組み、または住民、移住者へのそういうことの理解をしっかりと持ってもら

うような打ち合わせ等はなされているのかをお尋ねをいたします。 

○総務課長（黒澤賢治君） 議長。 

○議長（久保美博君） 黒澤総務課長。 
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〔黒澤賢治総務課長登壇〕 

○総務課長（黒澤賢治君） 町の移住相談を介して移住された方につきまして、移住して間

もない時期には、職員や移住コーディネーターが困りごとや心配ごとがないかなど、連絡す

ることがございます。また、その後においても必要に応じて相談等に応じてございますけれ

ども、定期的な聞き取りやアンケートなどにより状況を調査するようなことは行っており

ません。こうしたことから、一旦内子町に定住された後に転出された方もいらっしゃると思

いますけれども、その数について把握は行っておりません。また、転出された原因も同様の

理由で把握できておりませんので、ご理解をいただきますようお願いいたします。以上、答

弁とさせていただきます。 

○４番（向井一富君） 議長。 

○議長（久保美博君） 向井一富議員。 

○４番（向井一富君） 把握できていないっていうのも、なんかちょっと無責任な感じもす

るのですけれども。何かそれは人権等の問題で把握ができないということなんでしょうか。 

○総務課長（黒澤賢治君） 議長。 

○議長（久保美博君） 黒澤総務課長。 

○総務課長（黒澤賢治君） はい。まず一つにはですね、内子町に移住された後に内子町か

ら転出される方につきましては、内子町の相談窓口等に転出しますというようなことを相

談されて出て行く方っていうのは、ほとんどございません。そういったことから、結果とし

て把握できていないということもございます。また大切なことはですね、移住する前にしっ

かりこちらの方から相談に乗って、内子町のいろんな環境ですね、魅力、そういったものを

勧めると同時に、内子町の、今、自治会制度がありますので、自治会にきちんと入っていた

だく。そういった役割や負担、そういったこともきっちり理解していただいた上で入ってい

ただいて、入った後でですね、こんなはずではなかったとかですね、こんなことは聞いてい

なかったというようなことを防ぐような、入る前にきちんとした、こちらの方からのお願い

もさせていただいて、理解していただいて入っていただく。そういったことが大事じゃない

かなと考えてございます。 

○４番（向井一富君） 議長。 

○議長（久保美博君） 向井一富議員。 

○４番（向井一富君） はい。総務課長。しっかりとした答弁ありがとうございます。そう

いう取り組みで移住者対策をしていただきたいなと思います。 

それとですね、農家に移住してきて新規就農者の支援事業とか、施設の補助金とかあると

思うんですけども、町外に出たときに、その農業は内子でやっとんですけど、外に出た時に

そういった資金とかは使えるものなんでしょうか。 

○農林振興課長（大久保裕記君） 議長。 

○議長（久保美博君） 大久保農林振興課長。 

○農林振興課長（大久保裕記君） 内子町では、新規就農の施設、滞在型の施設が３棟ござ
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います。そこで２年間農業の研修をしていただいて、５年以内に就農していただければ、そ

の時に払っていただいた家賃を補助金としてお支払いしていくものがございます。それで、

もし就農者が５年以内に就農しなかったり、出て行かれた方に関しましては、その家賃をそ

のままいただいて、補助金としては返さないというようなことはしております。 

○４番（向井一富君） 議長。 

○議長（久保美博君） 向井一富議員。 

○４番（向井一富君） 例えば、イノシシ除けのネットとかいうのも、町内の住んどった時

に網の補助をいただいてやっとるんですけども、ちょっと畑を余分に作ろうという時には、

そのイノシシの柵とかいう補助というのは、もう町外に居住されておるからもう出ないっ

ていうことでよろしいんですかね。 

○農林振興課長（大久保裕記君） 議長。 

○議長（久保美博君） 大久保農林振興課長。 

○農林振興課長（大久保裕記君） 農地が町内にあったら補助の方が取れるっていうふうに

把握をしています。すいません。ちょっと記憶がはっきりしませんので、お答えにはならな

いんですけども、確か農地が町内にあれば補助対象ということだったと思います。 

○４番（向井一富君） 議長。 

○議長（久保美博君） 向井一富議員。 

○４番（向井一富君） また後ではっきりと教えていただいたらと思います。 

最後の質問、大きな４項目目でございます。高齢者、特に独居老人見守りについてお尋ね

をいたします。令和５年の３月の議会において、郵便局と連携しての住民サービスについて

質問させていただきましたが、先般、我が集落において独居老人が亡くなられました。たま

たま、自分がその方に用事があり訪ねていき、返答がなかったので留守かと思い帰ろうとい

たしましたけれども、郵便受けに郵便物がたまっていたので不安を感じ、地域外別居の息子

さんの了解を得て自宅に入りましたが、その方は寝室のベッドの横で亡くなられておられ

ました。誰にも看取られず、ひっそりと亡くなられたことを考えると、いたたまれない思い

でございました。最後、何か言いたかったのに言うこともできず亡くなられたことを思うと、

本当に残念です。そのことを踏まえ、今後、独居老人が増えると予想されます。ご近所、ご

近所といっても山の集落はご近所も遠いですけれども、民生委員さん、区長、その地域には

そのことを担う役職は何人かおりますけれども、郵便さんも異変に気がつきやすい立場に

あるので、内子町見守りネットワークに関する協定及び災害発生時における内子町と内子

町内等郵便局の協力に関する協定の中に、再度強く、このことは取り組んでいただくように

協定の中で申し入れ願えないかなと思いますけど、いかがでしょうか。 

○総務課長（黒澤賢治君） 議長。 

○議長（久保美博君） 黒澤総務課長。 

〔黒澤賢治総務課長登壇〕 

○総務課長（黒澤賢治君） はい。この度、孤独死事案が発生いたしましたことは誠に残念
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でございます。まずもって、故人の方のご冥福をお祈りいたします。 

さて、高齢者の見守りについてのご質問でございますけれども、議員ご指摘の通り、本年

３月議会で答弁させていただきました通り、「内子町見守りネットワークに関する協定」を

郵便局と平成２７年に結んでいるところでございます。この協定には、見守り活動の実施な

どについて「通常業務の範囲内において、町民の日常生活に何らかの異変を察知した場合、

速やかにその状況を連絡するものとする。」という項目がございます。しかしながら、締結

後８年が経過し形骸化してきているようなところがございます。町職員、郵便局員の末端ま

で協定内容等が行き届くよう、相互の認識を新たにする必要があると考えております。こう

した現状の課題などを踏まえ、行政の各分野において連携できる可能性のあるものの検討

の準備を改めて行ってございます。包括的な見直しを行うべく協議を重ねております。来月

を目途に、新たな協力体制を整えて参りたいと思いますので、ご理解いただきますよう、よ

ろしくお願い申し上げます。以上、答弁とさせていただきます。 

○４番（向井一富君） 議長。 

○議長（久保美博君） 向井一富議員。 

○４番（向井一富君） 特にですね、その中で今申し上げました事案についてですね、強く

協定の場でですね、打ち合わせをしていただきたいと思います。宇和島市では、スマートス

ピーカーを活用した郵便局見守りサービスの提供及びタブレット端末を活用した遠隔医療

支援に関する事業デジタル田園都市国家構想推進交付金の対象事業に採択されたことで実

施されております。このような事業も取り入れながら、国のこういったような補助金等があ

りますから、有効に使っていただいて、独居老人のこういったことに、こういうことが少し

でもなくなるような対策をとっていけたらいいなと考えて。僕も区長をしておりますので、

ちょっと責任を感じておりますので、しっかりと住民とそういうネットワークを利用しな

がら、しっかりと見守って行けるようなことにしていきたいなと思いますので、役場の方も

しっかりとご検討いただきたいと思います。以上で終わります。ありがとうございました。 

○議長（久保美博君） 以上で、本日の議事日程はすべて終了しました。次の本会議は９月

１９日、午後２時に開会いたします。本日はこれをもって閉会いたします。 

○議会事務局長（前野良二君） ご起立願います。礼。 

 

午後 ４時 ４１分 閉会 

 

 

 

 

 

 

地方自治法第１２３条第２項の規定により、ここに署名する。 
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令和５年９月第１３６回内子町議会定例会会議録（第３日） 

○招集年月日   令和５年９月４日（月） 

○開会年月日   令和５年９月１９日（火） 

○招 集 場 所   内子町議会議事堂 

 

○出 席 議 員（１４名） 

１番  城 戸   司 君         ２番  塩 川 まゆみ 君 

３番  関 根 律 之 君         ４番  向 井 一 富 君 

５番  久 保 美 博 君         ６番  森 永 和 夫 君 

７番   地 幸 雄 君         ８番  泉   浩 壽 君 

９番  大 木   雄 君        １０番  山 本   徹 君 

  １２番  下 野 安 彦 君        １３番  林     博 君 

  １４番  山 崎 正 史 君        １５番  寺 岡   保 君 

 

○欠 席 議 員（０名）  なし 

 

○地方自治法第１２１条第１項の規定により説明のため出席を求めた者の職氏名     

町 長  小野植 正 久 君    副 町 長  山 岡   敦 君 

総 務 課 長  黒 澤 賢 治 君    住 民 課 長  上 山 淳 一 君 

税 務 課 長  大 竹 浩 一 君    保健福祉課長  久保宮 賢 次 君 

こども支援課長  山 本 勝 利 君    内子町保健センター所長  上 石 由起恵 君 

建設デザイン課長  谷 岡 祐 二 君    会 計 課 長  田 中   哲 君 

町並・地域振興課長  畑 野 亮 一 君    小田支所長  中 嶋 優 治 君 

農林振興課長  大久保 裕 記 君    環境政策室長  髙 嶋 由久子 君 

政策調整班長  二 宮 大 昌 君    危機管理班長  宮 田 哲 郎 君 

上下水道対策班長  稲 田 彰 二 君    商工観光班長  大 田 陽 市 君 

教 育 長  林   純 司 君    学校教育課長  亀 岡 秀 俊 君 

自治・学習課長  福 見 光 生 君 

代表監査委員  赤 穂 英 一 君    農業委員会会長  北 岡   清 君 

 

○出席した事務局職員の職氏名 

事 務 局 長  前 野 良 二 君    書 記  本 田 紳太郎 君 

 

○議事日程（第１４号） 

日程第 １ 会議録署名議員の指名 

日程第 ２ 議事日程通告 
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日程第 ３ 議認第 ７号 令和４年度内子町一般会計歳入歳出決算の認定について 

日程第 ４ 議認第 ８号 令和４年度内子高等学校小田分校寄宿舎特別会計歳入歳出決算の認

定について 

日程第 ５ 議認第 ９号 令和４年度内子町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて 

日程第 ６ 議認第１０号 令和４年度内子町介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定につい

て 

日程第 ７ 議認第１１号 令和４年度内子町介護保険サービス事業特別会計歳入歳出決算の認

定について 

日程第 ８ 議認第１２号 令和４年度内子町後期高齢者医療保険事業特別会計歳入歳出決算の

認定について 

日程第 ９ 議案第７０号 令和４年度内子町水道事業会計剰余金の処分について 

日程第１０ 議認第１３号 令和４年度内子町水道事業会計決算の認定について 

日程第１１ 議案第７１号 令和４年度内子町下水道事業会計剰余金の処分について 

日程第１２ 議認第１４号 令和４年度内子町下水道事業会計決算の認定について 

日程第１３ 議案第７２号 内子町下水道条例の一部を改正する条例について 

日程第１４ 議案第７３号 内子町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定め

る条例の一部を改正する条例について 

日程第１５ 議案第７４号 第 47 号 令和５年度内子町クリーンセンター補修工事に係る工事

請負契約について 

日程第１６ 議案第７５号 令和５年度内子町一般会計補正予算（第８号）について 

日程第１７ 議案第７６号 令和５年度内子町介護保険事業特別会計補正予算（第３号）につい

て 

日程第１８ 議案第７７号 令和５年度内子町水道事業会計補正予算（第２号）について 

日程第１９ 請願第２号に対する紹介の取消しの件 

日程第２０ 議員派遣の件 

日程第２１ 議会運営委員会の閉会中の所掌事務調査の件 

日程第２２ 常任委員会の閉会中の所管事務調査の件 

 

 

○本日の会議に付した事件 

日程第１から日程第２２まで 

 

午後 ２時００分 開会 

 

○議会事務局長（前野良二君） ご起立願います。礼。ご着席ください。 
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○議長（久保美博君） それでは、ただ今から本日の会議を開きます。 

 

日程第 １ 会議録署名議員の指名 

○議長（久保美博君） 「日程第１ 会議録署名議員の指名」を行います。会議録署名議

員は、会議規則第１１９条の規定により議長において、１０番、山本徹議員、１３番、林

博議員を指名します。 

 

日程第 ２ 議事日程通告 

○議長（久保美博君） 「日程第２ 議事日程通告」をします。本日の議事日程は、お手

元に配布しております「議事日程 第１４号」の通りであります。 

 これから、議事日程に従って提出議案の審議に入ります。 

 

日程第 ３ 議認第７号  令和４年度内子町一般会計歳入歳出決算の認定について 

日程第 ４ 議認第８号  令和４年度内子高等学校小田分校寄宿舎特別会計歳入歳出決

算の認定について 

日程第 ５ 議認第９号  令和４年度内子町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の

認定について 

日程第 ６ 議認第１０号 令和４年度内子町介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定

について 

日程第 ７ 議認第１１号 令和４年度内子町介護保険サービス事業特別会計歳入歳出決

算の認定について 

日程第 ８ 議認第１２号 令和４年度内子町後期高齢者医療保険事業特別会計歳入歳出

決算の認定について 

○議長（久保美博君） 「日程第３ 議認第７号 令和４年度内子町一般会計歳入歳出決

算の認定について」から「日程第８ 議認第１２号 令和４年度内子町後期高齢者医療保

険事業特別会計歳入歳出決算の認定について」までの６件を一括議題とします。 

 予算決算常任委員長に、審査の経過並びに結果について報告を求めます。森永予算決算

常任委員長、登壇願います。 

○予算決算常任委員長（森永和夫君） 議長。 

○議長（久保美博君） 森永和夫委員長。 

〔森永和夫予算決算常任委員長登壇〕 

○予算決算常任委員長（森永和夫君） それでは、ご報告いたします。去る９月４日の本会

議において予算決算常任委員会に付託されました「議認第７号 令和４年度内子町一般会

計歳入歳出決算の認定について」から「議認第１２号 令和４年度内子町後期高齢者医療保

険事業特別会計歳入歳出決算の認定について」の６件について、審査の結果をご報告いたし

ます。 
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審査経過につきましては、配布いたしております審査報告書の通りであり、審査結果につ

いては「議認第７号」から「議認第１２号」までの６件は原案の通り認定すべきものとする

ものであります。去る９月８日及び１１日、１２日の３日間の日程で委員会を開催し、令和

４年度各会計の決算について、歳入歳出決算書、決算資料、わが町の家計簿及び各課で作成

された資料等に基づき、事業執行においてどのような効果があったのか、住民の福祉の向上

にどう寄与しているのかを基本として審査を行いました。審査における経過及び主な質疑

等についてご報告をいたします。 

まず一般会計決算からご報告いたします。総務費関係では、町営バスに関して「２０年以

上使用しているバスもあり、シート等の破れも目立ってきているので計画を立てて更新す

ることができないか。」との質問に対し、「バスの更新については、これまでバスの修理状況

等を見ながら更新してきたが、今後、報酬については計画的に行うよう改めたい。」との答

弁がありました。さらに、選挙の投票率に関して「昨年度は参議院選挙や知事選挙などがあ

り低投票率が課題となっているが、何か対策を考えているのか。」との質問に対し、「当面の

対策として、期日前投票での移動投票所の開設を考えている。とにかく投票に行っていただ

く呼びかけをしっかり行っていくことが重要だと考えている。」との答弁がありました。 

民生費関係では、障がい者タクシー利用助成事業に関して「制度が始まって以来、令和４

年度決算でも利用実績が低くなっているが、利用しやすい制度に見直せないか。」との質問

に対し、「例えば、非課税世帯など助成要件の幅を広げるとか、またタクシー利用助成だけ

に限定しないなど見直しを検討している。」との答弁がありました。 

衛生費関係では、特定不妊治療費補助について「出生率を上げるためにも大切な制度だと

考えるが、その現状は。」という質問に対し、「令和４年度から不妊治療が医療保険適用とな

ったため不妊治療の補助がなくなっていたが、今年度から新たに県の補助を活用した不妊

治療の助成について、現在、補助要綱を策定中である。」との答弁がありました。 

農林水産業費関係では、農山漁村地域マネジメント支援事業について「愛媛大学農学部に

進学する学生を支援する、この制度の利用状況は。」との質問に対し、「現在、制度を利用し

ている生徒はいない。今年度中に対象枠を広げるなど、改善を検討している。」との答弁が

ありました。 

商工費関係では、小田深山渓谷遊歩道整備について「遊歩道として安全を考えるとコンク

リートが一番いいかもしれないが、石積みを配置するなど景観に配慮すべきでは。」との質

問に対し、「強度を保ちながら整備をする必要があるが、極力自然物を使いながらコンクリ

ートが目立たないように整備を進めたい。」との答弁がありました。 

土木費関係では、町道管理について「山間部など利用実態が減少することが予想されるが、

そういった町道は廃止するといったことはあるのか。」との質問に対し、「町道は道路法とい

う法律に基づいて管理しており、利用実態があれば廃止できない。」との答弁がありました。 

教育費関係では、コミュニティスクールについて「学校運営協議会委員の人選の方法と保

護者や地域への周知方法は。」との質問に対し、「人選については、それぞれ学校ごとに特色
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を出すよう学校長が中心となり進めており、委員の公表については協議会の課題としてホ

ームページでの公表など検討協議をしている。」との答弁がありました。 

５つの特別会計については、それぞれ質疑はありましたが、福祉や社会生活など住民サー

ビスに直結する事業であり、今後も健全な運営を続けていただきたいと思います。 

特に介護保険事業特別会計では、「介護認定者は前年度に比べて減っているが、給付が増

額しているその要因は。」との質問に対し、「高齢者の人口は少しずつ減少しているため、介

護認定者も減ってきている。しかし年齢が上がるにつれて介護度も高くなり、サービス料も

増える傾向にあるため給付費が伸びている。」との答弁がありました。 

以上、審査状況について報告いたしました。採決の結果、令和４年度の各会計決算は予算

の議決目的及び施策に基づき執行されていると認められ、よって「議認第７号」から「議認

第１２号」は原案の通り認定すべきものと決定いたしました。 

それぞれの事業において各担当課長より説明を受け、議決した予算に対し、その執行状況

の適否を確認することができました。厳しい財政状況ではありますが、今後においても健全

な財政運営をお願いするものであります。 

 なお、今回の審査において各委員から出された意見、要望については十分検討のうえ、

今後の町政運営と来年度の予算編成に反映させていただきたいということを申し添え、委

員長報告を終わります。 

○議長（久保美博君） 報告が終わりました。委員長報告に対する質疑は省略します。森

永委員長、席にお戻りください。 

 「議認第７号」から「議認第１２号」までの６件は一括して討論、採決を行いたいと思

います。これにご異議ありませんか。 

〔「なし。」の声あり〕 

○議長（久保美博君） ご異議なしと認めます。 

よって、「議認第７号」から「議認第１２号」までの６件は一括して討論、採決を行う

ことに決定しました。 

討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし。」の声あり〕 

○議長（久保美博君） これにて討論を終結します。 

 採決を行います。「議認第７号」から「議認第１２号」に対する委員長報告は認定とする

ものです。委員長報告の通り認定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（久保美博君） 起立全員です。 

 よって「議認第７号」から「議認第１２号」までの決算認定は委員長報告の通り認定さ

れました。 

 

日程第 ９  議案第７０号 令和４年度内子町水道事業会計剰余金の処分について 
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日程第 １０ 議認第１３号 令和４年度内子町水道事業会計決算の認定について 

○議長（久保美博君） 「日程第９ 議案第７０号 令和４年度内子町水道事業会計剰余

金の処分について」及び「日程第１０ 議認第１３号 令和４年度内子町水道事業会計決

算の認定について」、以上の２件を一括議題とします。予算決算常任委員長に審査の経過

並びに結果について報告を求めます。森永予算決算常任委員長、登壇願います。 

○予算決算常任委員長（森永和夫君） 議長。 

○議長（久保美博君） 森永委員長。 

〔森永和夫予算決算常任委員長登壇〕 

○予算決算常任委員長（森永和夫君）ご報告いたします。去る９月４日の本会議において予

算決算常任委員会に付託されました「議案第７０号 令和４年度内子町水道事業会計剰余

金の処分について」、「議認第１３号 令和４年度内子町水道事業会計決算の認定について」、

この２議案の審査結果をご報告いたします。 

 審査結果については、「議案第７０号」及び「議認第１３号」は原案の通り可決及び認定

すべきものとするものであります。議案ごとに説明を受けた内容並びに質疑等についてご

報告をいたします。 

 「議案第７０号 令和４年度内子町水道事業会計剰余金の処分について」は、条例に基づ

き剰余金の処分については議会の議決を得るものとされています。水道事業で生じた利益

剰余金は６，３５７万２，００１円です。減債積立金に５，３５７万２，００１円を積み立

てし、企業債の償還に備えるものであります。また、残りの１，０００万円を将来の必要な

工事をするための積立として建設改良積立金に積み立てるものであります。いずれも法に

基づいた適切な処分であると判断いたしました。 

 採決の結果、「議案第７０号」は全会一致で可決すべきものと決定いたしました。 

 続いて、「議認第１３号 令和４年度内子町水道事業会計決算」については、委員から「水

道事業は長期ビジョンに則って事業運営していると思うが、今後、水道料金の値上げの可能

性はあるのか。」との質問に対し、「令和７年度から始まる水道事業経営戦略を今年度と来年

度の２年間をかけて策定することになっている。そこで検討される経営状況を踏まえ、審議

会において水道料金の検討をすることになり、その審議結果によっては値上げの可能性も

ある。」との答弁がありました。 

採決の結果、「議認第１３号」は原案の通り認定すべきものと決定をいたしました。 

今後より一層の企業努力を期待して委員長報告を終わります。 

○議長（久保美博君） 報告が終わりました。委員長報告に対する質疑は省略します。森

永委員長、席にお戻りください。 

 討論、採決は１件ずつ行います。 

 まず、「議案第７０号 令和４年度内子町水道事業会計剰余金の処分について」の討論

を行います。討論はありませんか。これにて討論を終結します。 
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 採決を行います。本案に対する委員長報告は可決です。委員長報告の通り決定すること

に賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（久保美博君） 起立全員です。よって、「議案第７０号」は委員長報告の通り可決

されました。 

 次に、「議認第１３号 令和４年度内子町水道事業会計決算の認定について」の討論を行

います。討論はありませんか。これにて討論を終結します。 

 採決を行います。本案に対する委員長報告は認定とするものです。委員長報告の通り認定

することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（久保美博君） 起立全員です。よって「議認第１３号」は委員長報告の通り認定さ

れました。 

 

日程第 １１ 議案第７１号 令和４年度内子町下水道事業会計剰余金の処分について 

日程第 １２ 議認第１４号 令和４年度内子町下水道事業会計決算の認定について 

○議長（久保美博君） 「日程第１１ 議案第７１号 令和４年度内子町下水道事業会計

剰余金の処分について」及び「日程第１２ 議認第１４号 令和４年度内子町下水道事業

会計決算の認定について」以上の２件を一括議題とします。予算決算常任委員長に、審査

の経過並びに結果について報告を求めます。森永予算決算常任委員長、登壇願います。 

○予算決算常任委員長（森永和夫君） 議長。 

○議長（久保美博君） 森永委員長。 

〔森永和夫予算決算常任委員長登壇〕 

○予算決算常任委員長（森永和夫君） ご報告いたします。去る９月４日の本会議において

予算決算常任委員会に付託されました「議案第７１号 令和４年度内子町下水道事業会計

剰余金の処分について」、「議認第１４号 令和４年度内子町下水道事業会計決算の認定に

ついて」、この２議案の審査結果をご報告いたします。 

 審査結果については、「議案第７１号」及び「議認第１４号」は原案の通り可決及び認定

すべきものとするものであります。議案ごとに説明を受けた内容並びに質疑等についてご

報告をいたします。 

 「議案第７１号 令和４年度内子町下水道事業会計剰余金の処分について」は、条例に基

づき剰余金の処分については議会の議決を得るものとされています。下水道事業で生じた

利益剰余金は５４万８，４６５円です。減債積立金に５４万８，４６５円を積み立てし、企

業債の償還に備えるものであります。いずれも、法に基づいた適切な処分であると判断いた

しました。 

 採決の結果、「議案第７１号」は全会一致で可決すべきものと決定いたしました。 
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 続いて、「議認第１４号 令和４年度内子町下水道事業会計決算」については、委員から

「施設使用率が３０％ということは、極端に言えば３分の１の維持管理費で済むというこ

とだが、今後、具体的な改善策を講じるべきでは。」との質問に対し、「ご指摘の通りであり、

施設使用率の改善を含め、維持管理費のかからない方法を当然検討していく必要がある。」

との答弁がありました。 

 採決の結果、「議認第１４号」は原案の通り認定すべきものと決定をいたしました。 

 今後一層の企業努力を期待して、委員長報告を終わります。 

○議長（久保美博君） 報告が終わりました。委員長報告に対する質疑は省略します。森永

委員長、席にお戻りください。 

 討論、採決は１件ずつ行います。 

 「議案第７１号 令和４年度内子町下水道事業会計剰余金の処分について」の討論を行い

ます。討論はありませんか。これにて討論を終結します。 

 採決を行います。本案に対する委員長報告は可決です。委員長報告の通り決定することに

賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（久保美博君） 起立全員です。よって「議案第７１号」は委員長報告の通り可決さ

れました。 

 次に、「議認第１４号 令和４年度内子町下水道事業会計決算の認定について」の討論を

行います。討論はありませんか。これにて討論を終結します。 

 採決を行います。本案に対する委員長報告は認定とするものです。委員長報告の通り認定

することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（久保美博君） 起立全員です。よって「議認第１４号」は委員長報告の通り決定さ

れました。 

 

日程第 １３ 議案第７２号 内子町下水道条例の一部を改正する条例について 

○議長（久保美博君） 「日程第１３ 議案第７２号 内子町下水道条例の一部を改正す

る条例について」を議題とします。審査結果について委員長の報告を求めます。大木産業

建設常任委員長、登壇願います。 

○産業建設厚生常任委員長（大木雄君） 委員長。 

○議長（久保美博君） 大木委員長。 

〔大木雄産業建設厚生常任委員長登壇〕 

○産業建設厚生常任委員長（大木雄君） ご報告申し上げます。去る９月４日の本会議にお

いて、産業建設厚生常任委員会に付託されました「議案第７２号 内子町下水道条例の一部

を改正する条例について」審査の結果をご報告申し上げます。 
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 審査過程等につきましては配布致しております審査報告書の通りであり、審査結果につ

いては「第７２号」は原案の通り可決すべきものとするものでございます。 

 議案について説明を受けた内容並びに質疑についてご報告いたします。本議案は下水道

事業における独立採算に基づく健全な経営及び今後の計画的な施設更新を進める上で必要

となる財源確保のために条例の一部を改正するものです。委員からは「今回の下水道料金の

値上げは値上げ率が一律ではなく、累進性が弱められる料金改定案だがどうしてなのか。」

との質疑に対し、「今回の料金体系は７パターンの案を示した上で、下水道運営審議会にお

いて一番妥当だという答申に基づいたものだ。」との答弁がありました。 

討論においては、「現在の物価高の状況において生活に必要な下水道料金の値上げに対し、

低所得者に対する配慮が全くされていない料金体系になっているため、今回の値上げには

反対する。」また、「現在の物価高の状況は大変厳しい状況であると考えるが、町としても別

の形で低所得者への支援を行っている。今回の料金改定は審議会で答申された通り下水道

事業を継続、安定させるためのやむをえない改正であると考え、賛成する。」との討論があ

りました。 

採決の結果、「議案第７２号」は賛成多数により原案の通り可決すべきものと決定しまし

たので、ここにご報告申し上げ委員長の報告を終わります。 

○議長（久保美博君） これより委員長報告に対する質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし。」の声あり〕 

○議長（久保美博君） これにて質疑を終結します。大木委員長、席にお戻りください。 

これより討論を行います。討論はありませんか。 

○３番（関根律之君） 議長。 

○議長（久保美博君） 関根律之議員。 

○３番（関根律之君） 私は、本案に反対の立場から討論をいたします。 

共同通信が行った直近の世論調査では、先日内閣改造をおこなった首相に最優先で取り

組んでほしいことは、「物価高騰対策を含む経済対策」という結果で回答者の５割を超えて

います。内子町の住民の多くも、物価高騰にあえいでいます。 

昨年、２０２２年平均の消費者物価指数は、２０２０年を１００として２．３％上昇、直

近の７月は同じく５．７％上昇です。食品やガソリン・灯油などの燃料などは、実感として

もっと上がっています。 

一方で、本年４月からの年金額改定では、２０２０年と比べて１．７％上昇にすぎません。

また、１０月から改定する生活保護費の生活扶助基準額は、生活保護の多くを占める高齢世

帯で０～３．３％の引き上げに留まります。 

また、愛媛県の最低賃金は１０月から８９７円となり、２０２０年と比べ１３％の上昇で

す。しかし、物価を考慮した実質賃金では、直近の７月は前年同月比２．５％減でマイナス

は１６か月連続です。 

 こうした状況のなか、生活の基礎的インフラとして必要不可欠な下水道の使用料金の値
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上げ率２０％は、年金や賃金などの上昇率をはるかに超えています。 

 使用料に応じた改定案の料金体系では、使用料の少ない低所得世帯に対しても一律に２

０％近い値上げ率を課しており、低所得者に対して負担感が大きい料金体系といえます。収

入の増加と物価高騰の状況を考慮すると、一般家庭世帯が下水道使用料の値上げ率として

許容できるのは、せいぜい３％くらいまでではないでしょうか。 

 世帯数に応じた水道使用量の平均は２人で１５㎥、５人で２８㎥です。３０㎥以上使用す

るのは、主に事業者と推測されます。原則的に必要とされる経費回収率１００％を達成する

ために、使用料金の値上げ率４０％が必要とされるのであれば、３０㎥以上の単価を段階的

に４０％まで引き上げ、事業者の負担を高くすることは許容されると思われます。 

また、ここ数年の物価高騰対策として、東京、神奈川、埼玉などの自治体では、生活保護・

ひとり親・障がい者・住民税非課税などの低所得世帯に対し、水道・下水道の基本料金を減

免する制度を設けているところもあります。来年４月からは、介護保険料の値上げも予想さ

れます。物価高騰対策は待ったなしではないでしょうか。 

９月４日の本会議で、私が低所得世帯への物価高騰対策を質問しましたが、町長の答弁は、

現時点で来年度以降の物価高騰対策は考えていないということでした。生活に必要不可欠

な下水道の使用料金を平均２０％も値上げをすることは、少なくとも低所得世帯に対し、憲

法２５条で保障された「誰もが健康的で文化的な暮らしを送ることができる」生存権という

人権に関わってくると思われます。 

一方で、契約数１８００世帯ほどの下水道使用世帯に対し、毎年一般会計から１億円近い

金額を繰り入れることが必要とされるのであれば、下水道を使用しないその他の５，０００

世帯余りに対しても、物価高騰対策として、例えば水道料金の基本料金を減額するなどの施

策も検討に値すると思われます。 

以上のことから、来年度４月から下水道使用料金を値上げ率平均２０％に改定する、本議

案には反対すべきものと考えます。以上です。 

○議長（久保美博君） 賛成討論はありませんか。 

○１３番（林博君） 議長。 

○議長（久保美博君） 林博議員。 

○１３番（林博君） ただ今、関根議員から、よく勉強、研究されて、様々な現在の物価高

騰の状況のご意見を、説明をいただきました。委員会でも、委員長報告の通り、同様の趣旨

の意見があったと記憶しておるんですが、下水道使用者だけが抱える問題ではない。全国民

が抱える問題だというふうに、私は理解をしております。そういう面において、やはり今の

この物価高騰の状況いうのは、みんなが耐えなければならない状況であろうと思います。ま

た、一人ひとりが努力しなければならない状況だと、私は考えております。ですので、提案

されておる下水道の使用料、下水道利用者のみの優遇措置というのは、町民全体の平等に欠

けるものだと。今の状況のままでおくと欠ける問題だと思います。また、同僚議員が言われ

た、事業者への負担増という提案、ご意見があったわけですが、現在の内子町の下水道条例



                        令和５年９月第１３６回内子町議会定例会 

143 

 

においては、個人と事業者の分類がありませんので、そういう対応は、現条例においては対

応ができないというふうに私は理解をします。現在の下水道区域内における住民の施設利

用、今後の生活の安定については、もうやむを得ない。利用者に理解をしてもらい、対応し

なければならないことであろうというふうに思いますので、私は本委員長報告の通り、この

改正に賛成をいたします。以上です。 

○議長（久保美博君） 他、反対討論はありませんか。 

○２番（塩川まゆみ君） 議長。 

○議長（久保美博君） 塩川まゆみ議員。 

○２番（塩川まゆみ君） 私はこの議案に反対の立場で討論します。 

 先程、同僚議員からありましたけれども、本当にタイミングと言いますか。この度、９月、

今月入ってから「生活応援商品券」の配布も始まっております。これというのは、新型コロ

ナウイルス感染症の長期化に加え、原油価格高騰や食料品、原材料等の物価上昇により影響

を受けた町民の家計を支援するというために、この商品券事業をされているわけですけれ

ども、これを６年度からとはいえ下水道の基本料金が値上げされるということは、町の態度

として、片や支援し、片や値上げするというのは、町民から見るとちょっと納得いかない施

策だと思うわけですね。確かに、水道特別会計、公会計の問題とか健全性というのはあるん

ですけれども、町民にしてみれば、そこは変わらないと言いますか、もしここに理解を求め

るのであれば、もっと丁寧な説明も必要になるかと思います。これ説明資料の中で、１ヶ月

２０㎥の使用料では、平均５２０円の上昇ということで、月に５２０円というのは、本当に

今の物価高騰に苦しむ世帯にとっては大きな金額なんです。これが令和元年以来の値上げ

で、今後、令和１０年までの４年間で約５，５００万円の増収という計算も出ていますが、

これ年にならすと１，０００万円ちょっとの増収。果たしてこれは、今ある基金やいろんな

ものを考えたら、なんとか工夫できる金額じゃないのかなと思うんです。そこが政治と言い

ますか。分かります。公会計云々も分かりますけれども、やっぱりタイミングが悪すぎるん

じゃないか。何もこのタイミングで上げる必要はないのではないかという視点から、私は反

対いたします。以上です。 

○議長（久保美博君） 賛成討論はありませんか。 

○１４番（山崎正史君） 議長。 

○議長（久保美博君） 山崎正史議員。 

○１４番（山崎正史君） 私はこの条例改正に賛成の立場で意見を述べさせていただきます。

この下水道条例の改正につきましては、従来、資料等で行政機関から話を受けました中で、

下水道事業における繰入、一般財源からの繰入金が平成３０年度には、１億１，３１４万円。

令和元年には、１億１，８４４万３，０００円。令和２年度には、１億８０６万。そして、

令和３年には９，８０１万円。このように一般財源の中から、特別会計であろう下水道事業

にだけこのように財源を収入の部で繰り入れて運営することが、本来、町民のためになるの

かどうか。やはり最初から言われていますように、企業会計というのは、やはり独立採算制
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でありますのに、できる限り、独立採算に見合ったような運営方針。それが、監査委員の赤

穂さんからもそのような、監査の中でも報告があったのだというように私は取り受けてい

ます。そのような立場でできる限り、負担を強いるわけではございますが、安定的な、極力

少ない、一般財源からの繰入金で企業運営ができると。その辺は自信がもてるような行政を

するのが本来の町の姿であろうと思いますので、今回の条例改正には賛成をいたします。 

○議長（久保美博君） 他、反対討論はありませんか。ありませんので、これにて討論を終

結します。 

 採決を行います。本案に対する委員長の報告は可決です。「議案第７２号」は、委員長報

告の通り決定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（久保美博君） 起立多数です。 

 よって、「議案第７２号」は、委員長報告の通り可決されました。 

 

日程第 １４ 議案第７３号 内子町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基

準を定める条例の一部を改正する条例について 

○議長（久保美博君） 「日程第１４ 議案第７３号 内子町放課後児童健全育成事業の

設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について」を議題としま

す。審査結果について委員長の報告を求めます。大木産業建設厚生常任委員長、登壇願い

ます。 

○産業建設厚生常任委員長（大木雄君） 議長。 

○議長（久保美博君） 大木委員長。 

〔大木雄産業建設厚生常任委員長〕 

○産業建設厚生常任委員長（大木雄君） ご報告申し上げます。去る９月４日の本会議にお

いて、産業建設厚生常任委員会に付託されました「議案第７３号 内子町放課後児童健全育

成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について」審査の

結果をご報告申し上げます。 

 審査経過等につきましては配布いたしております報告書の通りであり、審査結果につい

ては「議案第７３号」は原案の通り可決すべきものとするものでございます。 

 議案について説明を受けた内容並びに質疑等について、ご報告いたします。本議案は、こ

ども家庭庁育成局長通知に伴い、条例の一部を改正するものです。委員から「新たな放課後

児童クラブの指導員が資格を有するための研修期間が１年から２年に延長されるというこ

とだが、その間は有資格者として指導にあたっているという認識で構わないのか。」という

質疑に対し、「研修を修了する予定のある場合は資格を有しているものと認識して構わな

い。」との答弁がありました。 

 採決の結果、「議案第７３号」は、全会一致により原案の通り可決すべきものと決定しま

したので、ここでご報告申し上げ委員長報告を終わります。 
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○議長（久保美博君） これより、委員長報告に対する質疑を行います。質疑はありません

か。ありませんので、これにて質疑を終結します。大木委員長、席にお戻りください。 

 これより討論を行います。討論はありませんか。これにて討論を終結します。 

 採決を行います。本案に対する委員長の報告は可決です。「議案第７３号」は委員長報告

の通り決定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（久保美博君） 起立全員です。よって「議案第７３号」は委員長報告の通り可決さ

れました。 

 

日程第 １５ 議案第７４号 第４７号 令和５年度内子町クリーンセンター補修工事に

係る工事請負契約について 

○議長（久保美博君） 「日程第１５ 議案第７４号 第４７号 令和５年度内子町クリ

ーンセンター補修工事に係る工事請負契約について」を議題とします。審査結果につい

て、委員長の報告を求めます。大木産業建設厚生常任委員長、登壇願います。 

○産業建設厚生常任委員長（大木雄君） 議長。 

○議長（久保美博君） 大木委員長。 

〔大木雄産業建設厚生常任委員長登壇〕 

○議長（久保美博君） ご報告申し上げます。去る９月４日の本会議において、産業建設厚

生常任委員会に付託されました「議案第７４号 第４７号 令和５年度内子町クリーンセ

ンター補修工事に係る工事請負契約について」審査の結果を報告申し上げます。 

 審査経過等につきましては、配布いたしております審査報告書の通りであり、審査結果に

ついて「議案第７４号」は原案の通り可決するべきものとするものでございます。 

 議案について説明を受けた内容並びに質疑等についてご報告をいたします。本議案は８

月１０日付けで工事請負仮契約を締結いたしましたので議会の議決を求めるものです。委

員の質疑においては「町単独でごみ焼却炉を維持しているため、現状では定期的に多額の費

用が必要なわけだが、今後、近隣の自治体とのごみの広域処理の可能性はあるのか。」との

質疑に対し、「愛媛県ごみ処理広域化・集約化計画では、令和１３年度には八幡浜管内で２

カ所となっており、県は大洲市・内子町を１つのエリアと計画しているので、その計画に基

づいて大洲市と広域化について協議を始める予定。」との答弁がありました。 

 採決の結果、「議案第７４号」は全会一致により原案の通り可決すべきものと決定いたし

ました。以上で委員長報告を終わります。 

○議長（久保美博君） これより、委員長報告に対する質疑を行います。質疑はありません

か。 

〔「なし。」の声あり〕 

○議長（久保美博君） これにて質疑を終結します。大木委員長、席にお戻りください。 

 これより討論を行います。討論はありませんか。これにて討論を終結します。 
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 採決を行います。本案に対する委員長の報告は可決です。「議案第７４号」は委員長報告

の通り決定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（久保美博君） 起立全員です。よって「議案第７４号」は委員長報告の通り可決さ

れました。 

 

日程第 １６ 議案第７５号 令和５年度内子町一般会計補正予算（第８号）について 

日程第 １７ 議案第７６号 令和５年度内子町介護保険事業特別会計補正予算（第３

号）について 

日程第 １８ 議案第７７号 令和５年度内子町水道事業会計補正予算（第２号）につい

て 

○議長（久保美博君） 「日程第１６ 議案第７５号 令和５年度内子町一般会計補正予

算（第８号）について」から「日程第１８ 議案第７７号 令和５年度内子町水道事業会

計補正予算（第２号）について」までの３議案を一括議題とします。審査結果について委

員長の報告を求めます。森永予算決算常任委員長、登壇願います。 

○予算決算常任委員長（森永和夫君） 議長。 

○議長（久保美博君） 森永委員長。 

〔森永和夫予算決算常任委員長登壇〕 

○予算決算常任委員長（森永和夫君） ご報告いたします。去る９月４日の本会議において

予算決算常任委員会に付託されました「議案第７５号」から「議案第７７号」までの補正予

算について、９月７日に委員１３名出席のもと各課長等からの説明を受け、質疑を行い、慎

重な審査を行いました。 

 審査の結果につきましては、配布いたしております審査報告書の通り、全３議案、原案の

通り可決すべきものでございます。 

議案ごとに説明を受けた内容並びに質疑等についてご報告いたします。 

「議案第７５号 令和５年度内子町一般会計補正予算（第８号）」につきましては、歳入

歳出それぞれ２億７，４１５万７，０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を１１４億４，

６５７万４，０００円とするものです。「一般会計補正予算（第８号）」に充当する財源は、

国県支出金１億７５２万８，０００円の増額、地方債１億４，３４０万円の増額、その他特

定財源５９０万円の減額、一般財源は２，９１２万９，０００円の増額となっています。 

今回の補正予算は「子育て支援」、「魅力ある風景や生活の基盤整備」、「災害対策」、これ

らを主要施策として予算化されているものであります。 

主な歳出予算ですが、２款総務費では、結婚に伴う新生活を経済的に支援し、地域におけ

る少子化対策の強化を図るため、結婚新生活支援事業補助３７０万円を計上しており、委員

から「例えば、農家などで４０代で結婚される方も多いと思うが、年齢の幅を広げることを
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検討できないか。」との質問に対し、「今回は基本的に国の事業に則って事業化している。事

業を運営していく中で検討したい。」との答弁がありました。 

３款民生費においては、町内保育園に保育業務支援システムを導入する経費５９６万１，

０００円を計上しており、委員から「保育業務支援システムの導入は、具体的にどのような

保育業務の軽減に繋がるのか。」との質問に対し、「システムの導入により、保育の計画や記

録、さらには園児の登園・降園の管理、保護者との連絡がシステムの中で行うことができる

ため、保育士の業務負担軽減が図られる。」との答弁がありました。 

また、新型コロナウイルス感染症の現状の感染状況を踏まえ、委員から「町民の健康を守

るために、町は感染防止対策として今後、検査キットを配布する予定はないのか。」という

質問に対し、「新型コロナは感染症法上、５類感染症の位置づけになり、個人の自主的な取

り組みをベースとした対応となっており、現段階で検査キット配布の予定はない。」との答

弁がありました。 

６款農林水産業費においては、年末年始の雪害による倒木処理として５００万円を計上

しており、委員から「今回計上した予算でおおよそどの程度処理できるのか」との質問に対

し、「どの程度処理できるかははっきり分からないが、倒木のひどい場所など、まずは出来

る範囲で対応していきたい。」との答弁がありました。 

１０款教育費では、ねんりんピックの開催を控え、内子運動公園野球場の内野を整備する

事業費９４万６，０００円を計上しており、委員から「グラウンドの水はけを改善するため

には、ただ土を入れて締め固めるだけでは不十分であると考えるので十分に調査をして、も

っと良好なグラウンド状態にすべきでは。」との質問に対し、「今後、十分に調査をして対応

をしたいと考えているが、今回ねんりんピックが目前に迫っているため、それに備えて整備

するものである。」との答弁がありました。 

また、老朽化した臼杵自治会館講堂の解体工事に５８３万円を計上しており、委員から

「講堂解体にあたりアスベスト調査の委託料が計上されているが、調査の結果、アスベスト

の問題があった場合でも予算計上されている解体費で対応できるのか。」との質問に対し、 

「もしアスベストの問題があったとしても、ある程度の調査を行っているので予算内で対

応できると考える。」との答弁がありました。 

 その他、補正予算について多くの質疑がなされました。 

 採決の結果、「議案第７５号 令和５年度内子町一般会計補正予算（第８号）」は原案の通

り、全会一致で可決すべきものと決定いたしました。 

 次に特別会計１件についてですが、「議案第７６号 令和５年度内子町介護保険事業特別

会計補正予算（第３号）」につきましては、歳入歳出それぞれ５，６５７万２，０００円を

追加し、総額を２９億１，１９８万４，０００円とするものです。委員から「次期計画の第

９期介護保険計画においては、保険料が上がる傾向だと考えていいのか。」との質問に対し、

「年々、保険給付費は伸びてきており、第９期計画においては介護保険料が上がると予測し

ている。」との答弁がありました。 
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 採決の結果、「議案第７６号」は全会一致により原案の通り可決すべきものと決定しまし

た。 

 次に企業会計１件についてですが、「議案第７７号 令和５年度内子町水道事業会計補正

予算（第２号）」につきましては、鈴木配水池移設に伴う地質調査及び測量設計委託として

１，６２０万円を計上し、資本的支出の総額を５億９，９１５万２，０００円とするもので

す。委員から「新たな配水池は谷を挟んで反対側になるが支障はないのか。」との質問に対

し、「配水水圧は、配水池の高さが同じなので同じ水圧になるため支障はない。」との答弁が

ありました。 

採決の結果、「議案第７７号」は全会一致により、原案の通り可決すべきものと決定いた

しました。 

以上で委員長報告を終わります。 

○議長（久保美博君） 委員長報告に対する質疑を省略します。森永委員長、席にお戻りく

ださい。 

 討論、採決は議案ごとに行います。 

 まず、「議案第７５号 令和５年度内子町一般会計補正予算（第８号）について」の討論

を行います。討論はありませんか。これにて討論を終結します。 

採決を行います。本案に対する委員長の報告は可決です。委員長報告の通り決定すること

に賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（久保美博君） 起立全員です。よって「議案第７５号」は委員長報告の通り可決さ

れました。 

 次に「議案第７６号 令和５年度内子町介護保険事業特別会計補正予算（第３号）につい

て」の討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし。」の声あり〕 

○議長（久保美博君） これにて討論を終結します。 

 採決を行います。本案に対する委員長の報告は可決です。委員長報告の通り決定すること

に賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（久保美博君） 起立全員です。よって「議案第７６号」は委員長報告の通り可決さ

れました。 

 次に「議案第７７号 令和５年度内子町水道事業会計補正予算（第２号）について」の討

論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし。」の声あり〕 

○議長（久保美博君） これにて討論を終結します。 

採決を行います。本案に対する委員長の報告は可決です。委員長報告の通り決定すること

に賛成の方は起立願います。 
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〔賛成者起立〕 

○議長（久保美博君） 起立全員です。よって「議案第７７号」は委員長報告の通り可決

されました。 

 

 

日程第 １９ 請願第２号に対する紹介の取消しの件 

○議長（久保美博君） 「日程第１９ 請願第２号に対する紹介の取消しの件」を議題とし

ます。塩川まゆみ君から「請願第２号 女性差別撤廃条約選択議定書の速やかな批准を求め

る請願」について請願の紹介者となりましたが、請願の紹介取消申出書が提出されておりま

す。 

 お諮りします。本件は申し出の通り許可することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし。」の声あり〕 

○議長（久保美博君） ご異議なしと認めます。従って、「請願受理第２号」に対する塩川

まゆみ君の紹介の取消しを許可することに決定しました。 

 なお、「請願受理第２号」については、会議規則第８９条の請願書提出の要件を欠くこと

になりますので、本請願は取り下げることにしたいと思います。これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし。」の声あり〕 

○議長（久保美博君） ご異議なしと認めます。従って、「請願受理第２号」は取り下げる

ことに決定しました。 

 

日程第 ２０ 議員派遣の件 

○議長（久保美博君） 「日程第２０ 議員派遣の件」を議題とします。 

お諮りします。「議員派遣の件について」はお手元に配りました通り派遣することにし

たいと思います。ご異議ありませんか。 

〔「異議なし。」の声あり〕 

○議長（久保美博君） ご異議なしと認めます。従って、「議員派遣の件について」はお手

元に配りました通り派遣することに決定いたしました。 

 

 

日程第 ２１ 議会運営委員会の閉会中の所掌事務調査の件 

○議長（久保美博君） 「日程第２１ 議会運営委員会の閉会中の所掌事務調査の件」を

議題とします。議会運営委員長から、会議規則第７５条の規定により議会運営に関する事

項及び議長の諮問に関する事項について、次期定例会まで閉会中も継続して調査したい

旨、申し出がありました。 

 お諮りします。議会運営委員長からの申し出の通り、次期定例会まで閉会中の継続調査

とすることにご異議ありませんか。 
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〔「異議なし。」の声あり〕 

○議長（久保美博君）ご異議なしと認めます。従って、議会運営委員長から申し出の通

り、次期定例会まで閉会中の継続調査とすることに決定しました。 

 

日程第 ２２ 常任委員会の閉会中の所管事務調査の件 

○議長（久保美博君） 「日程第２２ 常任委員会の閉会中の所管事務調査の件」を議題

とします。各常任委員長から、会議規則第７５条の規定により次期定例会まで閉会中も継

続して調査したい旨、申し出がありました。 

 お諮りします。各常任委員長からの申し出の通り、次期定例会まで閉会中の継続調査と

することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし。」の声あり〕 

○議長（久保美博君） ご異議なしと認めます。従って、各常任委員長から申し出の通

り、次期定例会まで閉会中の継続調査とすることに決定しました。 

 以上で、本日の議事日程は全て終了しました。会議を閉じます。 

 ここで、小野植町長ご挨拶をお願いいたします。 

○町長（小野植正久君） 議長。 

○議長（久保美博君） 小野植町長。 

〔小野植正久町長登壇〕 

○町長（小野植正久君） 閉会にあたり、一言お礼を申し上げます。 

まずは、提案いたしました議案全てお認めをいただき、誠にありがとうございました。審

議の中でいただきましたご意見等を踏まえ、業務の主旨、目的に沿って適切に執行して参り

ます。 

さて、行政報告をさせていただいたように、町内ではイベントなどがコロナ禍前のように

通常通り実施されております。今月２９日と３０日には八日市護国伝統的建造物群保存地

区において、八日市町並観月会が４年ぶりに開催されます。ぜひ議員の皆様方もご参加いた

だき、月と行燈で照らされた町並みの幻想的な空間で秋の一夜をゆっくりとお過ごしいた

だきたいと思います。 

これから少しずつ、心地よい風や日差しに変わって参ります。議員の皆様におかれまして

はくれぐれもご自愛いただき、町政発展のため、引き続き、町、行政に対しましてご支援、

ご協力賜りますようお願い申し上げ、町長としての挨拶に代えさせていただきます。どうも

ありがとうございました。 

○議長（久保美博君） 以上をもって、令和５年９月第１３６回内子町議会定例会を閉会し

ます。 

○議会事務局長（前野良二君） ご起立願います。礼。 
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午後 ３時 ２分 閉会 

 

 

地方自治法第１２３条第２項の規定により、ここに署名する。 
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第１３６回定例会付議事件名及び議決結果一覧表 

１．町長提出議案 

番号 件名 
提 出 

年月日 

議 決 

年月日 
議決結果 

報告 

６ 

株式会社内子フレッシュパークからりの経営状況を

説明する書類の提出について 
R5.9.4 R5.9.4 受理 

報告 

７ 

小田まちづくり株式会社の経営状況を説明する書類

の提出について 
R5.9.4 R5.9.4 受理 

報告 

８ 

公益財団法人内子町国際交流協会の経営状況を説明

する書類の提出について 
R5.9.4 R5.9.4 受理 

報告 

９ 
健全化判断比率の報告について R5.9.4 R5.9.4 受理 

報告 

１０ 
資金不足比率の報告について R5.9.4 R5.9.4 受理 

報告 

１１ 
内子町教育委員会の点検・評価の書類の提出について R5.9.4 R5.9.4 受理 

議認 

６ 

令和５年度内子町一般会計補正予算（第７号）の専決

処分の承認を求めることについて 
R5.9.4 R5.9.4 承認 

議認 

７ 

令和４年度内子町一般会計歳入歳出決算の認定につ

いて 
R5.9.4 R5.9.19 認定 

議認 

８ 

令和４年度内子高等学校小田分校寄宿舎特別会計歳

入歳出決算の認定について 
R5.9.4 R5.9.19 認定 

議認 

９ 

令和４年度内子町国民健康保険事業特別会計歳入歳

出決算の認定について 
R5.9.4 R5.9.19 認定 

議認 

１０ 

令和４年度内子町介護保険事業特別会計歳入歳出決

算の認定について 
R5.9.4 R5.9.19 認定 

議認 

１１ 

令和４年度内子町介護保険サービス事業特別会計歳

入歳出決算の認定について 
R5.9.4 R5.9.19 認定 

議認 

１２ 

令和４年度内子町後期高齢者医療保険事業特別会計

歳入歳出決算の認定について 
R5.9.4 R5.9.19 認定 

議案 

７０ 

令和４年度内子町水道事業会計剰余金の処分につい

て 
R5.9.4 R5.9.19 原案可決 



令和５年９月第１３６回内子町議会定例会 

154 

 

議認 

１３ 
令和４年度内子町水道事業会計決算の認定について R5.9.4 R5.9.19 認定 

議案 

７１ 

令和４年度内子町下水道事業会計剰余金の処分につ

いて 
R5.9.4 R5.9.19 原案可決 

議認 

１４ 

令和４年度内子町下水道事業会計決算の認定につい

て 
R5.9.4 R5.9.19 認定 

議案 

７２ 
内子町下水道条例の一部を改正する条例について R5.9.4 R5.9.19 原案可決 

議案 

７３ 

内子町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関

する基準を定める条例の一部を改正する条例につい

て 

R5.9.4 R5.9.19 原案可決 

議案 

７４ 

第４７号 令和５年度内子町クリーンセンター補修

工事に係る工事請負契約について 
R5.9.4 R5.9.19 原案可決 

議案 

７５ 

令和５年度内子町一般会計補正予算（第８号）につい

て 
R5.9.4 R5.9.19 原案可決 

議案 

７６ 

令和５年度内子町介護保険事業特別会計補正予算（第

３号）について 
R5.9.4 R5.9.19 原案可決 

議案 

７７ 

令和５年度内子町水道事業会計補正予算（第２号）に

ついて 
R5.9.4 R5.9.19 原案可決 

諮問 

１ 

人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めること

について 
R5.9.4 R5.9.4 原案可決 

諮問 

２ 

人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めること

について 
R5.9.4 R5.9.4 原案可決 

諮問 

３ 

人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めること

について 
R5.9.4 R5.9.4 原案可決 

諮問 

４ 

人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めること

について 
R5.9.4 R5.9.4 原案可決 
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２．請願 

番号 件名 
提 出 

年月日 

議 決 

年月日 
議決結果 

令和５年

請願受理 

２ 

女性差別撤廃条約選択議定書の速やかな批准を求

める請願 
R5.9.4 R5.9.19 取り下げ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


